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序 文

本書は、一般国道１９２号徳島南環状道路改築事業に伴って、平成８年度から１１年度にかけて財団法人

徳島県埋蔵文化財センターが実施した徳島市国府町延命に所在する延命遺跡の発掘調査成果をまとめた

ものであります。

当遺跡は、徳島市国府町に位置し、鮎喰川よって形成された三角州性扇状地上に立地しています。周

辺には矢野遺跡のほか、宮谷古墳に代表される気延山古墳群、国府推定地の観音寺遺跡・敷地遺跡など、

徳島の原始・古代を代表する遺跡が展開しています。

今回の発掘調査では、矢野遺跡が最盛期を迎えていたのと同年代の弥生時代の墳丘墓や、阿波国府が

当地周辺に置かれていたときの水田等が確認されました。従来の成果では不十分であった墓域や生産に

ついて新たな知見を得ることができました。これらは地域史の中で大きな成果になるものです。

なお、埋蔵文化財発掘調査の実施及び報告書の作成に当たり、多くの地元の皆様と関係機関の方々に

ご理解・ご協力並びにご教授をいただきましたことに深く感謝いたします。

２００９年９月

財団法人 徳島県埋蔵文化財センター

理事長 福 家 清 司



例 言

１．本報告書は、一般国道１９２号徳島南環状道路改築事業に伴って、平成８年度から１１年度にかけて実

施された徳島市国府町延命に所在する延命遺跡の発掘調査成果をまとめたものである。

２．発掘調査は、建設省（現在の国土交通省）四国地方整備局より委託を受けた徳島県が財団法人徳島

県埋蔵文化財センターに再委託を行って実施した。

３．方位の表示は国土座標軸第Ⅳ座標系の北、高さは東京湾標準潮位（T.P.）を表す。

４．各遺構を示す記号は財団法人徳島県埋蔵文化財センターが定めたものを使用した。

SB：竪穴住居跡 SD：溝状遺構 SK：土坑 SP：柱穴・小穴

SR：自然流路 ST：埋葬施設（古墳以外）SU：集積以降 SX：不明以降

５．本書で用いた土層および土器の色調は、小川正忠・竹原秀雄『新版標準土色帖』１９９６・１９９７年度版

に、陶磁器の釉薬の色調は太田昭雄・川崎秀昭ほか『標準色彩図表 A』日本色研事業株式会社１９８１

によった。

６．第２図の地形図は国土交通省国土地理院発行の２万５千分の一地形図「石井」を転載使用した。

７．本書の執筆は、Ⅰ・Ⅱを井内哲也が、Ⅲ・Ⅳを園木裕美が行い、全体の編集は園木が行った。

８．写真図版は、遺構および遺物出土状況については発掘現場の担当者が、遺物写真撮影は服部靖が行っ

た。

９．本書に収録した出土遺物および図面や写真などの記録一切は、徳島県立埋蔵文化財総合センターに

おいて保管している。
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� 調査と整理の経緯



１．徳島南環状道路の調査に至る経緯
国道１９２号線は愛媛県西条市を起点とし、徳島市に至る四国を東西に貫く全長９２．４㎞の道路である。

徳島県内では、三好市・東みよし町・つるぎ町・美馬市・吉野川市・石井町を経由し徳島市へと至る。

徳島市を中心とした徳島都市圏において、都市部を取り巻く環状道路が計画され、一般国道１９２号徳島

南環状線は、徳島市都市部の渋滞緩和と都市圏発展のための基盤整備として計画された。計画区間は、

徳島市国府町観音寺地区から徳島市八万町大野地区に至る全長９．５㎞の区間であり、１９８５（昭和６０）年

度に都市計画決定、１９８６（昭和６１）年度に事業化され、１９８９（平成元）年度から用地取得に着手した。

このうち徳島市国府町観音寺地区から矢野地区・延命地区に至る２．２㎞、道路面積１０８，０００㎡に係る埋

蔵文化財の所在及びその取り扱いについて、建設省（現在の国土交通省）徳島工事事務所所長より徳島

県教育委員会教育長宛、１９８０（昭和５５）年４月１０日付建四徳第８９２号で、徳島市西部地域の文化財分布

状況についての照会がなされ、同年４月１４日付教文第９２号で徳島県教育委員会の回答がなされた。また、

同年１１月２５日付建四徳第２４８３号により、徳島南環状道路の計画における文化財についての事前協議を

行った。１９８１（昭和５６）年２月９日付教文第２５号では、所在遺跡などについての回答がなされている。

こうした経緯をふまえ、１９８１（昭和５６）年３月に徳島県教育委員会文化課（現在の徳島県教育委員会

文化財課、以下県教委文化課）は道路計画域に対して分布調査を実施し、矢野遺跡を中心とする遺跡の

把握に努めたが、延命地区・観音寺地区については未把握のままであった。１９８６（昭和６１）年度の事業

化に伴い、１９９１（平成３）年１月１０日付建四徳第２７号で、再度埋蔵文化財の所在の有無およびその取り

扱いについて照会がなされ、同年４月９日付教文第１３４号で阿波国府跡・矢野遺跡の所在が回答されて

いる。

県教委文化課では１９９０（平成２）年度に建設省徳島工事事務所と当該路線全域に埋蔵文化財が存在す

ることを前提とした事前協議を行った。ただし遺跡の遺存状態、掘削深度、調査遺構面数に関する情報

を欠いていた。そこで、１９９１（平成３）年度県教委文化課により矢野地区約６００�の間に試掘調査が実

施され、大部分の試掘坑で遺構面の存在が確認されたのを受け、県教委文化課は、道路建設事業主体者

の建設省と直ちに協議に入った。協議の中で、矢野遺跡が文化財保護法の対象となる周知の遺跡であり、

今回の試掘調査とこれまでの周辺地域の発掘調査などの成果からすれば、徳島県内では極めて重要な遺

跡であるという共通認識を得た。そこで道路建設予定地内は全て発掘調査を実施し、遺跡の記録保存の

徹底をはかることが確認され、また、今後実施される発掘調査の成果により道路建設の計画変更もあり

得ることを、建設省に示唆した。

以上のような協議を経て、道路建設予定地内において、遺構面が複数存在し、遺物が地点により相当

量見込まれるため、１９９２（平成４）年度から、事業は財団法人徳島県埋蔵文化財センター（以下センター）

が県教委から受託して行われることとなった。そして県教委文化課とセンターによって発掘調査計画が

策定された。この計画で道路建設予定地内を観音寺地区・矢野地区・延命地区に分割し、用地取得の進

んでいる矢野地区から発掘調査が開始された。矢野遺跡の調査の進展に伴って、１９９３（平成５）年度に

延命地区、１９９６（平成８）年度に観音寺地区においても試掘調査が行われ、それぞれの遺構面の所在が

確認された。この結果を受け、道路建設予定地の全てを発掘調査の対象地とする措置がとられることと

なり、調査年度も複数年度にまたがることが明らかとなった。延命地区・観音寺地区では１９９６（平成８）

年より発掘調査が開始された。

― ３ ―
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２．発掘調査の経過
徳島南環状道路改築事業に伴う発掘調査と整理の経過については、センター発掘調査報告書第３２集「矢

野遺跡Ⅰ」において詳述しているので、そちらを参照されたい。

１９９６（平成８）年度は、徳島市国府町延命字天神前周辺において、４，８６０㎡を調査した。遺構面は、

古代から中世にかけての第１遺構面と、弥生中期末から古墳時代にかけての第２遺構面中心に、１～５

区に分けて調査した。

１９９７（平成９）年度は、徳島市国府町延命字壱町地周辺において、４，８７０㎡を調査した。古代の第１

遺構面、弥生後期の第２遺構面と、古代の水田面を３面調査した。１～３区に分け、１区は二分割した。

１９９８（平成１０）年度は、徳島市国府町延命字長田周辺７，２００㎡を調査した。１～１２区の調査区で、古

代の水田面を調査した。

１９９９（平成１１）年度は徳島市国府町延命字野神周辺２，７３０㎡を調査した。調査区は１～３区で、古代

から中世にかけての水田面を調査した。

３．発掘調査の方法
複数年度にわたる調査になることから、調査年度にかかわらず、一定の規則性を持たせた呼称をつけ、

何らかの基準に基づいて調査区の位置を把握することが、調査・整理の両面からみて必要と判断され

た。

そのため１９９３（平成５）年度に第Ⅳ座標系による国土座標を基準とした大中小のグリッド（方眼）を

設定し、調査区全体を覆うことにした。

まず南環状道路改築区間全体を包括する様に一辺を５００�とするグリッドで区切り、これを大グリッ

ドと呼ぶ。具体的には、国土座標の X＝１１６，０００�、Y＝８９，５００�の交差点を大グリッド南西隅の原点

とした。そしてこの原点から一辺５００m四方のグリッドをアルファベット大文字とアラビア数字の組み

合わせで表現し Location‐A‐１グリッドと呼び、Loc. A１と略記することにした。さらに、この Loc.A１

から東隣にある一辺５００�のグリッドを Loc. A２、北隣にあるグリッドを Loc. B１、すなわち、Loc.A１

から東へ５００�ごとに Loc. A２、Loc. A３…とし、Loc. A１から北へ５００mごとに Loc. B１、Loc. C１…

と表記する。

次に、この大グリッドを、一辺が１００�四方のグリッドで細かく東西方向５・南北方向５に分割し、

この１００�四方の方眼一つを中グリッドと呼ぶ。この中グリッドは、ギリシャ文字とローマ数字の組み

合わせで表現し、大グリッドを呼んだ場合と同じ方法で、原点から１００�四方の中グリッドを、Loc. A１・

α Ⅰと表記し、東へ１００�ごとに Loc. A１・αⅡ、Loc. A１・αⅢ…とし、北へ１００�ごとに Loc. A１・

β Ⅰ、Loc. A１・γ Ⅰ…と表記する。

そして、さらにこの中グリッドを、一辺が５�四方のグリッドで細かく東西方向２０・南北方向２０に分

割し、この５�四方の方眼一つを小グリッドと呼ぶ。この小グリッドは、アルファベット小文字とアラ

ビア数字の組み合わせで表現することにし、大・中グリッドを呼んだ場合と同じ方法で、原点から５�

四方の小グリッドを、Loc. A１・α Ⅰ・a１と表記し、東へ５�ごとに Loc. A１・α Ⅰ・a２、Loc. A１・

α１・a３…とし、北へ５�ごと Loc. A１・α Ⅰ・b１、Loc. A１・α１・c１と表記する。

― ６ ―
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このように本報告では折に触れ、大中小のグリッドや国土座標を併用しながら調査地点や遺構・遺物

の位置情報を表現している。これにより発掘地点の調査年次や調査区に関わることなく、最小単位の小

グリッドで調査地点を表すことができ、南環状道路改築区間の延命遺跡・矢野遺跡・観音寺遺跡の発掘

調査で検出された遺構の位置について検索が可能となっている。

また、延命遺跡における調査年度ごとの調査区の配置は第４図に掲げるとおりである。

４．整理作業の経過
延命遺跡の整理作業は、平成１８年度から平成１９年度にかけて、２班体制で実施した。９６年度調査～９９

年度調査及び９７年度～９９年度に行われて立会調査から出土した遺物や図面を元に、図面整理・遺物洗

浄・注記・接合・復元・実測・トレースなどの整理作業を行い、それを元に報告書執筆作業を行った。

５．調査日誌抄
１９９６（平成８）年度

１０月１日 調査準備開始

１０月７日 側溝掘削

１０月１１日 側溝掘削・精査、機械掘削

１０月１２日 ９６－５区機械掘削開始

１０月１７日 ９６－５区人力掘削開始

１０月１８日 ９６－１・２区機械掘削開始

１０月２８日 ９６－５区遺構検出

１０月３０日 ９６－５区トレンチ掘削

１０月３１日 ９６－１・２区人力掘削

１１月５日 ９６－１・２区西側、東側トレンチ設定

１１月６日 ９６－１・２区トレンチ掘削、精査

９６－５区東西トレンチ掘削、精査

１１月７日 ９６－１・２区包含層掘削開始

１１月２０日 ９６－１・２区、９６－５区

包含層掘削終了

１１月２１日 ９６－１・２区遺構検出

１１月２６日 ９６－１・２区、９６－５区

遺構面検出写真撮影

１１月２９日 ９６－５区人力掘削

１２月１２日 ９６－１・２区完掘写真

１２月２０日 ９６－５区遺構検出写真

１２月２５日 ９６－１・２区第２遺構面検出、精査

１月２３日 ９６－５区精査終了

１月２８日 ９６－５区空撮

２月１４日 ９６－３区機械掘削開始

２月１７日 ９６－３区埋め戻し、９６－４区機械掘削開

始

２月１８日 ９６－１・２区南部人力掘削

９６－４区人力掘削開始、遺構検出、遺

構内掘削

２月２０日 ９６－４区埋め戻し

２月２４日 ９６－１・２区南部水田面検出

２月２５日 ９６－１・２区遺構面検出、空撮

２月２８日 人力掘削開始

３月３日 遺構検出、遺構掘削

３月２８日 調査終了

１９９７（平成９）年度

５月２２日 ９７－１区機械掘削開始

６月１２日 ９７－１区中央部遺構検出

６月１３日 ９７－１区北側水田面人力掘削

６月１８日 ９７－１区北側水田面精査

６月３０日 ９７－１区南側人力掘削

６月２５日 ９７－１区中央部人力掘削

７月１日 ９７－１区北側水田面畦畔検出

７月１４日 ９７－１区北部水田面精査

７月１８日 水田面人力掘削、遺構掘削
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７月２９日 ９７－１区中央部遺構面検出

８月２２日 ９７－１区空撮

８月２５日 ９７－１区北側人力掘削

８月２８日 ９７－１区北側遺構検出

８月２９日 ９７－１区北側遺構面掘削

９月２日 ９７－１区南側人力掘削

９月５日 ９７－１区北側、中央部完掘・写真撮影

９月１３日 ９７－１区機械掘削

９月１８日 ９７－２区機械掘削

９月２４日 ９７－１区人力掘削

９月２５日 ９７－１区北側機械掘削開始

９月３０日 ９７－１区南側遺構検出、人力掘削

１０月１日 ９７－１区水田面株跡検出

１０月３日 ９７－１区遺構検出、人力掘削

１０月２３日 ９７－１区、９７－１区空撮

１０月２９日 ９７－１区遺構検出

１０月３０日 ９７－１区掘り下げ、人力掘削

１０月３１日 ９７－１区人力掘削

１１月１５日 ９７－１区北側精査

１１月７日 ９７－１区、９７－１区人力掘削

１１月２７日 ９７－１区空撮

１２月５日 ９７－２区人力掘削

１２月１５日 ９７－３区機械掘削

１２月１６日 ９７－２区遺構検出

１２月１８日 ９７－２区人力掘削

１月９日 ９７－２区遺構面精査

１月１０日 ９７－２区空撮

１月１３日 ９７－２区、９７－３区人力掘削

１月１９日 ９７－２区遺構面精査

１１月２２日 ９７－２区遺構面人力掘削

１月３１日 ９７－２区空撮

２月２日 ９７－２区人力掘削

２月１６日 ９７－２区遺構面精査、

９７－３区機械掘削

２月１８日 ９７－２区第３面空撮、

９７－３区遺構掘削

２月１９日 ９７－３区完掘写真

２月２６日 ９７－３区遺構面精査

３月４日 ９７－３区写真撮影

３月１３日 調査終了

１９９８（平成１０）年度

９月２８日 ９８－５区機械掘削

９８－４区、９８－１０区機械掘削

１０月５日 ９８－５区第１包含層掘削

１０月６日 ９８－１１区機械掘削

１０月８日 ９８－４区、９８－５区人力掘削、

９８－４区遺構検出

１０月９日 ９８－４区第１遺構面検出

９８－１０、９８－１１区測量、

９８－１２区機械掘削

１０月１９日 ９８－４区完掘・写真撮影

９８－５区第１包含層掘削

１０月２８日 ９８－４区、９８－５区空撮、

９８－１０区人力掘削

１１月２日 ９８－１２区包含層掘削

１１月４日 ９８－５区遺構面検出

９８－１０区遺構面検出、精査

９８－１２区人力掘削

１１月５日 ９８－１０区、９８－１１区第１遺構面検出

９８－１２区人力掘削

１１月１１日 ９８－５区埋め戻し

１１月１２日 ９８－１０区遺構内掘削

１１月１６日 ９８－１２区遺構内掘削、半裁

１１月１８日 ９８－１０区、９８－１１区、９８－１２区空撮

１１月１９日 ９８－１区側溝掘削

１１月２４日 ９８－１区、９８－１０区、

９８－１１区人力掘削

１１月２６日 ９８－６区機械掘削

１１月３０日 ９８－１０区精査、遺構検出

１２月３日 ９８－２区人力掘削、９８－３区機械掘削

９８－１２区埋め戻し

１２月４日 ９８－１区精査、遺構検出

１２月９日 ９８－２区精査、遺構検出

９８－１０区精査、遺構検出

１２月１１日 ９８－１区、９８－２区、９８－１０区空撮
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６．業務の体制
（１）発掘調査担当

１９９６（平成８）年度 所長：筒井 豊祐 事務局長：庄野 徳保 総務課長：長江 仁

調査第２課長：菅原 康夫 第２係長：佐々木清克

研究員：小泉 信司 中川 幸典 坂東 勝美 牧野 浩章

山田 正之

１９９７（平成９）年度 所長：筒井 豊祐 事務局長：庄野 徳保 総務課長：長江 仁

９８－３区、９８－６区人力掘削

１２月１４日 ９８－１区確認掘削、９８－１０区人力掘削

１２月１７日 ９８－１１区人力掘削

１２月１８日 ９８－１区人力掘削、

９８－１１区遺構面検出

１２月２１日 ９８－１区遺構面検出

１月６日 ９８－７区機械掘削

１月１２日 ９８－６区第１水田面精査

１月２０日 ９８－６区、９８－１０区、９８－１１区空撮

９６８－７区人力掘削

１月２９日 ９８－３区、９８－７区第１水田面精査

９８－６区人力掘削

２月９日 ９８－３区、９８－７区空撮

９８－６区第２水田面精査

２月１０日 ９８－７区人力掘削

２月１５日 ９８－３区人力掘削

９８－６区、９８－７区第２水田面精査

２月１７日 ９８－３区、９８－６区、９８－７区空撮

２月１９日 ９８－３区、９８－７区人力掘削

２月２３日 ９８－６区人力掘削

２月２６日 ９８－３区、９８－７区空撮

３月１日 ９８－６区第３水田面精査

９８－７区人力掘削

３月３日 ９８－６区空撮

３月４日 ９８－６区、９８－７区人力掘削

３月１０日 ９８－６区、９８－７区空撮

３月１１日 ９８－６区人力掘削

３月１７日 ９８－７区埋め戻し

３月２５日 ９８－６区埋め戻し、調査終了

１９９９（平成１１）年度

４月２日 調査開始

４月５日 ９９－３区人力掘削

４月９日 ９９－１区機械掘削

４月１４日 ９９－３区水田面精査、遺構検出、遺構

内掘削、空撮、９９－２区機械掘削

４月１５日 ９９－３区人力掘削

４月２０日 第３水田面精査・遺構検出

４月２１日 ９９－３区遺構内掘削、空撮

９９－１区人力掘削

５月６日 ９９－２区、９９－１区人力掘削

５月１０日 ９９－２区、９９－１区第１水田面精査、遺

構検出

５月１２日 ９９－２区、９９－１区空撮

５月１３日 ９９－１区人力掘削

５月１９日 ９９－２区人力掘削

５月２０日 ９９－１区第２水田面遺構検出、遺構内

掘削

５月３１日 ９９－２区第２水田面精査、遺構検出、

遺構内掘削

６月８日 ９９－１区第３水田面精査、遺構検出

６月９日 ９９－２区人力掘削

６月１４日 ９９－１区人力掘削

７月１日 ９９－２区、９９－１区遺構面精査

７月２日 ９９－２区、９９－１区空撮

７月３１日 調査終了

―１２―



調査第２課長：菅原 康夫 第２係長：佐々木清克

研究員：上野 秋利 大栗 悟 小泉 信司 坂東 勝美

１９９８（平成１０）年度 所長：寒川 光明 事務局長：細川 靖夫 総務課長：井後 伸一

調査課長：菅原 康夫 第２係長：武市 文雄

研究員：相原 聡 加藤 公夫 喜枝 秀行 喜田美智代

久保 雅仁 斉藤 剛 佐野 耕市 妹尾 健司

高柳 孝治 田川 憲 藤川 智之 元木 浩司

吉田 千恵

１９９９（平成１１）年度 所長：寒川 光明 事務局長：細川 靖夫 総務課長：井後 伸一

調査課長：菅原 康夫 第１係長：市村 みね

研究員：佐野 耕一 藤川 智之 光山 忠幸 宮本 格

（２）整理担当

２００６（平成１８）年度 所長：村山 一行 事務局長：河野 幸一 総務課長：一宮 一郎

第２課長：島巡 賢二 第１係長：豊田大之介

研究員：井内 哲也 坂賀 正彦

２００７（平成１９）年度 所長：伊川 政文 事務局長：多田 升二 総務課長：一宮 一郎

第２課長：島巡 賢二 第１係長：豊田大之介

研究員：井内 哲也 研究補助員：園木 裕美
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� 遺跡の立地と環境



１．地理的環境
延命遺跡の位置する徳島平野は、北の讃岐山脈、南の四国山地に挟まれ、東西約８０㎞、南北の最大幅

約１６㎞の細長い楔形をした平野である。この徳島平野を形づくったのが徳島県を東西に貫く吉野川であ

る。吉野川は、愛媛県と高知県の境、瓶ヶ森周辺を水源地帯として四国山地を縫うように流れ、徳島県

西部の三好市池田から流れを東へと変え、徳島平野を貫流し、徳島県東部の徳島市で紀伊水道へと流れ

込んでいる。その長さは１９４㎞、流域面積３，７５０�の四国一の大河である。吉野川によって１万年以上に

わたって運ばれ、徳島平野に堆積した堆積物の厚さは、ボーリング資料によれば２００�を越える。

この徳島平野の北、讃岐山脈の南麓を中央構造線が通っている。中央構造線北側の外帯に当たる讃岐

山脈の地質は和泉層群からなり、砂岩と泥岩が多い。このような地質の讃岐山脈南斜面には、中小河川

によって扇状地が形成されている。特に、徳島平野中部の吉野川北岸には、多くの扇状地が発達してい

るため、吉野川が平野の南へと押し出されている。一方、徳島平野の東部は、吉野川北岸に扇状地の発

達はみられず、南岸に鮎喰川の三角州性扇状地が発達している。この鮎喰川扇状地が北へと大きく押し

出したため、吉野川は徳島平野の東部では北へと迂回し、現在の旧吉野川の流れを主流としていた。

延命遺跡はこの鮎喰川扇状地にある。鮎喰川は、吉野川の支流で、名西郡神山町奥屋敷を源流とし、

四国山地を縦断して徳島市不動東町で吉野川に合流する延長４３．０㎞、流域面積約２７０�の河川である。

四国山地は、中央構造線の南側の内帯に位置する。内帯の地質構造は、北から三波川帯、御荷鉾帯、秩

父帯、四万十帯からなる。そのうち、鮎喰川は御荷鉾構造線などの破砕帯を通過しており、地滑りや山

腹崩壊が多発する地域を流れていることから、岩屑供給が盛んで下流まで礫床河川となっている。下流

域では、延命付近と通称「僧都の鼻（馬の鼻）」と呼ばれる地点を扇頂として、三角州性扇状地を形成

する。扇端は、石井町利包－桜間－東高輪－不動西町－不動東町－春日－北田宮－南田宮－佐古を結ぶ

ラインからなり、半径６㎞におよぶ。扇頂部の延命付近は標高１５�、先端部の井戸付近では５�を測り、

平均勾配０．９／１０００の緩傾斜扇状地である。この扇状地は、鮎喰川が紀伊水道に直接流れ込んでいた縄

文海進以降に形成されたもので、徳島市の佐古川・田宮川もかつての鮎喰川の分流と考えられている。

このように徳島平野の東部は、吉野川だけでなく、鮎喰川の沖積作用も大きく受けて形成された平野で

ある。

この鮎喰川扇状地の地形を少し詳しくみてみると、沖積Ⅰ・Ⅱ面に分けられる。それぞれの地形面に

は、旧河道や微高地、氾濫低地などの微地形が発達している。特に鮎喰川左岸一帯は沖積Ⅰ面で、その

旧河道は、現在でも地割りや用水路に利用され、凹地の地形などにも表れている。この沖積Ⅰ面の微高

地は弥生時代には地形形成を終えて安定化していたので、多数の弥生時代の遺構や遺物が発見されてい

る。また、古代の阿波国府推定地や阿波国分寺・阿波国分尼寺跡なども残されている。一方、沖積Ⅱ面

は、田宮川以北を中心に現鮎喰川沿いにも一部みられる。延命遺跡の水田面のうち、現鮎喰川に近い南

部では、８世紀、９世紀、１３世紀に洪水に遭っている。これは、近世初頭の「蓬庵堤」などの築堤によ

り鮎喰川が現河道で安定するまで、沖積Ⅱ面が氾濫原であったこととも合致する。

参考文献

「徳島の地理」寺戸恒夫編著 徳島地理学会 １９９５年

「吉野川事典」（財）とくしま地域政策研究所編農文協 １９９９年
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「徳島県鮎喰川流域における扇状地の形成過程について」古田昇『徳島地理学会論文集３』１９９９年

「地理学からみた観音寺遺跡周辺の地形環境の変化」古田昇 徳島県埋蔵文化財センター報告集第４０集『観音寺遺跡Ⅰ（木簡篇）」

２００２年

２．歴史的環境
延命遺跡の所在する鮎喰川扇状地の左岸とその周辺は、徳島県下有数の遺跡の密集地である。この地

域を中心に、年代ごとに各遺跡を整理してみる。なお年代によっては取り上げる遺跡の範囲を広げてふ

れることにする。

旧石器時代

徳島市全体を通して遺跡はほとんど知られていない。鮎喰川右岸の名東遺跡の弥生時代竪穴住居の埋

土内からサヌカイト製の国府型ナイフ形石器が１点出土している（注１）。

縄文時代

縄文時代は後期が中心で、中期までの遺跡は非常に少ない。後期の遺跡で最も注目されるのは矢野遺

跡である。竪穴式住居跡や中津式～縁帯文成立期の各種土器が多量に出土している。特に、朱によって

塗彩された土器や水銀朱の精製用石器・土製仮面・線刻絵画土器などの特殊な遺物も出土している（注

２）。

晩期の遺跡は、矢野遺跡に隣接する観音寺遺跡で少量遺物が出土しているほか、鮎喰川右岸の名東遺

跡、庄遺跡、三谷遺跡などにもみられる。

弥生時代

矢野遺跡は県下最大級の弥生時代の遺跡で、中期後葉から後期にかけて、微高地上の南北約６００�に

範囲に、集落が広がっている（観音寺遺跡南半を含む）。後期後半には、その集落の規模がピークとな

り、住居密集部の中央に突線鈕式銅鐸が埋納された。他にも蛇紋岩製勾玉の生産工房、朱の付着した土

器や石杵も見つかっている。弥生時代中期末から後期初頭にかけての鍛冶遺構が検出されている（注

３）。延命遺跡の墓と水田はこの矢野遺跡の集落に近接している。観音寺遺跡の北半では、後期から矢

野遺跡とは別の集落の広がりがある。

鮎喰川流域は青銅器が数多く出土している。矢野遺跡の他に、延命遺跡の南西数百メートルにある源

田遺跡では、銅鐸３口と中広形銅剣１振が出土している。また、鮎喰川右岸では名東遺跡から銅鐸１口、

安都真遺跡からは銅鐸４口、また上流の神山では銅剣４振が出土している（注４）。

古墳時代

鮎喰川扇状地の西に位置する気延山には、総数２００基ともいわれる県下最大規模の古墳群がある。

前期の代表的な古墳としては、宮谷古墳と奥谷１号墳があげられる。３世紀後半の宮谷古墳は全長３７．５

�の前方後円墳である。後円部に竪穴式石室があり、三角縁神獣鏡などが出土している。４世紀後半の

奥谷１号墳は全長５０�の県内唯一の前方後方墳で、墳丘上に埴輪列が確認されている（注５）。

―１８―



中期の古墳は実態が明らかにされていないが、「阿波式石棺」と呼ばれた板石を用いた組合式の石棺

がいくつか築かれている。

後期には１７基からなるひびき岩古墳群があり、横穴式石室の円墳数基が調査されている。矢野古墳は

結晶片岩の巨石を用いた横穴式石室が築かれている（注６）。

また、敷地遺跡からは、中期末と後期後半の竪穴住居数十棟が見つかっている。

古代

阿波国府については、『倭名類聚抄』の記述や「国府」「府中」その他の地名から現在の徳島市国府町

に置かれていたとの推定がなされてきたが、その推定については、歴史地理的な観点によるものであっ

た。これまでいくつかの説が提唱されるごとに国府推定地も変動した経緯があり、これらについては「考

古学から見た阿波国府研究の現状」（『徳島県埋蔵文化財センター報告書第４０集 観音寺遺跡Ⅰ（観音寺

遺跡木簡篇）』所収）にて詳述している。国府推定地の第１６番札所観音寺から約１．５㎞南に阿波国分寺跡

また西へ約７００�のところに阿波国分尼寺跡が所在する。また、矢野遺跡からは古代の条理に沿った阿

波国分寺跡に通じる道路遺構がみつかっている。

また、国府関連の観音寺遺跡と北に隣接する敷地遺跡を合わせると２００点以上にもおよぶ木簡と、各

種の膨大な木製品が出土している。その中には、国府設置以前の７世紀前半から中頃の木製祭祀具や木

簡も出土しており、特に「論語」の習書木簡は全国的にも最古級のものに属する。これらの遺物から、

阿波国府の成立前から、この地域に継続的な遺跡があったことを物語っている。７世紀後半では、「五

十戸税」など律令制に関わる用語や物産名・地名を記した木簡がみられる。また同じ年代の堆積層から

は『古今和歌集』の「難波津の歌」の習書木簡も見つかっている。８世紀中頃のものとしては勘籍木簡

も出土しており、国府の存在を裏付けている。木簡以外にも、７世紀中頃から１０世紀にかけての斎串・

人形などの木製祭祀具や、農耕具・容器・紡織具などの木製品が多数出土している（注７）。

敷地遺跡では、８世紀前半から９世紀前半にかけての国司館跡が検出されている。矢野遺跡からは８

世紀後半から９世紀初頭の規格性の高い掘立柱建物のまとまりが検出されており、国府推定地域の南縁

に当たることから国衙との関連性がうかがえる。

古代の水田跡は、延命遺跡の他、矢野遺跡・観音寺遺跡・敷地遺跡・池尻桜間遺跡などでも検出され

ている。また、鮎喰川扇状地上には条里地割りが広く残っている。検出された水田遺構との関係が確認

されつつある。

中世

この時代の遺構は少なく、観音寺遺跡で１５世紀前半とみられる掘立柱建物が７棟以上、土壙墓が４０基

以上見つかっている。しかし、数十�四方の狭い範囲のみに限られ、遺構の広がりはみられない。

この時期になると水田の整備が進み、検出された水田跡の一区画の面積は徐々に広くなっている。

国府周辺には、鎌倉時代に守護の佐々木氏の鳥坂城がつくられる。佐々木氏は、承久の乱で上皇方に

ついたため鳥坂城も落城したとされている。その後守護になった小笠原氏の一族一宮氏が、南北朝の争

乱期に鮎喰川右岸上流に一宮城を築き、居城とした。長宗我部氏の阿波侵攻後は、その家臣が治めてい

た。豊臣秀吉の四国平定後は、蜂須賀氏が一時ここを居城とした。
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（注１）（財）徳島県埋蔵文化財センター １９９５『名東遺跡 建設省名東町宿舎建設に伴う発掘調査』

（注２）（財）徳島県埋蔵文化財センター ２００３『矢野遺跡Ⅱ 一般国道１９２号徳島南環状道路改築に伴う埋蔵文化財発掘調査』

（注３）（財）徳島県埋蔵文化財センターほか ２００２『一般国道１９２号徳島南環状道路改築に伴う埋蔵文化財発掘調査 矢野遺跡

Ⅰ』

（注４）菅原康夫 １９８８『日本の古代遺跡３７徳島』保育社

（注５）三宅良明 ２００２「宮谷古墳・奥谷１号墳の墳丘構造について」『論集徳島の考古学』

（注６）天羽利夫 １９７３「徳島県における横穴式石室の一様相」『徳島県博物館紀要４』

（注７）（財）徳島県埋蔵文化財センターほか ２００２『一般国道１９２号徳島南環状道路改築に伴う埋蔵文化財発掘調査 観音寺遺

跡Ⅰ（観音寺遺跡木簡篇）』

（財）徳島県埋蔵文化財センターほか ２００６『一般国道１９２号徳島南環状道路改築に伴う埋蔵文化財発掘調査 観音寺遺跡

Ⅱ（木器篇）』
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� 調 査 成 果



１．基本層序
延命遺跡の調査対象範囲は北西－南東に設定され、延長５００m弱にも及ぶ。南東には鮎喰川が北流し

ており、南東から北西へと緩やかに傾斜している。現地表面の標高では、最南端の調査区（９９－３区）

が L＝１３�前後であるのに、最北端の調査区（９６－１区）では L＝１２�前後となる。標高の数字だけを

取り上げると非常に緩やかな傾斜であるような印象を受けるが、地表面に表れない微高地や河道、ある

いは現地表面にも何らかの形で継承される遺構などにより遺構面のレベルはさまざまに変動しており、

またその堆積状況は複雑である。

延命遺跡は大きく二つの様相からなっている。その北側の一部の区域は、大きくみて弥生時代および

平安時代を中心とする古代の２時代の集落が遺構面を形成しており、これらの遺構面はともに矢野遺跡

から継続するものである。南の大部分は集落の縁辺部にあたり、水田域として開発される区域である。

２．遺構配置
延命遺跡は、鮎喰川の扇状地に立地する。北側には矢野遺跡・観音寺遺跡などがあり、延命遺跡は鮎

喰川に最も近い位置にある。延命遺跡における遺構面は、北側に隣接する矢野遺跡の竪穴住居などの遺

構が多い弥生時代後期の第２遺構面と対応する形で、第２遺構面においても多くの遺構が検出されてい

る。

弥生時代の遺構は、多くが９６－１・２区に集中しており、第２遺構面～第４遺構面が弥生時代の遺構面

である。特に遺構が集中するのは第２遺構面であり、矢野遺跡のような竪穴住居は２棟しか検出されて

いない、集石墓・土器棺墓・土壙墓が目立つことから、北側は矢野遺跡から連続して形成されていた集

落が、この調査区内北側まで拡がる。南側は墓域としていたことがわかる。９６－１・２区より東側や南側

の調査区は、古代～中世の遺構面であるため、弥生時代この調査区は、微高地であっただろう。

９６－１・２区の南端は、第４遺構面からは、遺構が確認されているが、第１遺構面のほか、第２遺構面

にあった SU２００２付近を境に遺構は確認できない。また、SU２００２は、後世の撹乱が影響しており、これ

より南側は弥生時代の遺構面でない可能性が高い。第３遺構面になると、SD３００１を境に遺構が水田面

へと変化する。出土する遺物は、弥生時代後期のものであるが、調査区の南側より鮎喰川にかけて、古

代～中世の水田面がみられるため、ここを境に南側の調査区は、古代～中世の頃に弥生時代の遺構を開

墾し水田面を形成した可能性がある。

古代の遺構面は、９７－１区の第１遺構面に集中しており、主に掘立柱建物や溝などの遺構が多く見ら

れる。この調査区も弥生時代同様に集落域だったのではないかと考えられる。９７－１区の第１遺構面は、

SD１００４を境に南側は第１遺構面に水田面が形成されている。出土遺物は主として古代のものであるが、

それより南側の鮎喰川にかけて位置する調査区が、第１遺構面～第４遺構面まで存在し、そのすべてが

古代～中世にかけての水田面である。また、９６－１・２区の第１遺構面は、出土した遺物のほとんどが、

弥生時代の遺物であるが、隣接する９７－１区の第１遺構面が古代あることから古代以降の遺構面である

と考えられる。

水田面の遺構配置として、９６－３区・９６－５区以外の全遺構面に水田面が確認できる。特に、９８年度や

９９年度の調査では、調査区全域がすべて水田面に関係する遺構である。水田に伴う出土遺物が少ないた
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褐
色

シ
ル
ト

６
２
．５
Y５

／３
黄
褐
色

シ
ル
ト（

細
砂
ま
じ
り
）

７
２
．５
Y５

／４
黄
褐
色

シ
ル
ト

８
２
．５
Y５

／３
黄
褐
色

シ
ル
ト（

細
砂
ま
じ
り
）

９
２
．５
Y５

／４
黄
褐
色

シ
ル
ト（

細
砂
ま
じ
り
）

１０
１０
Y
R４

／４
褐
色

シ
ル
ト

１１
１０
Y
R５

／３
に
ぶ
い
黄
褐
色

シ
ル
ト

１２
１０
Y
R４

／３
に
ぶ
い
黄
褐
色

砂（
シ
ル
ト
ま
じ
り
）

⑭ １
表
土（
耕
作
土
）

２
５
Y６

／１
灰
色

砂
質
土

３
１０
Y
R３

／４
暗
褐
色

砂
質
土

４
１０
Y
R３

／３
暗
褐
色

砂
質
土

５
１０
Y
R４

／４
褐
色

砂
礫

⑮ １
表
土（
耕
作
土
）

２
１０
Y
R４

／６
褐
色

砂
質
土

３
１０
Y
R４

／４
褐
色

砂
質
土

４
５
Y６

／１
灰
色

砂
質
土

５
１０
Y
R５

／４
に
ぶ
い
黄
褐
色

砂
質
土

６
５
Y６

／１
灰
色

砂
質
土

７
２
．５
Y５

／３
黄
褐
色

砂
質
土

８
１０
Y
R３

／４
暗
褐
色

砂
質
土

９
１０
Y
R３

／４
暗
褐
色

砂
質
土

１０
２
．５
Y４

／４
オ
リ
ー
ブ
褐
色

砂
質
土

１１
２
．５
Y４

／３
オ
リ
ー
ブ
褐
色

砂
質
土
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第１０図 調査地点の土層柱状図�

⑯ １
表
土（
耕
作
土
）

２
５
Y５

／２
灰
オ
リ
ー
ブ
色

３
５
Y４

／１
灰
色

４
５
Y５

／３
灰
オ
リ
ー
ブ
色

５
２
．５
Y５

／２
暗
灰
黄
色

砂
質
土

６
２
．５
Y５

／４
黄
褐
色

７
２
．５
Y５

／４
黄
褐
色

８
２
．５
Y６

／２
灰
黄
色

砂
質
土

９
５
Y５

／２
灰
オ
リ
ー
ブ
色

砂
質
土

１０
２
．５
Y５

／１
黄
灰
色

砂
質
土

１１
５
Y４

／１
灰
色

砂
質
土

１２
５
Y５

／１
灰
色

砂
質
土

１３
５
Y５

／２
灰
オ
リ
ー
ブ
色

砂
質
土

１４
５
Y５

／１
灰
色

砂
質
土

⑰ １
２
．５
Y５

／１
黄
灰
色

粘
質
土

２
２
．５
Y５

／２
暗
灰
黄
色

粘
質
土

３
２
．５
Y６

／２
灰
黄
色

粘
質
土

４
２
．５
Y５

／３
黄
褐
色

粘
質
土

５
２
．５
Y５

／３
黄
褐
色

粘
質
土

６
２
．５
Y５

／３
黄
褐
色

粘
質
土

７
２
．５
Y５

／２
暗
灰
黄
色

粘
質
土

８
２
．５
Y５

／４
黄
褐
色

粘
質
土

９
２
．５
Y５

／３
黄
褐
色

粘
質
土

１０
２
．５
Y６

／２
灰
黄
色

粘
質
土

１１
２
．５
Y６

／３
に
ぶ
い
黄
色

砂
質
土

１２
２
．５
Y５

／２
暗
灰
黄
色

砂
質
土

１３
２
．５
Y６

／２
灰
黄
色

粘
質
土

１４
２
．５
Y５

／３
黄
褐
色

砂
質
土

１５
２
．５
Y５

／３
黄
褐
色

粘
質
土

１６
２
．５
Y５

／２
暗
灰
黄
色

粘
質
土

１７
２
．５
Y３

／１
黒
褐
色

砂
質
土

⑱ １
盛
土

２
７
．５
Y５

／２
オ
リ
ー
ブ
灰
色

粘
質
土

３
２
．５
Y５

／３
黄
褐
色

砂
質
土

４
１０
Y
R４

／３
に
ぶ
い
黄
褐
色

砂
５
２
．５
Y５

／２
暗
灰
黄
色

砂
質
土

６
２
．５
Y４

／３
オ
リ
ー
ブ
褐
色

砂
質
土

７
２
．５
Y４

／６
オ
リ
ー
ブ
褐
色

粘
質
土

８
２
．５
Y５

／３
黄
褐
色

粘
質
土

９
１０
Y
R５

／６
黄
褐
色

粘
質
土

１０
２
．５
Y４

／６
オ
リ
ー
ブ
褐
色

粘
質
土

１１
２
．５
Y４

／４
オ
リ
ー
ブ
褐
色

粘
質
土

１２
２
．５
Y５

／６
黄
褐
色

粘
質
土

１３
２
．５
Y５

／４
黄
褐
色

粘
質
土

１４
２
．５
Y４

／３
オ
リ
ー
ブ
褐
色

粘
質
土

１５
２
．５
Y５

／６
黄
褐
色

粘
質
土

１６
２
．５
Y５

／４
黄
褐
色

粘
質
土

１７
１０
Y
R５

／６
黄
褐
色

粘
質
土（
砂
ま
じ
り
）

１８
２
．５
Y５

／４
黄
褐
色

粘
質
土（
砂
ま
じ
り
）

１９
２
．５
Y４

／６
オ
リ
ー
ブ
褐
色

粘
質
土

⑲ １
５
Y６

／２
灰
オ
リ
ー
ブ
色

粘
質
土

２
５
Y６

／２
灰
オ
リ
ー
ブ
色

粘
質
土

３
５
Y５

／２
灰
オ
リ
ー
ブ
色

粘
質
土

４
２
．５
Y５

／２
暗
灰
黄
色

粘
質
土

５
５
Y５

／２
灰
オ
リ
ー
ブ
色

粘
質
土

６
５
Y５

／２
灰
オ
リ
ー
ブ
色

粘
質
土

７
５
Y６

／２
灰
オ
リ
ー
ブ
色

粘
質
土

８
５
Y６

／２
灰
オ
リ
ー
ブ
色

粘
質
土

９
５
Y５

／２
灰
オ
リ
ー
ブ
色

砂
質
土

１０
５
Y６

／１
灰
色

砂
質
土

１１
５
Y６

／１
灰
色

砂
質
土

１２
５
Y６

／１
灰
色

砂
質
土

１３
２
．５
Y５

／４
黄
褐
色

砂
１４
２
．５
Y５

／３
黄
褐
色

砂
１５
２
．５
Y５

／６
黄
褐
色

砂

⑳ １
５
Y５

／３
灰
オ
リ
ー
ブ
色

砂
質
土

２
５
Y５

／３
灰
オ
リ
ー
ブ
色

砂
質
土

３
５
Y５

／３
灰
オ
リ
ー
ブ
色

砂
質
土

４
５
Y５

／３
灰
オ
リ
ー
ブ
色

砂
質
土

５
５
Y５

／３
灰
オ
リ
ー
ブ
色

砂
質
土

６
５
Y５

／３
灰
オ
リ
ー
ブ
色

砂
質
土

７
５
Y６

／２
灰
オ
リ
ー
ブ
色

砂
質
土

８
５
Y５

／３
灰
オ
リ
ー
ブ
色

砂
質
土

９
５
Y５

／３
灰
オ
リ
ー
ブ
色

砂
質
土

１０
５
Y５

／３
灰
オ
リ
ー
ブ
色

砂
質
土

１１
５
Y６

／３
オ
リ
ー
ブ
黄
色

砂
質
土

１２
５
Y６

／３
オ
リ
ー
ブ
黄
色

砂
質
土

１３
２
．５
Y４

／４
オ
リ
ー
ブ
褐
色

砂
質
土

１４
５
Y５

／２
灰
オ
リ
ー
ブ
色

砂
質
土

１５
５
Y５

／３
灰
オ
リ
ー
ブ
色

砂
質
土
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め、全遺構面から時代を特定することは難しい。しかし、近年の隣接地点の発掘調査によって、水田面

が中世頃の水田面であることが確認されていることもあり、ある遺構面は中世面ではないかと考えられ

る。９６年度～９９年度の調査区にある水田面を遺構面ごとにおっていく、９６－３区・９６－４区では、水田面

も含めて遺構面を確認できなかった。

水田面が検出された調査区は、第１遺構面は、９７－１区・９７－２区、９８－１区～９８－１０区、９９－１区～９８－３

区から水田面が検出された。第２遺構面は、９６－５区、９７－１区・２区、９８－１区・９８－３区・９８－６区～９８－８

区・９８－１２区、９９－１区～３区から水田面が検出している。９６－５区は、隣接する９７－２区には、水田面が

確認できるにもかかわらず、水田面に伴うあぜを確認することが出来なかった。９６－５区の南端の一部

のみ、株痕や鋤跡といった水田に伴う遺構が確認できるが、９７－２区のような明瞭な畔のラインは、確

認できない。第３遺構面は、９６－１・２区の南側、９６－５区、９７－２区、９８－３区、９８－６区、９８－７区、９８－１２

区、９９－１区～９８－３区が水田面の検出されている。９６－５区と９７－２区は、隣接しているが、９７－２区か

らは、水田面の形成が確認できるのに対して、対応するレベルでは、９６－５区からは、９７－２区につなが

る畦畔が確認できない。それより南に位置する９８年度、９９年度に行われた調査区は、すべて水田が検出

されている。第４遺構面は、９８－６区・９８－１２区、９９－３区から水田面が検出されている。９９－２区から

も遺構面が検出されているが、水田面は確認できない。

調査年度によって、同じ遺構面であっても水田面の伴う畔の形状が異なることもある。また、遺構面

のみならず水田面の形成も見られない調査区は、鮎喰川の氾濫によるものである可能性が高い。特に、

９６－３区・９６－５区付近は、遺構が検出されない状況にあったと考えてよいのではないだろうか。９６－１・２

区や９７－１区の遺構の集中の付近から水田面に変化する状況においても、弥生や古代の遺構面の後に水

田面を形成し可能性が高いであろう。

（１）第１遺構面

掘立柱建物

１号掘立柱建物（SA１００１）（第１１図）

位置 ９７－１区。Loc. B３ δ Ⅰ S－１３グリッド

形態・規模 梁間１間、桁間２間以上を測る側柱建物である。北側に庇が伴う。建物主軸は東西方向を

指向する。柱間の距離は、梁間２．４�、桁間２．６�、庇部梁間１．１５�を測り、さらに調査区外東に続く。

土層 柱穴は円形を呈する。EP２・３・４・５において柱抜き取り跡が検出された。根石は伴わない。

EP１は灰オリーブ色砂質土、EP２は灰色砂質土、EP４は褐色砂質土、EP５は灰黄色砂質土が主な覆

土となる。

遺物出土状況 出土状況を図化できるものはない。

出土遺物 図化可能遺物は出土していない。

時期 古代以降と推定される。

―３０―
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２号掘立柱建物（SA１００２）（第１２図）

位置 ９７－１区。Loc. B３ δ Ⅰ S－１１グリッド

形態・規模 残存範囲が L字状を呈する掘立柱建物としたが、２棟の建物となる可能性がある。総柱

部分は梁間２間（４．０�）、裄行３間（７．４�）を測る。床面積は２９．６㎡を測る。建物主軸は、N－９°－W

である。柱間の距離は、梁間３．９�、裄間２．２６�測る。側柱部分は総柱建物北側に付随し、梁間１間（４．４�）、

桁間３間（６．０�）を測る。床面積は２６．４㎡を測る。柱間の距離は、梁間４．４�、桁行間２．０�を測る。

第１１図 SA１００１遺構平・断面図

１ ５Y５／２ 灰オリーブ色 砂質土
２ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土
３ ２．５Y６／４ にぶい黄色 砂質土
４ ５Y６／３ オリーブ黄色 砂質土
５ ５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土
６ ５Y５／２ 灰オリーブ色 砂質土
７ ５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土
８ ５Y５／１ 灰色 砂質土
９ ２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土
１０ ５Y６／１ 灰色 砂質土
１１ ２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土

１２ ５Y６／３ オリーブ黄色 砂質土
１３ ５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土
１４ ２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土
１５ ２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土
１６ ２．５Y６／３ にぶい黄色 砂質土
１７ ５Y６／２ 灰オリーブ色
１８ ５Y５／３ 灰オリーブ色
１９ ２．５Y５／４ 黄褐色 砂質土
２０ ５Y６／１ 灰色 砂質土
２１ １０YR４／４ 褐色 砂質土
２２ １０YR４／４ 褐色 砂質土

２３ ５Y５／２ 灰オリーブ色 砂質土
２４ ２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土
２５ １０YR４／４ 褐色 砂質土
２６ １０YR４／６ 褐色 砂質土
２７ ５Y５／４ オリーブ色 砂質土
２８ ５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土
２９ ５Y５／２ 灰オリーブ色 砂質土
３０ ２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土
３１ ２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土
３２ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
３３ １０YR４／４ 褐色 砂質土

―３１―



土層 総柱部分の柱穴は方形を呈する。一方、側柱部分の柱穴は円形を呈する。各柱穴において柱抜き

取り跡は検出されたが、根石は伴わない。EP１は灰黄色砂質土・オリーブ褐色砂質土、EP２は灰黄色

砂質土、EP３は褐色砂質土、EP４は灰オリーブ色砂質土、EP５はオリーブ褐色砂質土、EP６は黄灰

色砂質土、EP７は灰色砂質土、EP８は灰黄色砂質土、EP９は暗灰黄色砂質土、EP１０はにぶい黄色砂

質土、EP１１は黄褐色砂質土、EP１３は黄灰色砂質土、EP１４はにぶい黄色砂質土、EP１５は褐色砂質土、EP

１６は黄褐色砂質土が主体となる。

遺物出土状況 出土状況を図化できるものはない。

出土遺物 １は土師器の甕である。２・３は土師器の杯である。４は黒色土器の椀である。

時期 古代と推定される。

３号掘立柱建物（SA１００３）（第１４図）

位置 ９７－１区。Loc. B３ δ Ⅰ Q－１５グリッド

形態・規模 梁間１間（４．２�）、裄行４間（８．１�）を測る側柱建物である。東側に庇が伴う。床面積

は３４．０２㎡を測る。建物主軸は、N－１３°－Wである。柱間の距離は、梁間４．２�、裄間２．７�、庇部梁間

２．６�を測る。

土層 建物部と庇部の柱穴は共に円形を呈する。一部（EP４）に隅丸方形が認められる。各柱穴にお

いて柱抜き取り跡は検出されたが、根石は伴わない。EP１は黄褐色砂質土、EP２は暗オリーブ色砂質

土、EP３は暗褐色砂質土、EP４は黄灰色砂質土、EP５はにぶい黄褐色砂質土、EP６は灰オリーブ色

砂質土、EP７は灰黄色砂質土、EP８はにぶい黄色砂質土、EP９は灰黄色砂質土、EP１０は灰オリーブ

色砂質土が主体となる。

遺物出土状況 出土状況を図化できるものはない。

出土遺物 図化可能遺物は出土していない。

時期 古代以降と推定される。

４号掘立柱建物（SA１００４）（第１５～１７図）

位置 ９７－１区。Loc. B３ δ Ⅰ Q－１５グリッド

形態・規模 梁間４間（９．０�）、裄行４間（９．４�）を測る総柱建物である。床面積は８４．６㎡を測る。

建物主軸は、N－１０°－Wである。柱間の距離は、梁間で２．１�、裄間２．３�を測る。

土層 柱穴は円形を呈する。各柱穴において柱抜き取り跡は検出されたが、根石は伴わない。EP１は

黄褐色砂質土、EP２は褐色砂質土、EP３は褐色砂質土、EP４はにぶい黄色砂質土、EP５はオリーブ

褐色砂質土、EP６はオリーブ褐色砂質土、EP７はにぶい黄色砂質土、EP８は黄灰色砂質土、EP９は

灰黄色砂質土、EP１０は暗褐色砂質土、EP１１は黄褐色砂質土、EP１２は褐色砂質土、EP１３は灰色砂質土、

EP１４は灰色砂質土、EP１５はにぶい黄色砂質土、EP１６は暗灰色砂質土、EP１７は黄褐色砂質土、EP１８は

灰オリーブ色砂質土が主体となる。

遺物出土状況 EP５内より弥生土器壺１と陶器小壺２が出土した。弥生土器壺１は流れ込みである。EP

８内より土師質土器羽釜３が出土した。EP９内より土師質土器皿４・５が出土した。共に柱抜き取り

跡下層より出土している。EP１５より土師質土器皿６と釘 T１が出土した。皿６は柱埋土上面より出土

している。
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第１２図 SA１００２遺構平・断面図
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0 10cm

1

2 3
4

１ ２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土
２ ２．５Y５／３ 黄褐色 砂質土
３ ２．５Y５／４ 黄褐色 砂質土
４ ２．５Y６／３ にぶい黄色 砂質土
５ ２．５Y５／４ 黄褐色 砂質土
６ ２．５Y４／４ オリーブ褐色 中砂
７ ２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土
８ ２．５Y５／２ 暗灰黄色 砂質土
９ ２．５Y５／４ 黄褐色 砂質土
１０ ２．５Y７／２ 灰黄色 砂質土
１１ ２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土
１２ ２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土
１３ １０YR４／６ 褐色 砂質土
１４ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
１５ ２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土
１６ １０YR４／４ 褐色 砂質土
１７ １０YR５／３ にぶい黄褐色 砂質土
１８ ２．５Y５／２ 暗灰黄色 砂質土
１９ １０YR６／３ にぶい黄橙色 砂質土
２０ １０YR６／２ 灰黄褐色 砂質土
２１ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土
２２ ５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土
２３ ５Y５／４ オリーブ色 砂質土
２４ ５Y６／４ オリーブ黄色 砂質土
２５ ５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土

２６ ５Y６／３ オリーブ黄色 砂質土
２７ ２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土
２８ ２．５Y５／４ 黄褐色
２９ ２．５Y４／４ オリーブ褐色 砂質土
３０ ２．５Y６／３ にぶい黄色 砂質土
３１ ２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土
３２ ２．５Y６／３ にぶい黄色 砂質土
３３ ２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土
３４ ５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土
３５ ５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土
３６ １０YR４／４ 褐色 砂質土
３７ １０YR４／６ 褐色 砂質土
３８ ２．５Y５／６ 黄褐色 砂質土
３９ １０YR５／４ にぶい黄褐色 砂質土
４０ ５Y６／３ オリーブ黄色 砂質土
４１ ２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土
４２ ２．５Y５／２ 暗灰黄色 砂質土
４３ ５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土
４４ ５Y６／１ 灰色 砂質土
４５ ５Y５／２ 灰オリーブ色 砂質土
４６ ２．５Y６／４ にぶい黄色 砂質土
４７ ５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土
４８ ５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土
４９ ５Y５／１ 灰色 砂質土
５０ ２．５Y６／３ 灰黄色 砂質土

５１ ５Y５／２ 灰オリーブ色 砂質土
５２ ５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土
５３ ２．５Y５／２ 暗灰黄色 砂質土
５４ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土
５５ ２．５Y５／４ 黄褐色 砂質土
５６ ２．５Y５／６ 黄褐色 砂質土
５７ ２．５Y５／２ 暗灰黄色 砂質土
５８ ２．５Y５／２ 暗灰黄色 砂質土
５９ ２．５Y６／３ にぶい黄色 砂質土
６０ ２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土
６１ ２．５Y５／４ 黄褐色 砂質土
６２ ２．５Y４／３ オリーブ褐色 砂質土
６３ ２．５Y５／４ 黄褐色 砂質土
６４ ２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土
６５ ２．５Y５／２ 灰オリーブ色 砂質土
６６ ２．５Y５／４ 黄褐色 砂質土
６７ ５Y６／４ オリーブ黄色 砂質土
６８ ２．５Y５／４ 黄褐色 砂質土
６９ １０YR４／４ 褐色 砂質土
７０ １０YR５／４ にぶい黄褐色 砂質土
７１ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
７２ ２．５Y５／４ 黄褐色 砂質土
７３ ２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土
７４ ２．５Y５／２ 暗灰黄色 砂質土
７５ ５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土

７６ ５Y６／３ オリーブ黄色 砂質土
７７ ５Y６／４ オリーブ黄色 砂質土
７８ ２．５Y６／３ にぶい黄色 砂質土
７９ ２．５Y６／４ にぶい黄色 砂質土
８０ ２．５Y４／４ オリーブ褐色 砂質土
８１ ５Y５／２ 灰オリーブ色 砂質土
８２ ２．５Y６／３ にぶい黄色 砂質土
８３ ２．５Y６／４ にぶい黄色 砂質土
８４ １０YR５／４ にぶい黄褐色 砂質土
８５ １０YR４／６ 褐色 砂質土
８６ ２．５Y５／４ 黄褐色 砂質土
８７ １０YR５／６ 黄褐色 砂質土
８８ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土
８９ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
９０ １０YR３／３ 暗褐色 砂質土
９１ ５Y６／１ 灰色 砂質土
９２ ５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土
９３ ５Y６／３ オリーブ黄色 砂質土
９４ ２．５Y５／４ 黄褐色 砂質土
９５ ２．５Y５／６ 黄褐色
９６ ２．５Y５／３ 黄褐色 砂質土
９７ ２．５Y６／３ にぶい黄色 砂質土
９８ ２．５Y５／６ 黄褐色 砂質土

第１３図 SA１００２出土遺物図
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第１４図 SA１００３遺構平・断面図

１ ２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土
２ ２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土
３ ２．５Y５／４ 黄褐色 砂質土
４ ２．５Y５／３ 黄褐色 砂質土
５ ２．５Y５／４ 黄褐色 砂質土
６ ２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土
７ ２．５Y５／２ 暗灰黄色 砂質土
８ ５Y５／２ 灰オリーブ色 砂質土
９ ５Y４／３ 暗オリーブ色 砂質土
１０ ５Y６／３ オリーブ黄色 砂質土
１１ ５Y６／３ オリーブ黄色 砂質土
１２ １０YR４／４ 褐色 砂質土
１３ １０YR４／４ 褐色 砂質土
１４ ２．５Y５／３ 黄褐色 砂質土
１５ ２．５Y５／２ 暗灰黄色 砂質土

１６ ２．５Y６／１ 灰黄色 砂質土
１７ ２．５Y５／１ 灰黄色 砂質土
１８ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
１９ １０YR４／４ 褐色 砂質土
２０ ２．５Y６／３ にぶい黄色 砂質土
２１ １０YR６／１ 褐灰色 砂質土
２２ ２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土
２３ ２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土
２４ １０YR３／３ 暗褐色 砂質土
２５ ２．５Y６／４ にぶい黄色 砂質土
２６ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土
２７ １０YR３／４ 暗褐色
２８ ２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土
２９ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土
３０ ２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土

３１ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土
３２ １０YR５／４ にぶい黄褐色 砂質土
３３ １０YR４／４ 褐色 砂質土
３４ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土
３５ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
３６ ２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土
３７ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土
３８ ２．５Y６／４ にぶい黄色 砂質土
３９ ２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土
４０ ２．５Y５／４ 黄褐色 砂質土
４１ ２．５Y６／３ にぶい黄色 砂質土
４２ ２．５Y６／４ にぶい黄色 砂質土
４３ ２．５Y５／６ 黄褐色 砂質土
４４ ２．５Y７／２ 灰黄色 砂質土
４５ ２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土

４６ ２．５Y６／１ 灰黄色 砂質土
４７ ２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土
４８ ５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土
４９ １０YR４／４ 褐色 砂質土
５０ ２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土
５１ ２．５Y６／３ にぶい黄色 砂質土
５２ ２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土
５３ ２．５Y６／３ にぶい黄色 砂質土
５４ ５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土
５５ ５Y６／３ オリーブ黄色 砂質土
５６ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土
５７ ５Y５／２ 灰オリーブ色 砂質土
５８ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土
５９ ５Y５／２ 灰オリーブ色 砂質土
６０ ２．５Y５／２ 暗灰黄色 砂質土

６１ ２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土
６２ ２．５Y５／３ 黄褐色 砂質土
６３ ２．５Y５／４ 黄褐色 砂質土
６４ ２．５Y６／４ にぶい黄色 砂質土
６５ ２．５Y６／３ にぶい黄色 砂質土
６６ ２．５Y４／４ オリーブ褐色 砂質土
６７ ２．５Y４／６ オリーブ褐色 砂質土
６８ ５Y６／３ オリーブ黄色 砂質土
６９ ５Y５／２ 灰オリーブ色
７０ ５Y５／２ 灰オリーブ色 砂質土
７１ ５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土
７２ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土
７３ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土
７４ １０YR４／４ 褐色 砂質土

―３５―



0 4m

23
EP4

EP5

EP6 EP18 EP15

EP4

EP14

EP15

EP16

EP10EP9

EP17

EP18
EP12

EP13 EP2

EP1

EP3

EP8

EP7

EP6

EP5

EP11

EP12 EP1

EP14 EP13 EP2

3131
3232

2626

2929
3030

2828

25
29

2524

2727

W

W

L=11.900m

L=11.900m

W

L=11.900m

2020
14 15 16
EP3

E

E

E

2020

2121
2121
1717
1818
1919
2222

7676

80 78 80

7676
77 117777

72 78 974 73

7979

81818181

1313 10107575

1212
1313

1212

3333 3434

101 99 8283 70 184100

104104
105105

102102
106106
103103

102102
107107

90908686

8787 71718888
8989

8787

8989
8888

44 44

55
66

2

33

55
66

X=116,880
Y
=9
0,
57
5

N
E
P
9

E
P
8

E
P
7

E
P
6

E
P
5

S

E
P
17

E
P
18

S
L=11.900m
L=11.900m

N

L=11.900m

L=11.900m

EEP16
EP17EP7

EP8 EP9

9393

9292 9191
9435 3736W

W

95

9898383842424141

96963939
4040

97973939
4040

43 48
EP10

EP11 E5657494646

45454444
4747 4747

5252 5151 5454

5353
5454
5555

5353
5050

59595858

6060
6161
6262

6060
6161
6262

L=11.900m

第１５図 SA１００４遺構平・断面図�

―３６―



0 4m

L=
11
.9
00
m E
P
4

E
P
13

E
P
12

E
P
3

E
P
2

E
P
11

E
P
1

E
P
14

E
P
15

E
P
16

E
P
10

S

L=
11
.9
00
m

S

L=
11
.9
00
m

S

N N N

63
64

64

6565
6666

6666

6767 6868 6969

6767 6868 6969

第１６図 SA１００４遺構断面図�

１ ２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土
２ ２．５Y６／３ にぶい黄色 砂質土
３ ２．５Y５／３ 黄褐色 砂質土
４ ２．５Y５／２ 暗灰黄色 砂質土
５ ２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土
６ ２．５Y４／３ オリーブ褐色 砂質土
７ ２．５Y５／３ 黄褐色 砂質土
８ ２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土
９ ２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土
１０ １０YR４／４ 褐色 砂質土
１１ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
１２ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土
１３ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
１４ ２．５Y５／３ 黄褐色 砂質土
１５ ２．５Y５／４ 黄褐色 砂質土
１６ ２．５Y４／４ オリーブ褐色 砂質土
１７ ２．５Y５／２ 暗灰黄色 砂質土
１８ ２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土
１９ ２．５Y５／３ 黄褐色 砂質土
２０ １０YR４／４ 褐色 砂質土
２１ １０YR４／３ 黄褐色 砂質土
２２ １０YR４／４ 褐色 砂質土
２３ ２．５Y６／３ にぶい黄色 砂質土
２４ ２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土
２５ ２．５Y５／２ 暗灰黄色 砂質土
２６ ５Y５／１ 灰色 砂質土
２７ ５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土
２８ ５Y６／１ 灰色 砂質土

２９ ２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土
３０ ２．５Y４／４ オリーブ褐色 砂質土
３１ ２．５Y４／３ オリーブ褐色 砂質土
３２ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土
３３ ２．５Y４／４ オリーブ褐色 砂質土
３４ １０YR４／３ にぶい黄褐色
３５ ５Y６／３ オリーブ黄色 砂質土
３６ ５Y５／４ オリーブ色 砂質土
３７ ２．５Y６／３ にぶい黄色 砂質土
３８ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土
３９ ２．５Y５／４ 黄褐色 砂質土
４０ ２．５Y４／２ 暗灰黄色 砂層
４１ ２．５Y５／３ 黄褐色 砂質土
４２ ２．５Y４／２ 暗灰黄色 砂層
４３ ２．５Y５／１ 黄灰色 砂質土
４４ ２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土
４５ ２．５Y５／２ 暗灰黄色 砂質土
４６ ２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土
４７ ２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土
４８ ２．５Y６／３ にぶい黄色 砂質土
４９ ２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土
５０ ２．５Y７／２ 灰黄色 砂質土
５１ ２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土
５２ ２．５Y７／２ 灰黄色 砂質土
５３ ２．５Y６／３ にぶい黄色 砂質土
５４ ２．５Y５／３ 黄褐色 砂質土
５５ ２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土
５６ ２．５Y６／３ にぶい黄色 砂質土

５７ ２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土
５８ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
５９ １０YR４／４ 褐色 砂質土
６０ １０YR４／４ 褐色 砂質土
６１ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
６２ １０YR４／４ 褐色 砂質土
６３ ５Y５／２ 灰オリーブ色 砂質土
６４ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土
６５ ２．５Y５／３ 黄褐色 砂質土
６６ ２．５Y６／３ にぶい黄色 砂質土
６７ ２．５Y６／４ にぶい黄色 砂質土
６８ ５Y５／２ 灰オリーブ色 砂質土
６９ ５Y５／２ 灰オリーブ色 砂質土
７０ ２．５Y５／４ 黄褐色 砂質土
７１ ２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土

７２ ５Y６／１ 灰色 砂質土
７３ ２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土
７４ ２．５Y６／３ にぶい黄色 砂質土
７５ ５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土
７６ ５Y６／１ 灰色 砂質土
７７ ２．５Y６／３ にぶい黄色 砂質土
７８ ２．５Y６／３ 黄褐色 砂質土
７９ ５Y６／１ 灰色 砂質土
８０ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土
８１ ５Y５／１ 灰色 砂質土
８２ １０YR４／４ 褐色 砂質土
８３ ２．５Y５／２ 暗灰黄色 砂質土
８４ ２．５Y５／２ 暗灰黄色 砂質土

８５ ２．５Y４／２ 暗灰黄色 砂質土
８６ ２．５Y６／３ にぶい黄色 砂質土
８７ ２．５Y５／２ 暗灰黄色 砂質土
８８ ２．５Y６／３ にぶい黄色 砂質土
８９ ２．５Y５／４ 黄褐色 砂質土
９０ ２．５Y６／４ にぶい黄色 砂質土
９１ ２．５Y５／４ 黄褐色 砂質土
９２ ２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土
９３ ２．５Y５／２ 暗灰色 砂質土
９４ ２．５Y５／３ 黄褐色 砂質土
９５ ５Y５／２ 灰オリーブ色 砂質土
９６ ５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土

９７ ５Y５／１ 灰色 砂質土
９８ ５Y５／２ 灰オリーブ色 砂質土
９９ ５Y４／３ 暗オリーブ色 砂質土
１００ ５Y６／３ オリーブ黄色 砂質土
１０１ ５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土
１０２ ５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土
１０３ ５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土
１０４ ５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土
１０５ ５Y５／２ 灰オリーブ色 砂質土
１０６ ５Y５／１ 灰色 砂質土
１０７ ５Y６／３ オリーブ黄色 砂質土
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出土遺物 １は弥生土器の広口壺で、弥生時代後期から終末期にかけてのものである。土師質土器のう

ち、３は羽釜脚部、４～６は回転ヘラ切り後にナデを施す皿の一群である。４・５は器高が１．５㎝程度

の浅い形態である。

時期 中世と推定される。

５号掘立柱建物（SA１００５）（第１８図）

位置 ９７－１区。Loc. B３ δ Ⅰ O－１５グリッド

形態・規模 梁間２間（６．０�）、裄行２（推定３）間（８．０�）を測る側柱建物である。東側に庇が伴

第１７図 SA１００４ EP５・EP８・EP９・EP１５遺物出土状況・出土遺物図
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う。床面積は４８㎡を測る。建物主軸は、N－１４°－Wである。柱間の距離は、梁間で２．２～３．８�、裄行

間３．０�を測る。

土層 柱穴は方形を呈する。各柱穴において柱抜き取り跡は検出されたが、根石は伴わない。EP１は

暗褐色砂質土、EP２は灰オリーブ色砂質土、EP３は黄褐色砂質土、EP４は灰黄色砂質土、EP５は黄

褐色砂質土、EP６は灰黄色砂質土、EP７は灰オリーブ色砂質土、EP８は黄褐色砂質土が主体となる。

遺物出土状況 出土状況を図化できるものはない。

出土遺物 図化可能遺物はない。

時期 古代以降と推定される。

６号掘立柱建物（SA１００６）（第１９図）

位置 ９７－１区。Loc. B３ δ Ⅰ M・N－１３・１４グリッド

形態・規模 梁間２間以上、裄行３間以上を測る側柱建物である。南西側は調査対象地外へと拡がる。

建物主軸は、N－７°－Wである。柱間の距離は、梁間で２．５�、裄行間２．２�を測る。

土層 柱穴は不整円形を呈する。上半部が削平されており一部に柱抜き取り跡が確認された。根石は伴っ

ていない。EP１はにぶい黄色砂質土、EP２は褐色砂質土、EP３は褐色砂質土、EP５は褐色砂質土が

主体となる。

遺物出土状況 出土状況を図化できるものはない。

出土遺物 図化可能遺物はない。

時期 古墳時代以降と推定される。

７号掘立柱建物（SA１００７）（第２０図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ δ Ⅰ R－５グリッド

形態・規模 梁間１間（１．４２�）、裄行２間（５．１�）を測る側柱建物である。床面積は７．２４㎡を測る。

建物主軸は、N－６°－Wである。柱間の距離は、梁間１．４２で�、裄行間２．３�を測る。

土層 柱穴は円形を呈する。柱抜き取り跡や礎石は確認されていない。遺構覆土は灰オリーブ色砂質土

である。

遺物出土状況 出土状況を図化できるものはない。

出土遺物 図化可能遺物はない。

時期 古代以降と推定される。

８号掘立柱建物（SA１００８）（第２１図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ δ Ⅰ R－４グリッド

形態・規模 梁間２間（３．７５�）、裄行４間（５．９�）を測る総柱建物である。床面積は２２．１㎡を測る。

建物主軸は、N－６°－Wである。柱間の距離は、梁間で１．１７�、裄行間１．４５�を測る。

土層 柱穴は円形を呈する。柱抜き取り跡や礎石は確認されていない。遺構覆土は灰オリーブ色砂質土

である。

遺物出土状況 出土状況を図化できるものはない。

出土遺物 図化可能遺物はない。
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第１８図 SA１００５遺構平・断面図

１ ２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土
２ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
３ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土
４ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
５ ５Y５／２ 灰オリーブ色 砂質土
６ ２．５Y６／３ にぶい黄色 砂質土
７ ５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土
８ １０YR４／４ 褐色 砂質土
９ １０YR５／４ にぶい黄褐色 砂質土
１０ １０YR３／３ 暗褐色 砂質土
１１ １０YR５／４ にぶい黄褐色 砂質土

１２ １０YR４／４ 褐色 砂質土
１３ ２．５Y５／１ 黄灰色 砂質土
１４ ２．５Y５／２ 暗灰黄色 砂質土
１５ ２．５Y５／３ 黄褐色 砂質土
１６ ２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土
１７ ２．５Y５／２ 暗灰黄色 砂質土
１８ １０YR４／４ 褐色 砂質土
１９ ２．５Y７／２ 灰黄色 砂質土
２０ ２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土
２１ １０YR４／４ 褐色 砂質土
２２ １０YR３／４ 暗褐色 砂レキ質

２３ ２．５Y５／４ 黄褐色 砂質土
２４ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土
２５ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土
２６ ２．５Y４／４ オリーブ褐色
２７ ２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土
２８ ２．５Y６／４ にぶい黄色 砂質土
２９ ２．５Y５／３ 黄褐色 砂質土
３０ ２．５Y６／３ にぶい黄色 砂質土
３１ ２．５Y４／６ オリーブ褐色 砂質土
３２ ２．５Y４／３ オリーブ褐色 中砂
３３ ５Y５／２ 灰オリーブ色 砂質土

３４ ５Y６／１ 灰色 砂質土
３５ ５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土
３６ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土
３７ ５Y６／３ オリーブ黄色
３８ ５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土
３９ １０YR４／４ 褐色 砂質土
４０ ２．５Y５／３ 黄褐色 砂質土
４１ ２．５Y５／４ 黄褐色 砂質土
４２ ２．５Y６／３ にぶい黄色 砂質土
４３ ２．５Y６／４ にぶい黄色 砂質土
４４ ２．５Y５／４ 黄褐色 砂質土
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第１９図 SA１００６遺構平・断面図

１ １０YR４／４ 褐色 砂質土
２ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土
３ １０YR４／６ 褐色 砂質土
４ １０YR４／４ 褐色 砂質土
５ １０YR４／６ 褐色 砂質土
６ １０YR４／４ 褐色 砂質土
７ １０YR５／３ にぶい黄褐色 砂質土
８ １０YR５／３ にぶい黄褐色 砂質土
９ １０YR５／３ にぶい黄褐色 砂質土

―４１―



EP6 EP1

E
P
1
1

W

N

L=12.000m

E

L=12.000m

N

22

E
P
2
3 44

E
P
3

5
66

S

E

E

W

L=
12
.0
00
m

EP2EP5

EP4
EP3

S
L=12.000m

W EP4
EP3L=12.000m

E
P
4

78

E
P
5
91010

E
P
6 EP6 EP1

111212

X=116,890

Y
=9
0,
52
5

EP2

EP5

0 2m

１ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土
２ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土
３ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土
４ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土
５ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土
６ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土
７ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土
８ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土
９ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土
１０ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土
１１ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土
１２ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土

第２０図 SA１００７遺構平・断面図
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第２１図 SA１００８遺構平・断面図

１ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土
２ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土
３ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土
４ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土
５ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土
６ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土

７ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土
８ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土
９ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土
１０ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土
１１ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土
１２ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土

１３ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土
１４ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土
１５ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土
１６ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土
１７ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土
１８ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土

１９ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土
２０ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土
２１ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土
２２ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土
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時期 古代以降と推定される。

９号掘立柱建物（SA１００９）（第２２図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ δ Ⅰ N－７グリッド

形態・規模 梁間１間（１．７�）以上、裄行２間（２．９�）以上を測る掘立柱建物である。建物主軸は、

N－０°－Wである。柱間の距離は、梁間で１．７�、裄行間１．７�を測る。

土層 柱穴は円形を呈する。柱抜き取り跡や礎石は確認されていない。遺構覆土は灰オリーブ色砂質土

である。

遺物出土状況 出土状況を図化できるものはない。

出土遺物 図化可能遺物はない。

時期 古代以降と推定される。

１０号掘立柱建物（SA１０１０）（第２３図）

位置 ９７－３区。Loc. B３ δ Ⅱ C－６グリッド

形態・規模 梁間１間（１．７�）以上、裄行３間（５．８�）を測る側柱建物である。建物主軸は、N－２６°－W

である。柱間の距離は、梁間で１．７�、裄行間２．１�を測る。

土層 柱穴は隅丸方形や不整円形を呈する。柱抜き取り跡や礎石は確認されていない。遺構覆土は灰オ

リーブ色砂質土もしくは灰色砂質土である。

遺物出土状況 出土状況を図化できるものはない。

出土遺物 図化可能遺物はない。

時期 古墳時代以降と推定される。

溝状遺構

１号溝状遺構（SD１００１）（第２４～２７図）

位置 ９７－１区。Loc. B３ δ Ⅰ・ε Ⅰ R・S・T・A・B－１３・１４グリッド

形態・規模 検出長１９．００�、幅２．７０～１．１０�、最大深度０．２１�を測る溝である。主軸は南北方向に延

びている。遺構の断面形状は、逆台形を呈する。遺構床面の標高は、南端より北端が０．２５�低いことか

ら、北方向へ流れているた灌漑水路と推定される。

土層 遺構北側部分での遺構覆土は、灰黄色砂質土や褐色砂質土である。中央部の遺構覆土は灰色砂質

土や褐色砂質土である。南側部分の遺構覆土は灰オリーブ色砂質土である。

遺物出土状況 検出範囲中央部の溝幅が一番広い地点に比較的集中して出土している。土師器皿３～

８、土師器椀１５、緑釉陶器椀２２、須恵器皿２４、須恵器甕２６などである。また杭M１・２も打設された

状態で検出された。この杭は遺構主軸方向に平行して打設されていることから、水路矢板を固定するた

めの機能と推定される。なお、遺構北側からは土師器皿１０、土師器竈１８・２０が出土している。遺構南側

からは土師器皿９、杯１３が出土している。

出土遺物 土師器甕１の外面には煤が付着する。土師器２は甑である。土師器３～１２は皿である。皿６

の内面にはヘラ記号が施されている。皿７・１１・１２の内外面には赤色顔料が塗布されている。土師器１３

～１５は椀である。椀１５の底部外面にはヘラ記号が施されている。また煤が付着することから灯明皿への

―４４―
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第２２図 SA１００９遺構平・断面図

第２３図 SA１０１０遺構平・断面図

１ ５Y５／２ 灰オリーブ色 砂質土
２ ２．５Y４／３ オリーブ褐色 砂質土
３ ５Y５／２ 灰オリーブ色 砂質土
４ ５Y５／２ 灰オリーブ色 砂質土
５ ２．５Y４／３ オリーブ褐色 砂質土
６ ５Y５／２ 灰オリーブ色 砂質土
７ ２．５Y４／３ オリーブ褐色 砂質土

１ ５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土
２ ５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土
３ ５Y６／３ オリーブ黄色 砂質土
４ ２．５Y５／３ 黄褐色 砂質土
５ ７．５Y６／１ 灰色 砂質土
６ ５Y６／１ 灰色 砂質土
７ ７．５Y６／１ 灰色 砂質土
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　Ć

　B́

　B́
　Á
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第２４図 SD１００１遺構平・断面図

１ １０YR４／４ 褐色 砂質土
（２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土をブロック状に含む）

２ ２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土
（１０YR４／４ 褐色 砂質土をブロック状に含む。炭化物を少量含む）

３ ２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土
（１０YR４／４ 褐色 砂質土をブロック状に含む）

４ ５Y６／１ 灰色 砂質土
（１０YR４／６ 褐色 砂質土をブロック状に含む。炭化物を少量含む）

５ １０YR５／４ にぶい黄褐色 砂質土
（２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土をブロック状に含む。炭化物を少量含む）

６ １０YR４／４ 褐色 砂質土
（２．５Y７／１ 灰白色 砂質土をブロック状に含む。炭化物を少量含む）

７ １０YR５／３ にぶい黄褐色 砂質土（炭化物を少量含む）
８ ２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土（炭化物を少量含む）
９ ５Y６／１ 灰色 砂質土
（２．５Y５／４ 黄褐色 砂質土をブロック状に含む。炭化物をやや多量に含む）

１０ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土
１１ ５Y５／４ オリーブ色 砂質土

―４６―



Y
=9
0,
56
5

0 10cm0 2m

X=116,905

X=116,900

X=116,895

X=116,890

土器

石器

木製品

20

10

18

22

15
24

3

7

2

13

9

10

8

6

7

5

4

3

1

2

9

11 12

26

S1

27

25

8

1

6

4

M1

M2

第２５図 SD１００１遺物出土状況・出土遺物図�

―４７―



13

14

15

16

20 21

19

18

26

27

25

22

17

24

23

0 10cm

第２６図 SD１００１出土遺物図�

―４８―



0 5cm

0 5cm

0 10cm

T3

T4

T1

S1

T2

M2M1

0 2cm

第２７図 SD１００１出土遺物図�

―４９―



0 2m

0 10cm

Y
=9
0,
57
0

X=116,840

C

　Ć
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転用も想定される。土師器１６は椀である。内外面に赤色顔料が塗布されている。椀１７は黒色土器である。

１８～２０は土師質の竈である。土製品２１は鞴羽口である。椀２２は緑釉陶器である。須恵器２５は長頸壺であ

る。須恵器２６は甕である。須恵器２７は器台である。S１は粘板岩製砥石である。T１は鉄滓である。T

１～３は釘である。

時期 古代

４号溝状遺構（SD１００４）（第２８・２９図）

位置 ９７－１区。Loc. B３ δ Ⅰ H－１４グリッド

形態・規模 検出長４．３０�、検出幅０．８２～１．００�、深度２０～３５㎝を測る溝状遺構。主軸は東西方向に掘

削されている。遺構断面形状は逆台形を呈する。遺構床面の標高は、西端よりも東端の方が０．１�低い

ことから溝の機能としては、東方向へ流れているであろう。

土層 遺構覆土は黄褐色砂質土である。

遺物出土状況 出土状況を図化できるものはない。

出土遺物 ４は土師器杯である。

時期 古代

第２８図 SD１００４遺構平・断面図

第２９図 SD１００４出土遺物図

１ ２．５Y５／４ 黄褐色 砂質土（炭化物を含む）
２ ２．５Y５／４ 黄褐色 砂質土（炭化物を少量含む）
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８号溝状遺構（SD１００８）（第３０・３２・３４図）

位置 ９７－１区。Loc. B３ δ Ⅰ K・L－１６・１７・１８、M・N・O－１８・１９グリッド

形態・規模 検出長南北２４．０�、幅３．００～０．８０�、深度０．５３�を測る溝である。遺構の断面形状は、全

て逆台形を呈している。南北方向に約１６．４�延び、逆 L字状に東西方向へ８�延びており、SD１００９と

合流している。遺構の床面の標高が、西端よりも北端の方が、約０．２�低いことから、溝の機能として、

西から北方向へ流れていたと考えられる。また、溝の西端は SD１００８と SD１００９の分岐点と考えられ、SD

１００８は北側へ、SD１００９は南東方向へと流れていたと推定される。また溝の西端に位置する調査区の西

壁は撹乱のために、溝の断面形状が確認できないが、遺構外へと続いていたであろう。

土層 遺構覆土は褐色砂質土やにぶい黄褐色砂質土が主体となる。

遺物出土状況 SD１００８と SD１００９の分岐点を中心に遺物が出土している。

出土遺物 １～７は土師器である。１は甕、２～４は杯である。杯２には煤が付着しており灯明皿とし

て転用したと推定される。５～７は皿である。皿６は内外面に赤色顔料が塗布され、底部外面にヘラ記

号が施されている。８は黒色土器椀である。９～１２は尖底の砲弾型を呈する製塩土器である。１３は凹面

に布目をもつ瓦である。１４は土師質の竈形土器である。

時期 古代

９号溝状遺構（SD１００９）（第３０～３３、３５・３６図）

位置 ９７－１区。Loc. B３ δ Ⅰ・Ⅱ K－１６・１９・２０、K・L－１７・１８、J－１９・２０・１、I－２０・１グリッ

ド

形態・規模 検出長２７．０�、幅３．００～１．００�、深度０．５６�を測る溝状遺構である。主軸は、北西～南東

方向に延びている。遺構の断面形状は、全て逆台形を呈している。遺構床面の標高は、北西端よりも南

東方向が０．３７�低くなるため、溝の機能として、北西方向から南東方向へ流れていると推定される。

土層 遺構覆土は褐色砂質土である。

遺物出土状況 SD１００８との分岐点や溝中央部付近から遺物が出土している。

出土遺物 １～１２は土師器で、１～３は甕である。何れも外面に煤が、口縁部に焦げが付着する。４は

高台付皿、５～１０は土師器杯で、８は外面に煤が付着する。１１は椀、１２は皿である。１３・１４は黒色土器

椀である。椀１４の内面にはヘラミガキが施されている。瓦１５は瓦当に唐草文様をもつ軒平瓦である。土

師質土器１６は羽釜の脚部である。１７～２２は須恵器で、１７は横瓶、１８は長頸壺、１９・２０・２１は壺で、２２は

器種が不明である。

時期 古代

１０号溝状遺構（SD１０１０）（第３７～３９図）

位置 ９７－１区。Loc. B３ δ Ⅰ J－１８グリッド

形態・規模 長径２．６７�、短径２．３０�、深度０．１１�を測る遺構である。南北に長い楕円形を呈する。溝

状遺構もしくは浅い落ち込みである。断面は逆台形を呈する。

土層 遺構覆土は灰オリーブ色砂質土である。

遺物出土状況 北西部に甕２が潰れた状態で検出された。

出土遺物 １～３は土師器で、１は皿、２は甕である。３は土師質の竈形土器である。内面全体に煤が
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第３２図 SD１００８、SD１００９遺物出土状況図�

SD１００８
１ １０YR４／４ 褐色 砂質土（１０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土をブロック状に含む）
２ １０YR４／４ 褐色 砂質土（１０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土をブロック状に含む）
３ １０YR４／４ 褐色 砂質土（１０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土をブロック状に含む）
４ １０YR４／４ 褐色 砂質土（１０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土をブロック状に含む）
５ １０YR４／４ 褐色 砂質土（１０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土をブロック状に含む）
６ １０YR４／６ 褐色 砂質土（１０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土をブロック状に含む）
７ １０YR４／４ 褐色 砂質土（１０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土をブロック状に含む）
８ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土（１０YR４／２ 灰黄褐色 砂質土をブロック状に含む）
９ １０YR４／４ 褐色 砂質土（１０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土をブロック状に含む）
１０ １０YR４／４ 褐色 砂質土（１０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土をブロック状に含む）
１１ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土（１０YR４／４ 褐色 砂質土をブロック状に含む）
１２ １０YR４／４ 褐色 砂質土（１０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土をブロック状に含む）
１３ １０YR４／４ 褐色 砂質土（１０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土をブロック状に含む）
１４ １０YR４／４ 褐色 砂質土（１０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土をブロック状に含む）
１５ １０YR４／６ 褐色 砂質土（１０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土をブロック状に含む）
１６ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
１７ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土（２．５Y６／１ 灰黄色 砂質土をブロック状に含む）
１８ ２．５Y５／３ 黄褐色 砂質土（５Y７／１ 灰白色 砂質土をブロック状に含む）
１９ １０YR５／３ にぶい黄褐色 砂質土
２０ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
２１ ２．５Y４／４ オリーブ褐色 砂質土（１０Y６／１ 灰色 砂質土をブロック状に含む）
２２ ２．５Y３／３ 暗オリーブ褐色 砂質土
２３ ２．５Y４／３ オリーブ褐色 砂質土
２４ ２．５Y４／４ オリーブ褐色 砂質土（炭化物を少量含む）
２５ １０YR４／４ 褐色 砂質土（１０Y６／１ 灰色 砂質土をブロック状に含む）
２６ １０YR５／４ にぶい黄褐色 砂質土
２７ １０YR５／４ にぶい黄褐色 砂質土（１０Y６／１ 灰色 砂質土をブロック状に含む）
２８ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土（５GY６／１ オリーブ灰色 砂質土をブロック状に含む）
２９ １０YR４／４ 褐色 砂質土（１０Y６／１ 灰色 砂質土をブロック状に含む）
３０ １０YR５／４ にぶい黄褐色 砂質土（１０Y６／１ 灰色 砂質土をブロック状に含む）

SD１００９
１ １０YR４／４ 褐色 砂質土（１０YR５／２ 灰黄褐色 砂質土をブロック状に含む）
２ １０YR４／６ 褐色 砂質土（１０YR５／２ 灰黄褐色 砂質土をブロック状に含む）
３ １０YR４／６ 褐色 砂質土（１０YR５／２ 灰黄褐色 砂質土をブロック状に含む）
４ １０YR４／４ 褐色 砂質土（１０YR５／２ 灰黄褐色 砂質土をブロック状に含む）
５ １０YR４／６ 褐色 砂質土（１０YR５／６ 黄褐色 砂質土をブロック状に含む）
６ １０YR４／４ 褐色 砂質土（１０YR５／４ にぶい黄褐色 砂質土をブロック状に含む）
７ １０YR４／４ 褐色 砂質土
８ １０YR４／４ 褐色 砂質土
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付着する。

時期 古代

１１号溝状遺構（SD１０１１）（第４０～４４図）

位置 ９７－１区。Loc. B３ δ Ⅰ G・H－１７グリッド

形態・規模 検出長６．６９�、幅２．８５～１．１０�、深度０．４５�を測る溝である。主軸は、南北に延びている。

遺構の断面形状は、逆台形を呈している。遺構の床面の高さは、南側より北側の方が、０．０２�低くなる

ため、溝の機能として、南から北へ流れていたと考えられる。

土層 遺構覆土は暗褐色砂質土やにぶい黄褐色砂質土が主体となる。

遺物出土状況 遺物は遺構内より万遍なく検出されている。実測可能遺物以外にも土器小片が自然礫と

共に検出された。

出土遺物 土師器１～４は甕である。２は内面に焦げが付着している。３は外面には煤が、内面には焦

げが付着している。５は内面に焦げが付着している。５～１３は土師器杯である。杯１１は底部外面にヘラ

記号が施されている。１４は土師器高台付杯である。底部外面に「爪痕」が観察される。１５～２０は土師器

皿である。皿１８は底部外面を除いて赤色顔料が塗布されている。皿１９は底部内面に煤が付着する。皿２０

は底部内面にヘラ記号が施されている。黒色土器２１は杯である。瓦器の可能性もある。黒色土器２２は椀

である。２３は土師質の竈である。瓦２４・２５は平瓦である。S１～S３は石器で、S１は砂岩製敲石、S２

は砂質片岩の敲石、S３は結晶片岩敲石である。S３は表裏面は磨石としても使用している。

時期 古代

５８号溝状遺構（SD１０５８）（第４５図）

位置 ９８－９区。Loc. B３ α Ⅳ M・N・O・P・Q・R・S－４、M－５グリッド

形態・規模 検出長２３．２�、幅０．４～１．０�、深度２２～３０㎝を測る溝状遺構である。主軸は南北方向を指

向し、南から北へと流れる溝である。

土層 遺構覆土は黄褐色砂質土である。

遺物出土状況 出土状況を図化できるものはない。

出土遺物 T１は板状の不明鉄製品である。素材もしくは鋤（鍬）の一部かも知れない。

時期 古代以降である。

井戸

１号井戸（SE１００１）（第４６図）

位置 ９８－６区。Loc. B３ β３ N－６グリッド

規模と形状 内長軸径０．８�、内短軸径０．７�を測る石積み井戸である。石積み部分の高さは１．８４�を測

る。石積みには結晶片岩の川原石を使用している。井戸の堀片は、長軸２．９５�、短軸２．９�を測る。

土層 井戸内堆積土は緑灰色粘質土や灰オリーブ色粘質土である。堀片埋土は暗灰黄色粘質土である。

遺物出土状況 出土状況を図化できるものはない。

出土遺物 図化可能遺物はない。

時期 近世以降と推定される。
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第４０図 SD１０１１遺構平・断面図

１ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
（炭化物を少量含む）

２ ５Y５／２ 灰オリーブ色 砂質土
（１０YR３／４ 暗褐色をブロック状に含む。炭化物を少量含む）

３ １０YR４／４ 褐色 砂質土
（２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土をブロック状に含む）

４ １０YR５／４ にぶい黄褐色 砂質土
（炭化物を少量含む）
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１ ２．５Y５／４ 黄褐色 砂質土
２ ２．５Y５／３ 黄褐色 砂質土
３ ２．５Y５／３ 黄褐色 砂質土
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水田

第１水田面（SI１００１）（第４８～１１６図）

規模と形状 調査対象地南側約２／３（１９９８・１９９９年度調査地点）を中心に水田遺構が検出された。鮎喰

川の堆積による自然堤防間の低地部分を利用した水田である。集落関連遺構が検出された９６－１～９６－３、

９７－１区は自然堤防上に該当する。この自然堤防より南東側（鮎喰川側）に水田遺構が展開している。

自然堤防に一番近い９７－１区では、水田畦畔は明瞭ではなく、検出できなかった。９７－２区では、最大

１０×７�から最小６×２．５�規模を測る区画が検出された。水口等は不明である。しかし、９７－１区南側

において溝状遺構が検出されていることや、微高地が存在することから北西側からの給水が想定され

る。

９８－１～９８－９区、９９－１～９９－３区では、比較的大きな区画の水田遺構が検出された。９８－６区南端部

には島状高まりが検出された。この島状高まりの北西側（９８－１～９９－５区）の区画は、１５×１１�規模の

第４６図 SE１００１遺構平・断面図

１ ７．５GY５／１ 緑灰色 粘質土
２ ７．５Y５／２ 灰オリーブ色 粘質土
３ ２．５Y４／２ 暗灰黄色 砂

―６７―



区画となる。区画は南北方向に連続する。鮎喰川本流による自然堤防の形成に従い、後背湿地も南北方

向に形成されたことに起因するものである。島状高まりの周辺では、区画は小型化したり不整形な形状

を呈する。

島状高まりの南東側（９８－７区）では、小規模区画の水田が検出された。最大１５×７．５�から最小４．４×

３．８�規模の区画が連続する。各区画の南北方向に水口が設けられていることから、南から北に向かっ

て給水されていたと推定される。東西両隣の区画には水口を通じた給水は確認できない。これは南北方

向に延びる自然堤防の等高線に沿って水田が造成されたことに起因すると考えられる。

小区画水田の西側や南側（９８－９区、９９－１～９９－３区）には、比較的大きな区画の水田遺構が検出さ

れた。島状高まりの北西側水田区画とほぼ同規格である。

出土遺物 第５５図は９６－４区で出土した遺物である。１は須恵器壺である。陶器２は杯である。３は土

師器杯である。内外面に赤色顔料が塗布されている。土師器４は杯である。土製品５・６は土錘である。

鉄製品 T１は不明鉄製品である。

第５６図は９７－１区で出土した遺物である。土製品１は土錘である。

第１１５・１１６図は１９９８・１９９９年度調査区で出土した遺物である。１～３は須恵器で、１は杯、２は長頸

壺、３はハソウである。４～９は土師器、９・１０は土師質土器である。４は杯である。内外面に赤色顔

料が塗布されている。５は杯、６は高杯、７は高台付皿である。内面及び高台に煤が付着する。８・９

は皿である。９は羽釜脚、１０は把手付鍋の把手部である。１２～１４は土錘である。１５は白磁碗、１６は青磁

碗で、鎬蓮弁文が施されている。１７は青磁皿である。陶器１８は擂鉢、１９は平瓦である。鉄器 T１は椀型

滓である。鉄器 T２は�具である。鉄器 T３・T４は釘である。S１～S２は石器で、S１は結晶片岩製

砥石、２は凝灰岩製砥石である。

時期 古代以降である。

土坑

１号土坑（SK１００１）（第１１７・１１８図）

位置 ９７－１区。Loc. B３ δ Ⅰ S－１５グリッド

規模と形状 長軸１．４９�、短軸０．９�、最大深度０．４４�を測る不整楕円形を呈する土坑である。南西側

中央部に SPが切り合う。遺構北半部より土師器が出土した。

土層 遺構覆土はオリーブ色砂質土、灰オリーブ色砂質土である。

出土遺物 １・２は土師器杯で、内外面に赤色顔料が塗布されている。

時期 古代である。

２号土坑（SK１００２）（第１１９・１２０図）

位置 ９７－１区。Loc. B３ δ Ⅰ S－１４グリッド

規模と形状 長軸１．２４�、短軸１．２４�、深度０．１８�を測る円形を呈する土坑である。覆土中より結晶片

岩川原石と共に土師器が出土した。

土層 遺構覆土は灰黄色砂質土、黄灰色砂質土である。

出土遺物 １は土師器皿である。

時期 中世である。
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第１０４図 第１水田面遺構平面図�（S＝１／１００）
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第１０５図 第１水田面遺構平面図�（S＝１／１００）
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第１０６図 第１水田面遺構平面図�（S＝１／１００）
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第１０７図 第１－２水田面遺構平面図割付図（S＝１／２０００）

第１０８図 第１－２水田面遺構平面図�（S＝１／１００）

割付図の①～④までの番号は、第１０８図～第１１１図までに
記載されているキャプションの数字と同じである
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第１１０図 第１－２水田面遺構平面図�（S＝１／１００）
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第１１２図 第１水田面遺物出土地点グリッド対応図�
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第１１３図 第１水田面遺物出土地点グリッド対応図�
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第１１５図 第１、１－２水田面出土遺物図�
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第１１７図 SK１００１遺構平・断面図

第１１８図 SK１００１遺物出土状況図、出土遺物図

１ ５Y５／４ オリーブ色 砂質土（炭化物を少量含む）
２ ５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土（炭化物を少量含む）
３ ２．５Y５／３ 黄褐色 砂質土（炭化物を少量含む）
４ ２．５Y６／４ にぶい黄色 砂質土（炭化物を少量含む）
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第１１９図 SK１００２遺構平・断面図

第１２０図 SK１００２遺物出土状況・出土遺物図

１ ２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土（炭化物を少量含む）
２ ２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土（炭化物を少量含む）
３ ２．５Y７／２ 灰黄色 砂質土
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３号土坑（SK１００３）（第１２１・１２２図）

位置 ９７－１区。Loc. B３ δ Ⅰ R－１３・１４グリッド

規模と形状 長軸２．０５�、短軸１．２０�、深度０．３２�を測る不整長方形を呈する土坑である。中央部に柱

穴が伴う。遺構内に EK１、EP１がある。EK１の規模は、長径１．３６�、短径０．４～０．８�、深度０．０８�

を測る。形状は、平面が東西方向に長く不定形であり、断面が逆台形である。EP１の規模は約０．１７５�、

深度０．２２５�を測る。形状は、平面が円形であり、断面が逆台形である。結晶片岩川原石と共に土器片

が出土した。

土層 遺構覆土は灰黄色砂質土、褐色砂質土である。

出土遺物 １・２は弥生土器で、１は鉢、２は壺である。３～６は土師器で、３は杯、４・５は皿、６

は杯である。７は須恵器壺である。

時期 古代である。

１２号土坑（SK１０１２）（第１２３～１２６図）

位置 ９７－１区。Loc. B－３ δ Ⅰ M－１７・１８グリッド

第１２１図 SK１００３遺構平・断面図

１ ２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土
（炭化物を多量に含む）

２ １０YR４／４ 褐色 砂質土
（５Y６／１ 灰色 砂質土をブロック状に含む。炭化物を少量含む）

３ ５Y６／１ 灰色 砂質土
４ ２．５Y４／４ オリーブ褐色 砂質土
（２．５Y７／２ 灰黄色 砂質土をブロック状に含む。炭化物を多量に含む）

５ ２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土
（炭化物を少量含む）

６ １０YR４／４ 褐色 砂質土
（２．５Y７／２ 灰黄色 砂質土をブロック状に含む。炭化物を少量含む）

―１３７―



Y=
90
,5
65

X=116,887

Y=
90
,5
65

X=116,887

5

1

2

3

4

5

6

7

T1

2

7

6

0 1m

0 1m

0 10cm

0 2cm
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第１２３図 SK１０１２遺構平・断面図

第１２４図 SK１０１２遺物出土状況図 第１２５図 SK１０１２EP－１遺構平・断面・遺物出土状況図

１ １０YR４／４ 褐色 砂質土
（７．５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土をブロック状に含む）

２ １０YR５／２ 灰黄褐色 砂質土
（１０YR４／４ 褐色 砂質土をブロック状に含む）

３ １０YR４／４ 褐色 砂質土
（５Y６／１ 灰色 砂質土をブロック状に含む）

４ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
（１０Y７／２ 灰白色 砂質土をブロック状に含む）

５ １０YR５／４ にぶい黄褐色 砂質土
（１０Y６／１ 灰色 砂質土をブロック状に含む）

６ １０YR４／４ 褐色 砂質土
（５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土をブロック状に含む）

７ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土
（５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土をブロック状に含む）

８ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
（２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土をブロック状に含む）

１ １０YR４／４ 褐色 砂質土
（１０Y７／２ 灰白色 砂質土をブロック状に含む）

２ １０YR５／４ にぶい黄褐色 砂質土
（７．５Y６／１ 灰色 砂質土をブロック状に含む）
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規模と形状 東・南・西側を別遺構に切られてお

り、本来形状は不明である。残存長軸２．１０�、残存

短軸１．９０�、深度０．２０�を測る。残存部南西側に柱

穴（EP１）が１基伴う。EP１は、規模が０．６�、

深度０．２８�を測る。形状は、平面が不整円形であり、

断面は船底形である。結晶片岩割石と共に、平瓦が

出土した。平瓦２・３・４は一箇所に重なった状態

で出土している。

土層 遺構覆土は、褐色砂質土・暗褐色砂質土・に

ぶい黄褐色砂質土である。EP１内覆土は褐色砂質

土、にぶい黄褐色砂質土である。

出土遺物 １は須恵器皿である。２は瓦当に均整唐

草文を有する軒平瓦、３～６はいずれも凸面に縄蓆

文叩きを施す平瓦である。

時期 古代である。

２５号土坑（SK１０２５）（第１２７・１２８図）

位置 ９７－３区。Loc. B３ γ Ⅱ D－５グリッド

規模と形状 西側を柱穴に切られている。残存長軸

０．８８�、短軸０．６８�、深度０．１４�を測る隅丸長方形

を呈する土坑である。

土層 遺構覆土は灰色砂質土である。

出土遺物 １は土師器杯である。２は須恵質焼成の

円面硯である。器形は鼓形をなし、圏足部には長方

形の透かし孔が穿たれる。

時期 古代である。

柱穴

１４号柱穴（SP１０１４）（第１２９・１３０図）

位置 ９７－１区。Loc. B３ δ Ⅰ R－１３グリッド

規模と形状 長径０．５９�、短径０．５６�、深度０．４１�を測る柱穴である。遺構の形状は、平面が不整円形

で、断面は逆台形を呈する。柱抜き取り跡は、直径約０．２８�、深度０．３２�を測る。形状は、平面が円形

であり、断面が逆台形である。

土層 柱抜き取り跡部の土層は灰オリーブ褐色砂質土、黄褐色砂質土である。埋土は褐色砂質土・オリー

ブ褐色砂質土・暗灰黄色砂質土である。

出土遺物 １は土師質の竈形土器片である。

時期 古代である。

第１２７図 SK１０２５遺構平・断面図

第１２８図 SK１０２５出土遺物図

１ １０Y６／１ 灰色 砂質土

―１４１―



１６号柱穴（SP１０１６）（第１３１・１３２図）

位置 ９７－１区。Loc. B３ δ Ⅰ Q－１２グリッド

規模と形状 長径０．４８�、短径０．４６�、深度０．４０�を測る柱穴である。平面が円形で、断面は逆台形を

呈する。柱抜き取り跡は、直径０．２５�、深度０．４�を測る。形状は、平面が円形で断面が逆台形である。

土層 柱抜き取り跡部は、オリーブ褐色砂質土である。埋土はオリーブ褐色砂質土である。

出土遺物 １は土師器皿である。

時期 古代である。

１７号柱穴（SP１０１７）（第１３１・１３３図）

位置 ９７－１区。Loc. B３ δ Ⅰ Q－１２グリッド

規模と形状 長径０．７６�、短径０．７２�、深度０．５２�を測る柱穴である。平面が不整円形で、断面が逆台

形を呈する。柱抜き取り跡は、直径０．２８�、深度０．４７�を測る。形状は、平面が円形であり、断面が逆

台形である。

土層 柱抜き取り跡はにぶい黄色砂質土である。埋土は灰黄色砂質土、灰オリーブ色砂質土等である。

出土遺物 １は土師器杯である。

時期 古代である。

２６号柱穴（SP１０２６）（第１３４・１３５図）

位置 ９７－１区。Loc. B３ δ Ⅰ S－１５グリッド

規模と形状 長径０．３９�、短径０．２９�、深度０．５４�を測る柱穴である。平面が不整円形で、断面が逆台

形を呈する。

土層 柱抜き取り跡は黄褐色砂質土である。埋土は暗褐色砂質土である。

出土遺物 １は弥生土器甕である。流れ込みと推定される。

時期 遺構面の対応関係から見て、古代以降である。

３０号柱穴（SP１０３０）（第１３６・１３７図）

位置 ９７－１区。Loc. B３ δ Ⅰ R－１５グリッド

規模と形状 長径０．６３�、短径０．５６�、深度０．５１�を測る柱穴である。平面が隅丸方形で、断面が逆台

形を呈する。柱抜き取り跡は、直径０．３２�、深度０．３�を測る。平面が円形で、断面は逆台形である。

柱抜き取り跡覆土より土師器１が出土している。

土層 柱抜き取り跡は、灰オリーブ色砂質土・黄褐色砂質土・黄灰色砂質土である。埋土は灰オリーブ

色砂質土である。

出土遺物 １は土師器杯、内外面に赤色顔料が塗布されている。土師器２は皿である。

時期 古代以降である。

３１号柱穴（SP１０３１）（第１３８・１３９図）

位置 ９７－１区。Loc. B３ δ Ⅰ R－１５グリッド

規模と形状 長径０．５４�、短径０．４９�、深度０．５６�を測る柱穴である。平面が隅丸方形で、断面が逆台

―１４２―
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第１３１図 SP１０１６、１０１７遺構平・断面・遺物出土状況図

１ ５Y６／１ 灰色 砂質土
（１０YR５／６ にぶい黄褐色 砂質土をブロック状に含む。炭化物を少量含む）

２ ５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土
（１０YR４／４ 褐色 砂質土をブロック状に含む。炭化物を少量含む）

３ ２．５Y５／６ 黄褐色 砂質土
４ ２．５Y４／４ オリーブ褐色 砂質土（炭化物を少量含む）
５ １０YR４／４ 褐色 砂質土
６ ２．５Y４／６ オリーブ褐色 砂質土
７ ２．５Y５／２ 暗灰黄色 砂質土

第１２９図 SP１０１４遺構平・断面・遺物出土状況図 第１３０図 SP１０１４出土遺物図

１ ５Y６／３ オリーブ黄色 砂質土
２ ５Y６／４ オリーブ黄色 砂質土
３ ５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土
４ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土
５ ５Y５／２ 灰オリーブ色 砂質土
６ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土
７ ２．５Y４／４ オリーブ褐色 砂質土

第１３２図 SP１０１６出土遺物図

１ ２．５Y５／２ 暗灰黄色 砂質土
２ ２．５Y６／３ にぶい黄色 砂質土
３ ５Y５／４ オリーブ色 砂質土
４ ２．５Y４／６ オリーブ褐色 砂質土
５ ２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土
６ ５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土

第１３３図 SP１０１７出土遺物図
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形を呈する。柱抜き取り跡は、直径０．３�、深度０．４８�を測る。平面が不整円形で、断面が逆台形を呈

する。

土層 柱抜き取り跡はオリーブ褐色砂質土である。埋土は褐色砂質土・にぶい黄褐色砂質土・暗褐色砂

質土である。

出土遺物 １は土師器甕である。

時期 古代である。

第１３７図 SP１０３０遺物出土状況・出土遺物図

１ ２．５Y５／４ 黄褐色 砂質土
（炭化物を少量含む）

２ ２．５Y５／３ 黄褐色 砂質土
（炭化物を少量含む）

３ ５Y６／１ 灰色 砂質土
（１０YR３／３ 暗褐色 砂質土をブロック状に含む）

４ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
（２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土をブロック状に含む）

第１３５図 SP１０２６出土遺物図
第１３４図 SP１０２６遺構平・断面図

１ ２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土
２ ５Y５／２ 灰オリーブ色 砂質土
３ ２．５Y５／３ 黄褐色 砂質土
４ ２．５Y５／１ 黄灰色 砂質土
（炭化物を少量含む）

５ ２．５Y６／３ にぶい黄色 砂質土
６ ５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土
７ ５Y６／３ オリーブ黄色 砂質土
（炭化物を少量含む）

８ ５Y５／１ 灰色 砂質土
９ ５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土
１０ ５Y５／３ 灰オリーブ色 砂質土

第１３６図 SP１０３０遺構平・断面図
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３６号柱穴（SP１０３６）（第１４０・１４１図）

位置 ９７－１区。Loc. B３ δ Ⅰ R－１５グリッド

規模と形状 長径０．６４�、短径０．６３�、深度０．５７�を測る柱穴である。平面が円形で、断面は逆台形を

呈する。柱抜き取り跡は、直径０．３６�、深度は０．５�を測り、平面が円形を、断面を逆台形を呈する。

土層 柱抜き取り跡は灰オリーブ色砂質土・黄灰色砂質土・オリーブ黄色砂質土である。埋土は灰オ

リーブ色砂質土・灰黄色砂質土・にぶい黄色砂質土である。

出土遺物 １は土師器杯である。内外面に赤色顔料が塗布されている。

時期 古代である。

第１４０図 SP１０３６遺構平・断面図 第１４１図 SP１０３６遺物出土状況・出土遺物図

第１３９図 SP１０３１出土遺物図

１ ２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土（炭化物を少量含む）
２ ２．５Y６／３ にぶい黄色 砂質土（炭化物を少量含む）
３ ２．５Y４／４ オリーブ褐色 砂質土（炭化物を少量含む）
４ ２．５Y４／６ オリーブ褐色 砂質土（炭化物を少量含む）
５ １０YR４／４ 褐色 砂質土
（５Y６／１ 灰色 砂質土をブロック状に含む）

６ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土（炭化物を少量含む）
７ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土

第１３８図 SP１０３１遺構平・断面図

１ ５Y６／３ オリーブ黄色 砂質土
（炭化物を少量含む）

２ ５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土
（２．５Y４／６ オリーブ褐色 砂質土をブロック状に含む）

３ ２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土
（５Y５／４ 暗オリーブ色を少量含む）

４ ５Y６／３ オリーブ黄色 砂質土
（５Y５／４ 暗オリーブ色を少量含む）

５ ５Y５／２ 灰オリーブ色 砂質土
６ ５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土
７ ２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土
８ ２．５Y６／３ にぶい黄色 砂質土
９ ２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土

―１４５―



８３号柱穴（SP１０８３）（第１４２・１４３図）

位置 ９６－４区。Loc. B３ δ Ⅰ I－１３・１４グリッド

規模と形状 長径０．７４�、短径０．７１�深度０．４８�を測る柱穴である。平面が隅丸方形で、断面が逆台形

である。柱穴底部９層中より、瓦１が結晶片岩川原石と共に出土した。根石の代用として置かれた可能

性がある。

土層 柱抜き取り跡は黄褐色砂質土である。埋土は黄褐色砂質土、にぶい黄色砂質土である。

出土遺物 １は平瓦である。

時期 古代である。

１１０号柱穴（SP１１１０）（第１４４・１４５図）

位置 ９７－３区。Loc. B３ γ Ⅱ B－８グリッド

規模と形状 長径０．６１�、短径０．５４�、深度０．１７�を測る柱穴である。平面が隅丸方形で、断面が逆台

形を呈する。覆土中より須恵器１が出土した。

土層 遺構覆土は灰色砂質土である。

出土遺物 １は須恵器の高杯杯部である。

時期 古墳時代後期以降である。

性格不明遺構

１号性格不明遺構（SX１００１）（第１４６・１４７図）

位置 ９７－１区。Loc. B３ ε Ⅰ E・F－１０グリッド

規模と形状 長軸２．１８�、短軸１．７２�、深度０．２２�を測る性格不明遺構である。遺構の形状は、平面が

北側は側溝で切られており不定形である。覆土中より図化できない須恵器片と共に、弥生土器１・２が

出土している。弥生土器片は流れ込みと推定される。

土層 遺構覆土は褐色砂質土である。

出土遺物 １・２は弥生土器で、１は長頸壺、２は壺底部である。

時期 遺構面の対応関係からみて古代以降である。

２号性格不明遺構（SX１００２）（第１４８・１４９図）

位置 ９７－１区。Loc. B３ δ Ⅰ P－１３・１４グリッド

規模と形状 長軸３．４２�、短軸２．９８�、深度０．１１�を測る性格不明遺構である。遺構の形状は、平面が

北東～南西方向に長く不定形で、断面が逆台形である。水田区画の可能性や、浅い落ち込みの可能性も

ある。

土層 遺構覆土は、黄灰色砂質土・灰黄色砂質土・にぶい黄色砂質土である。

出土遺物 １・２は土師器皿である。

時期 古代である。
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第１４４図 SP１１１０遺構平・断面・遺物出土状況図 第１４５図 SP１１１０出土遺物図

１ ２．５Y５／４ 黄褐色 砂質土
２ ２．５Y５／３ 黄褐色 粘性砂質土
３ ２．５Y５／４ 黄褐色 砂質土
４ ２．５Y５／４ 黄褐色 砂質土
５ ２．５Y５／４ 黄褐色 粘性砂質土
６ ２．５Y５／４ 黄褐色 粘質土
７ ２．５Y５／４ 黄褐色 粘質土（炭化物を少量含む）
８ ２．５Y６／４ にぶい黄色 粘質土
９ ２．５Y５／６ 黄褐色

第１４２図 SP１０８３遺構平・断面・遺物出土状況図

第１４３図 SP１０８３出土遺物図

１ ５Y６／１ 灰色 砂質土
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第１４６図 SX１００１遺構平・断面図

第１４７図 SX１００１出土遺物図

１ １０YR４／６ 褐色 泥質土（炭化物を含む）
２ １０YR４／４ 褐色 泥質土（炭化物を含む）
３ １０YR４／４ 褐色 泥質土（炭化物を含む）
４ １０YR４／６ 褐色 砂質土（炭化物を含む）
５ １０YR４／６ 褐色 泥質土（炭化物を少量含む）
６ １０YR４／６ 褐色 泥質土（炭化物を少量含む）
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第１４８図 SX１００２遺構平・断面図

１ ２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土
２ ２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土（炭化物を少量含む）
３ ２．５Y６／３ にぶい黄色 砂質土
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第１４９図 SX１００２遺物出土状況図、出土遺物図
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３号性格不明遺構（SX１００３）（第１５０～１６１図）

位置 ９７－１区。Loc. B３ δ Ⅰ L－１９、M－１９・２０、N－１９・２０グリッド

規模と形状 検出長９．４５�、幅４．６５～２．７５�、深度０．３０�を測る性格不明遺構である。遺構の形状は、

北東～南西方向に延びている不整楕円形であり、断面は、逆台形を呈している。

遺構中央部より、川原石と共に土器類が多数出土した。北東方向から南西方向に筋状に伸びる点も、

溝状遺構であった可能性も想定させる。

土層 遺構覆土は、灰黄色砂質土・灰色砂質土・オリーブ褐色砂質土等である。

出土遺物 １６２点図化されている。遺物の内訳は、弥生土器・土師器・須恵器・鉄器などである。

４は弥生土器甕の体部。内外面の調整から見て弥生時代後期のもの。１～３、５～１２９、１５０、１５３～

１５６は土師器。１～３、５～１５、１７は甕である。体部が球胴状のものと長胴状のものとがあり、いずれ

も頸部から口縁部への屈曲が「く」の字状となるもの。主として平安時代のもの。２１～１２９は供膳具で、

杯・皿・高杯の器種が見られる。杯のうち２１・２２・２４・２５・３６・３７・４０などには赤色顔料が塗布されて

いる。また、２４、２７、１０１～１０３、１１９、１２７にはヘラ記号がみられる。描かれる位置には内面のみ・外面

のみ・内外両面のパターンがあり、描かれる内容も「×」のような単純な記号が多いが、１２７のように

複雑で呪術性の認められるものも含む。杯５９・杯６０の底部外面には墨書がある。５９は外底面いっぱいに

「佳」が書かれている。１９・２０、１３１～１３３は須恵器である。１３３はこね鉢底部か。１３４・１３５・１３７・１３８

は緑釉陶器の椀・皿である。１５８は中国長沙窯産の青磁の水注である。水注肩部には、角の生えた動物

の形をかたどり、目と模様が描かれた動物の顔が飾られており、非常に珍しいもの。T１２～T１６までは

鉄器である。T１２は鉄金具もしくは鎹であろうか。T１３は鉄片、T１４は鉄鏃、T１５は釘で、T１６は鎌であ

る。

１ ２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土
２ ２．５Y３／３ 暗オリーブ褐色 砂質土
（１０YR４／４ 褐色 砂質土をブロック状に
含む。炭化物を多量に含む）

３ ２．５Y４／４ オリーブ褐色 砂質土
（１０YR４／４ 褐色 砂質土をブロック状に
含む）

４ ５Y６／１ 灰色 砂質土
５ １０YR４／４ 褐色 砂質土
６ １０Y６／１ 灰色 砂質土
７ ２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土
８ １０Y７／２ 灰白色 砂質土
９ ７．５Y６／１ 灰色 砂質土

１０ １０Y６／２ オリーブ灰色 砂質土
（炭化物を少量含む）

１１ ７．５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土
１２ ５Y６／１ 灰色 砂質土
１３ ５Y６／１ 灰色 砂質土
（２．５Y５／４ 黄褐色 砂質土をブロック状
に含む）

１４ ７．５Y６／１ 灰色 砂質土
１５ ２．５Y５／３ 黄褐色 砂質土
１６ ７．５Y６／１ 灰色 砂質土
１７ ２．５Y４／６ オリーブ褐色 砂質土
（炭化物を含む）

１８ １０Y３／４ にぶい黄褐色 砂質土
（炭化物を少量含む）

１９ ２．５Y４／６ オリーブ褐色 砂質土
（７．５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土をブ
ロック状に含む）

２０ １０YR４／４ 褐色 砂質土
（炭化物を少量含む）

２１ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土
２２ ２．５Y４／３ オリーブ褐色 砂質土
（２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土をブロック状
に含む。炭化物を少量含む）

２３ １０YR５／４ にぶい黄褐色 砂質土
（１０Y６／１ 灰白色 砂質土をブロック状に
含む）

２４ ２．５Y４／４ オリーブ褐色 砂質土
（７．５Y６／１ 灰白色 砂質土をブロック状
に含む）

２５ １０Y５／１ 灰色 砂質土

第１５１図 SX１００３遺構断面図
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（２）第２遺構面

溝状遺構

２号溝状遺構（SD２００２）（第１６２図）

位置 ９７－１区。Loc. B３ δ Ⅰ M・N・O・P・Q・R－１３グリッド

規模と形状 検出長１１．２�、幅０．４２�、深度０．２�を測る溝状遺構である。南北方向に掘削されている。

断面形は緩い逆台形を呈する。

土層 遺構覆土は、灰色砂質土、褐色砂質土である。

第１６１図 SX１００３出土遺物図�
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第１６２図 SD２００２遺構平・断面・出土遺物図

１ １０Y６／１ 灰色 砂質土
（１０YR４／４ 褐色 砂質土をブロック状に含む）

２ １０YR４／４ 褐色 砂質土
（５Y６／１ 灰色 砂質土をブロック状に含む）

３ １０YR４／４ 褐色 砂質土
（１０Y６／１ 灰色 砂質土をブロック状に含む）
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第１６３図 SD２００７遺構平・断面図

１ ２．５Y５／４ 黄褐色 砂質土
（５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土をブロック状に含む）

２ ２．５Y５／３ 黄褐色 砂質土
（５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土をブロック状に含む）

３ ２．５Y５／４ 黄褐色 砂質土
（５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土をブロック状に含む）

４ ５Y４／４ 暗オリーブ色 砂質土
（５YR４／４ にぶい赤褐色を含む）

５ ２．５Y５／３ 黄褐色 砂質土
６ ５Y５／１ 灰色 砂質土
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出土遺物 １・２は弥生土器で、１は直口壺、２は手

捏ね土器である。流れ込みによる混入と推定される。

時期 古代以降である。

７号溝状遺構（SD２００７）（第１６３・１６４図）

位置 ９７－２区。Loc. B３ γ Ⅰ Q・R－６、S・T－５・

６グリッド、δ Ⅰ A・B・C・D－５・６、E－６グリッ

ド

規模と形状 検出長４０．０�、幅０．４１�、深度０．２５�を

測る溝状遺構である。南北方向に掘削された溝状遺構

で、断面形は逆台形を呈する。

土層 遺構内覆土は黄褐色砂質土、暗オリーブ色砂質

土、灰色砂質土である。

出土遺物 １は土師器皿、２は管状土錘である。

時期 中世の可能性が高い。

１０号溝状遺構（SD２０１０）（第１６５図）

位置 ９９－１区。Loc. B３ β Ⅲ I・J・K・L－２、M・

N－１・２グリッド

規模と形状 検出長２１．５０�、幅１．５５～０．２０�、最大

深度０．０８�を測る溝状遺構である。主軸は、南北方向

に延びている。遺構断面形状は、北端は浅い逆台形を

呈しているが、中央から南端にかけては逆台形から船

底形へと変化している。遺構の床面の標高が、南端よ

りも北端の方が０．３３�低いことから、北へ流れていた

であろう。

土層 遺構覆土は、黄褐色砂質土である。

出土遺物 １は土師器杯底部である。

時期 古代以降である。

水田遺構

第２水田面（SI２００１）（第１６６～２２５図）

位置 ９６－５区、９８－１区・９８－３区、９８－６区～９区、９９－１区～３区）

規模と形状 ９７－１区で検出された水田遺構は、調査区北側に限定されている。南側部分は自然堤防上

となり、集落関連遺構が展開していた。同地点の水田区画面積は比較的均質で、最大７．２×５．５�から最

小３．７×２．５�規模の区画が造成されているが、殆どは５．５×４．５�規模の区画となる。南東側の自然堤防

に隣接する地点では南北方向に細長い区画となる。

第１６４図 SD２００７遺物出土状況・出土遺物図
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第１６５図 SD２０１０遺構平・断面・出土遺物図

１ ２．５Y５／４ 黄褐色 砂質土
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第１７０図 第２水田面遺構平面割付図�（S＝１／２０００）

第１７１図 第２水田面遺構平面図�（S＝１／１００）

割付図の①～⑥までの番号は、第１７１図～第１７６図までに
記載されているキャプションの数字と同じである
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第１７６図 第２水田面遺構平面図�（S＝１／１００）
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第１７８図 第２水田面遺構平面割付図（S＝１／２０００）

割付図の①～�までの番号は、第１７９図～第２１６図までに
記載されているキャプションの数字と同じである
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９７－２区においては調査区全面に水田区画が検出された。北西側の自然堤防に近い地点では歪な区画

が認められるが、南側では５．５×６．５�規模の長方形を呈する区画が連続している。東側には南北方向の

溝が掘削されており、給排水されていた。

１９９８・１９９９年度調査区のほぼ全域において水田区画が検出された。９８－７区の南側は自然堤防となり、

水田区画は検出されていない。自然堤防北側の水田は、９８－６区南端部の島状高まりに挟まれた地域で

あることから３．８×４．０�規模の小規模な区画が連続する。島状高まりの周辺部には不定型な水田区画が

展開するが、北西側では１０．６×７．５�規模の水田区画が造成されている。

出土遺物 ９７－１区において出土した１・２は弥生土器で、１は甕、２は甕底部である。９７－２区におい

て出土した土製品１は管状土錘である。

９８－２区～９８－６区、９９－３区において出土した１は須恵器高杯、２～４土師器は皿である。５は黒色

土器椀、６は土師器甕、７は土師器羽釜脚部である。８・９は管状土錘である。１０は土師質の竈である。

T１・T２は釘、T２はヤリガンナである。１１～１３は須恵器で、１１・１２は器台、１３は子持付壺である。

（３）第３遺構面

溝状遺構

２号溝状遺構（SD３００２）（第２２６・２２７図）

位置 ９９－１区。Loc. B３ β Ⅲ I・J－２・３、K・L－２、M・N－１・２グリッド

規模と形状 検出長２４．７０�、幅１．３０～０．６０�、深度０．１２�を測る溝状遺構である。主軸方向は、南北

方向である。遺構の断面形状は、逆台形を呈しているが、北側が浅く、南側になるにつれて深くなって

いる。遺構床面の標高が、南端、北端よりも中央部の方が、０．８�低いため溝がどちらの方向に流れて

いたかは不明である。

土層 遺構覆土は黄褐色砂質土である。

遺物出土状況 遺構北端部に近い地点において、４�の範囲に渡って結晶片岩川原石により溝を充填さ

れた状態で検出された。

出土遺物 １は土師器把手付鍋である。

時期 古代である。

水田遺構

第３水田面（SI３００１）（第２２８～２８９図）

規模と形状 ９６－４区・９７－２区において検出された水田は、大区画畦畔を伴う。畦畔の方向はほぼ東西

方向を指向する。大畦畔の南北方向の間隔は約１３�を測る。東西方向の間隔は不明である。

９８－４区～９８－７，９９－１～３区で検出された水田は小区画水田となる。９８－６区南側の島状高まりと

９８－７区北側の自然堤防の南側には、一辺４�規模の小区画水田が造成される。一方、島状高まりの北

西側では、最大１１．２×６．３�～最小６．０×５．５�規模の水田区画が造成される。９９－３区南側の水田区画区

画は７．２×７．５�規模の水田が連続する。

出土遺物 ９６－４区、９７－２区出土（第２４３・２４４図）の縄文土器１は刻目突帯文土器である。土師器２は

甑である。土師器３・４は杯である。杯４は内面全体に墨が遺存する。須恵器５・６は壺である。壺５

は高台部に打ち欠きが施されている。土師器７・８・９は甕である。土師器１０・１１は高台付杯である。
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土師器１２は高杯である。須恵器１３は短頸壺である。須恵器１４・１６は壺である。須恵器１５は杯である。１７

は製塩土器である。１９は管状土錘である。２０は須恵器平瓶の把手、２１は甕、２２は杯蓋である。土師器２３

は皿である。内外面に赤色顔料が塗布されている。鉄製品 T１は鎹である。

９８－４区～９８－７区・９９－１～３区出土（第２８５～２８９図）の土師器１は蓋である。内外面に赤色顔料が塗

布されている。２は椀、３は盤である。４は黒色土器椀、５は瓦器椀である。６～１０は須恵器で、６は

杯身で、口縁端部には打ち欠きが施されているもの。７はハソウである。８・９・１０は壺である。１１は

白磁碗である。１２・１３は土師器高台付皿である。１３は内外面に赤色顔料が塗布されている。内面には暗

文が施されている。１４は製塩土器である。１５は土師器把手付鍋の把手部、１６は管状土錘である。１７は平

瓦である。１８～２１は須恵器で、１８は壺、１９は蓋、２０・２１は高杯である。２２は白磁碗である。２３～２９は土

師器杯である。杯２５・２７は内外面に赤色顔料を塗布している。３０～３２は土師器皿、３３～３５は椀である。

椀３５は内面に焦げが付着する。須恵器３６は壺である。外面に被熱赤変が、内面には黒色の付着物が観察

される。３７はこね鉢、３８は杯である。底部外面にヘラ記号が施されている。須恵器３９は円面硯である。

４０は緑釉陶器椀である。４１は鈴型土製品、４２～４４は管状土錘である。４５は製塩土器である。４６・４７は平

瓦である。T１は刀子である。S１は結晶片岩製敲石である。一部に磨面が観察される。S２は砂質片岩

敲石、S３は粘板岩製砥石である。鉄製刃器による擦痕が観察される。S４は砂質片岩製砥石である。S５

は閃緑岩製磨製石斧を砥石に転用したものである。

第２４４図 第３水田面出土遺物図�
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（４）第４遺構面

水田

第４水田面（SI４００１）（第２９１～３１０図）

規模と形状 ９８－５区・９８－６区、９９－３区で検出された水田は、ほぼ同規模の小区画水田が連続する。

９８－６区南側の島状高まり付近のみ不定型な区画で造成される。水田区画規模は約６．０×６．０�である。

島状高まりを中心に遺物が出土した。

出土遺物 島状高まり出土の１は土師器杯、２は皿もしくは盤、３は高杯である。４は須恵器壺、５は

長頸壺である。６は緑釉陶器皿である。

９８－５・６区、９９－１区出土の土師器１は高杯である。土師器２・３は杯である。杯２は内外面に赤色

顔料が塗布されている。４～１０は須恵器で、４・５は杯蓋、６・７は杯、８は高台付杯、９は無蓋高杯、

１０は壺である。

第１～４水田出土遺物（第３１１～３１６図）

水田土壌掘削時に出土した遺物群を包含層出土遺物として取り上げているが、本来は各水田遺構に伴

う遺物群である。

１・２は弥生土器甕である。１は口径３０㎝を大きく上回る大形で、端部の上下への拡張から弥生時代

中期末ごろのものとみられる。３～２４・３１～３４は土師器で、３・４は甕、５～１２は杯であり、杯のうち、

７・１１・１２・１３・１４は内外面に赤色顔料が塗布されている。１３～１６は皿であり、１３・１４・１６は内外面に

赤色顔料を塗布している。皿１３は黒痕らしいものがみえ、墨書土器の可能性もある。１７は器種不明であ

る。内外面に赤色顔料が塗布され、体部下半に穿孔が施されている。１８は高杯で、内外面に赤色顔料が

塗布されている。１９は鉢であり、内面に炭素が吸着している。２０・２１は黒色土器椀で、椀２１は内外面に

赤色顔料が塗布されている。２２・２３は土師質の竈形土器である。土師器２４は手捏ね土器である。２５・２６・

２８・２９は須恵器で、２５はハソウまたは長頸壺、２６は壺である。須恵器２８は杯である。須恵器２９は蓋であ

る。２７・２０は陶器で、２７は椀、３０は皿である。３１・３２は土師質土器羽釜で、羽釜３１の内外面に煤が付着

する。土師器３３・３４は杯である。杯３３は穿孔が施されている。杯３４は内外面に赤色顔料を塗布し、未貫

通の穿孔がある。３５・３６は紡錘車である。共に弥生土器の体部を転用したものである。３７・３８は製塩土

器である。３９～４２は瓦類で、３９は丸瓦、４０は軒平瓦、４１は丸瓦、４２は平瓦である。４０には瓦当文様の唐

草文の一部が見える。４３は棒状土錘、４４～５２は管状土錘である。５３～５６は鞴羽口である。

第１～４包含層出土遺物（第３１７～３１８図）

５７～７１は土師器で、５７は甕、５８は鉢である。５８は口縁部に焼成後の穿孔が施されている。５９は椀、６０～

６２は皿、６３は高杯、６４～６９は杯である。杯のうち、６４・６５・６７は内外面に赤色顔料を塗布している。７０

は瓦器椀である。７１は土師質の竈である。７２・７３は管状土錘である。７４は不明な土製品である。７５は軒

平瓦である。顎に明瞭な段をもち、瓦当には唐草文の一部がみえる。７６は製塩土器である。７７は須恵器

長頸壺、７８は緑釉陶器椀、７９は須恵器杯蓋、８０は椀である。８１は陶器椀、８２は緑釉陶器椀である。

鉄製品 T３～５・７・８は釘である。T６は火箸である。T９は鎌である。T１０は不明鉄製品である。

T１１は刃器である。背部が湾曲する。T１２は不明鉄製品である。T１３は座金もしくは責金具である。T

１４は鐙、T１５は�具である。T１６～１９は鏨、T２０は不明鉄製品、T２１は釘もしくは鎹、T２２は刀子茎であ
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る。T２３は匙もしくはヘラ状鉄製品である。T２４は刀子である。T２５は不明鉄製品、鋳造鋤先の一部か。

T２６・２７・２８は鉄滓である。

石器 S１は緑泥片岩製砥石である。S２は結晶片岩製敲石もしくは石棒か。上下端に摩滅が認められ

る。S３は泥質片岩製敲石、S４はサヌカイト製剥片、S５はチャート製剥片、S６はサヌカイト製楔形

石器、S７は砂岩製砥石、S８は砂岩製砥石である。S８は台石として転用している可能性がある。S９

はチャート製石錐、S１０は緑泥片岩製磨製石斧、S１１は御荷鉾石製敲石である。

（５）第５遺構面

弥生時代中期～後期と考えられる遺構が検出され、これらに伴う遺物も出土している。検出された遺

構の種類は、竪穴住居（SB）、溝（SD）、土坑（SK）、ピット（SP）、土壙墓、集石墓（ST）、性格不明

遺構（SX）である。遺構検出数は、竪穴住居２基、溝６基、土坑４１基、ピット１００基、土壙墓１２基、集

石墓２基、性格不明遺構１５基、合計２００基の遺構確認できている。以下は、検出された遺構から遺物の

出土しているものを報告する。

竪穴住居

１号竪穴住居（SB５００１）（第３１９～３２５図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ ε Ⅰ D－３グリッド

規模と形状 長軸４．８５�、短軸２．１０�、最大深度０．１５�を測る竪穴住居である。平面形態は円形を呈す

る。北側約１／２は調査区外へと拡がる。

推定中央部より炉（EH１）が検出された。全長は不明、幅０．８�を測る。平面形態は不整形を呈し、

主軸は南北方向を指向すると推定される。遺構覆土には炭化物を含む。

主柱穴は３基検出された。EP１～２間は１．５�、EP２～３間は２�を測る。主柱穴の周辺には小型の柱

穴が伴うが、主柱穴に伴う遺構であるかは不明である。周壁溝は未検出である。

土層 遺構覆土は９層に分層できる。１層はにぶい黄褐色シルト質土、２層は暗褐色シルト質土、３層

はオリーブ褐色シルト質土、４層は黄褐色シルト質土、５層は褐色シルト質土、６層はにぶい黄橙色シ

ルト質土、７・８層はにぶい黄褐色シルト質土、９層は褐色シルト質土である。

遺物出土状況 EP３覆土上面から弥生土器１・３が出土した。壺１の破片は EH１西側からも出土し

た。EH１の周辺には結晶片岩川原石 S２が出土している。

出土遺物 １～５は土器で、１は壺、２～５は甕である。うち１は頸部に貼付突帯、口縁部直下に凹線

文と列点文による装飾性に富む大形品。石器 S１はサヌカイト製石鏃、S２は砂質片岩製削器、S３はサ

ヌカイト製スクレイパー、S４はサヌカイト製楔形石器である。S５～１３はサヌカイト製剥片である。S

１４～１８は敲石で、S１４は御荷鉾石製、S１５は結晶片岩製、S１６はチャート製、S１７は砂質片岩製、S１８は砂

岩製である。S１９は結晶片岩製砥石である。

時期 弥生時代中期である。

２号竪穴住居（SB５００２）（第３２６・３２７図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ ε Ⅰ D－３グリッド

規模と形状 検出長軸７．００�、検出短軸１．０５�、最大深度０．６４�を測る竪穴住居である。平面形態は隅

―３１１―
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２ １０YR４／４ 褐色 砂質土
３ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
（炭化物を含む。底部に焼土を含む）

４ １０YR５／４ にぶい黄褐色 砂質土

５ １０YR５／３ にぶい黄褐色 砂質土
６ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土
７ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土
８ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土（炭化物を含む）
９ １０YR５／４ にぶい黄褐色 シルト

第３２６図 SB５００２遺構平・断面図
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丸方形を呈すると推定されるが、半分以上が調査区外であるため、平面形状を正確に読みとることがで

きない。主柱穴や炉跡は検出されなかった。

土層 １・２層は褐色砂質土である。３層は暗褐色砂質土、４～７層はにぶい黄褐色砂質土、８層は暗

褐色砂質土、９層はにぶい黄褐色シルト質土である。

出土遺物 S１は斑糲岩製敲石、S２は砂質片岩製石錘、S３・４はサヌカイト製剥片である。

時期 弥生時代と推定される。

溝状遺構

１号溝状遺構（SD５００１）（第３２８図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ ε Ⅰ A・B－１、B・C・D－２

規模と形状 検出長１４．７�、幅１．６２�、深度０．４２�を測る溝状遺構である。南南西から北北東方向へ掘

削された溝である。

土層 遺構覆土はにぶい黄褐色砂質、褐色砂質土である。

出土遺物 図化可能遺物は出土していない。

時期 遺構面の対応関係からみて弥生時代と推定される。

３号溝状遺構（SD５００３）（第３２９図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ δ Ⅰ Q・R－４・５・６グリッド

規模と形状 検出長９．６�、幅１．３�、深度０．２５�を測る溝状遺構である。東西方向に掘削された溝であ

るが、西端において幅を減じながら北方向にほぼ直角に曲がる。

土層 遺構覆土は黄褐色砂質土や褐色砂質土である。

出土遺物 図化可能遺物は出土していない。

時期 遺構面の対応関係からみて弥生時代と推定される。

４号溝状遺構（SD５００４）（第３３０・３３１図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ δ Ⅰ O－６グリッド

規模と形状 検出長１６．５�、幅１．１～２．１�、最大深度１．１�を測る溝である、主軸は、東西方向に延び

ている。遺構断面形状は、西端・東端共に逆台形を呈している。B－B’断面では、南半分が撹乱のため、

遺構の形は維持されていないと考えられる。遺構床面の標高が西端より東端の方が０．４５�低いことから

溝の機能としては、西から東方向へ流れているであろう。

出土遺物 １～１１は弥生土器で、１～６は甕、７・８は高杯、９～１１は壺である。S１～３はサヌカイ

ト製剥片である。

時期 弥生時代後期である。

５号溝状遺構（SD５００５）（第３３２～３３４図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ δ Ⅰ M・N－５・６、M－７グリッド

規模と形状 検出長１２．９�、幅１．２３�、深度０．２２�を測る溝状遺構である。

土層 遺構覆土は暗褐色砂質、褐色砂質土、にぶい黄褐色砂質である。
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第３２８図 SD５００１遺構平・断面図

１ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土
２ １０YR５／４ にぶい黄褐色 砂質土
３ １０YR４／４ 褐色 砂礫
４ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土
５ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂礫
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第３２９図 SD５００３遺構平・断面・遺物出土状況図

１ １０YR５／６ 黄褐色 砂質土
２ １０YR４／４ 褐色 砂質土
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第３３２図 SD５００５遺構平・断面図

１ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
（２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土をブロック状に含む）

２ １０YR４／４ 褐色 砂質土
（２．５Y７／２ 灰黄色 砂質土をブロック状に含む。炭化物を少量含む）

３ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土
（２．５Y５／１ 黄灰色 砂質土をブロック状に含む。炭化物を少量含む）

４ １０YR５／３ にぶい黄褐色 砂質土
（２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土をブロック状に含む）
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遺物出土状況 溝中央部より結晶片岩川原石と共に土器片が出土した。

出土遺物 １～７は弥生土器で、１・２は甕、３は鉢、４は壺、５～７は高杯である。

時期 弥生時代後期である。

６号溝状遺構（SD５００６）（第３３５～３３７図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B－３、δ Ⅰ L・M－７・８グリッド

第３３３図 SD５００５内集石検出状況図 第３３４図 SD５００５出土遺物図
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規模と形状 最大検出長６．００�、幅１．４３～０．７６�、最大深度０．１８�を測る溝である、主軸は、南北方向

に延びている。遺構断面形状は、北端は浅い逆台形を呈し、南端は船底形を呈している。遺構床面の標

高が北端より南端の方が０．１３�低いことから溝の機能としては、北から南方向へ流れているであろう。

土層 遺構覆土は褐色砂質土である。

遺物出土状況 溝の上端部からは結晶片岩川原石が出土した。溝底部より弥生土器１・３が出土した。

出土遺物 １～５は弥生土器で、１～３は壺、４は甕、５は高杯である。

時期 弥生時代後期である。

土坑

１号土坑（SK５００１）（第３３８～３４０図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ ε Ⅰ D－３・４グリッド

規模と形状 長径１．６３�、短径１．０４�、最大深度０．１６�を測る土坑である。遺構の形状は、北東側の側

溝によってきられているため不明であるが、平面は東西方向に長い楕円形であろうか。断面は、逆台形

である。

土層 遺構覆土は、１層はにぶい黄褐色シルト層、２層は黄褐色シルト層、３層は褐色シルト層である。

遺物出土状況 川原石と共に土器片が出土した。土器片は小型で、完形のものはない。

出土遺物 １・２は弥生土器で、１は甕、２は鉢である。S１は石斧未製品である。

時期 弥生時代後期である。

３号土坑（SK５００３）（第３４１・３４２図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ ε Ⅰ C・D－４グリッド

規模と形状 長径０．８２�、短径０．５０�、深度０．１９�を測る土坑である。遺構の形状は、平面が不整楕円

形であるが、断面は逆台形である。

土層 遺構覆土は、２層に分層される。１層はにぶい黄褐色シルト層、２層は褐色シルト層である。

出土遺物 １は弥生土器甕である。１は結晶片岩製敲石である。

時期 弥生時代後期である。

１５号土坑（SK５０１５）（第３４１・３４３図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ ε Ⅰ C－４グリッド

規模と形状 長径０．９４�、短径０．６３�、深度０．４９�を測る土坑である。遺構形状は、平面が不整楕円形

であり、断面が逆台形であるが、遺構床面の中央部が若干盛り上がっている。

土層 遺構覆土は３層に分層され、１層は褐色砂質土、２・３層は褐色シルト層である。

出土遺物 １は弥生土器の無頸壺である。

時期 弥生時代後期である。

２０号土坑（SK５０２０）（第３４４・３４５図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３、ε Ⅰ B－４グリッド

規模と形状 長径１．２�、短径０．９８�、深度０．２８�を測る土坑である。遺構形状は、平面が不整円形で
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第３３５図 SD５００６遺構平・断面図

１ １０YR６／１ 褐灰色 砂質土
（２．５Y５／４ 黄褐色 砂質土を下部に含む）
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第３３６図 SD５００６遺物出土状況図 第３３７図 SD５００６出土遺物図
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第３３８図 SK５００１遺構平・断面図

１ １０YR５／４ にぶい黄褐色 シルト（炭化物を少量含む）
２ １０YR５／６ 黄褐色 シルト
３ １０YR４／４ 褐色 シルト
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第３４１図 SK５００３、SK５０１５遺構平・断面図

１ １０YR５／４ にぶい黄褐色 シルト
２ １０YR４／４ 褐色 シルト

１ １０YR４／４ 褐色 砂質土
（炭化物含む）

２ １０YR４／６ 褐色 シルト
（炭化物含む。焼土少量含む）

３ １０YR４／４ 褐色 シルト
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あり、断面が逆台形である。

土層 遺構覆土は５層に分層でき、１・３層はにぶい黄褐色シルト層、２層は褐色砂質土、４層はオリー

ブ褐色シルト層、５層は褐色シルト層である。

出土遺物 １・２は弥生土器で、１は甕、２はミニチュア土器の壺である。

時期 弥生時代後期である。

２７号土坑（SK５０２７）（第３４６・３４７図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ ε Ⅰ A－３グリッド

規模と形状 長径０．７９�、短径０．５２�、深度０．０９�を測る土坑である。遺構の形状は、平面が不整楕円

形であり、断面が浅い逆台形である。

土層 遺構覆土は、褐色砂層と褐色砂質土である。

出土遺物 １・２は弥生土器で、１は甕、２は壺である。

２８号土坑（SK５０２８）

位置 ９６－１・２区。Loc.B３ εⅠ A－３グリッド

規模と形状 長径０．９２�、短径０．６６�、深度０．１０�を測る土坑である。遺構の形状は、平面が楕円形で

あり、断面が浅い逆台形である。

第３４５図 SK５０２０出土遺物図

第３４４図 SK５０２０遺構平・断面図

１ １０YR５／４ にぶい黄褐色 シルト
２ １０YR４／４ 褐色 砂質土（炭化物を少量含む）
３ １０YR５／６ 黄褐色 シルト
４ ２．５Y４／４ オリーブ褐色 シルト（炭化物を少量含む）
５ １０YR４／６ 褐色 シルト
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土層 遺構覆土は４層に分層でき、１・２層は暗褐色砂層、３層は褐色砂層、４層は褐色砂質土である。

出土遺物 １は弥生土器甕である。

時期 弥生時代後期である。

４２号土坑（SK５０４２）（第３４９～３５１図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ δ Ⅰ S－５グリッド

規模と形状 長径２．１０�、短径１．５０�、深度０．０８�を測る土坑である。遺構の形状は、平面が不定形で

あり、断面が浅い逆台形である。遺構内の EP１は、西側に位置し、長径２．８０�、短径２．７５�、深度０．０９

�を測る。EP１の形状は、平面が不整楕円形であり、断面が逆台形である。

土層 遺構覆土は暗褐色砂質土である。

遺物出土状況 EP内より銅鏃が出土した。

出土遺物 D１は銅鏃である。

時期 弥生時代後期である。

第３４６図 SK５０２７、５０２８遺構平・断面図

第３４７図 SK５０２７出土遺物図 第３４８図 SK５０２８出土遺物図

１ １０YR４／４ 褐色 砂層
２ １０YR４／４ 褐色 砂質土

１ １０YR３／４ 暗褐色 砂層
２ １０YR３／３ 暗褐色 砂層
３ １０YR４／４ 褐色 砂層
４ １０YR４／４ 褐色 砂質土

―３３５―
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第３４９図 SK５０４２遺構平・断面図

第３５１図 SK５０４２出土遺物図

第３５０図 SK５０４２遺物出土状況図

１ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土（２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土をブロック状に含む）
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４６号土坑（SK５０４６）（第３５３・３５４図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ δ Ⅰ T－５グリッド

規模と形状 長径１．１４�、短径０．８１�、深度０．１１�を測る土坑である。遺構の形状は、平面が不定形で

あり、断面が浅い逆台形である。

土層 遺構覆土は２層に分層され、１層はにぶい黄褐色砂質土、２層は褐色砂質土である。

遺物出土状況 掘削深度が浅い土坑であることから、床面付近より甕１が潰れた状態で検出された。隣

接して甕２・３も出土している。

出土遺物 １～４は弥生土器で、１～３は甕、４は高杯である。

時期 弥生時代後期である。

５０号土坑（SK５０５０）（第３５５～３５７図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ δ Ⅰ T－５・６グリッド

規模と形状 長径２．１３�、短径１．３４�、深度０．０８�を測る土坑である。遺構の形状は、平面が不整楕円

形であり、断面が浅い逆台形であろうか。EP１は、中央に位置し、長径０．３５�、短径０．３２�、深度０．１７

�を測る。EP１の断面形状は、浅い逆台形である。

土層 遺構覆土は、１・２層共に褐色砂質土である。

遺物出土状況 EP１内より高杯１が横転した状態で検出された。杯部は伴っていない。

出土遺物 １は弥生土器高杯である。S１はサヌカイト製剥片である。

時期 弥生時代後期である。

５３号土坑（SK５０５３）（第３５８～３６０図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ δ Ⅰ S・T－５グリッド

規模と形状 長径２．１０�、短径１．４８�、深度０．１２�を測る土坑である。遺構の形状は、平面が不整楕円

形であり、断面は浅い逆台形である。

土層 遺構覆土は７層に分層され、１・３・６・７層は暗褐色砂質土、２・４・５層は褐色砂質土であ

る。

遺物出土状況 結晶片岩礫に交じって土器片が出土した。完形に復元することが可能な個体はない。当

初より欠損した土器を入れたものと推定される。

出土遺物 １～４は弥生土器で、１は直口壺、２は壺、３・４は甕である。

時期 弥生時代後期である。

５５号土坑（SK５０５５）（第３６１・３６２図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ δ Ⅰ S－５グリッド

規模と形状 長径１．２６�、短径０．６３�、深度０．１１�を測る土坑である。遺構の形状は、平面が不定形で

あり、断面が逆台形である。

土層 遺構覆土は４層に分層でき、１～３層は褐色砂質土で、４層はにぶい黄褐色砂質土である。

出土遺物 １・２は弥生土器で、１は壺、２は甕底部である。

時期 弥生時代後期である。

―３３７―
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第３５２図 SK５０４５遺構平・断面図

第３５３図 SK５０４６遺構平・断面・遺物出土状況図

第３５４図 SK５０４６出土遺物図

１ １０YR４／４ 褐色 砂質土
２ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
（１０YR６／１ 褐灰色 砂質土をブロック状に含む）

１ １０YR５／４ にぶい黄褐色 砂質土
２ １０YR４／４ 褐色 砂質土
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第３５５図 SK５０５０遺構平・断面図

第３５６図 SK５０５０EPI 遺物出土状況図

第３５７図 SK５０５０出土遺物図

１ １０YR４／４ 褐色 砂質土
（２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土を
ブロック状に含む）

２ １０YR４／４ 褐色 砂質土
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第３５８図 SK５０５３遺構平・断面図

１ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
２ １０YR４／６ 褐色 砂質土
（２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土をブロック状に含む）

３ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
（２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土をブロック状に含む）

４ １０YR４／４ 褐色 砂質土
（５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土をブロック状に含む。
炭化物を少量含む）

５ １０YR４／４ 褐色 砂質土
６ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
７ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
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第３５９図 SK５０５３遺物出土状況図

第３６０図 SK５０５３出土遺物図
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５７号土坑（SK５０５７）（第３６３～３６５図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ δ Ⅰ T－２・３グリッド

規模と形状 長径２．５８�、短径１．２８�、深度０．２５�を測る土坑である。遺構の形状は、平面が南北に長

い不定形である。断面は逆台形である。

土層 遺構覆土は５層に分層され、１・２・５層は灰黄褐色砂質土、３・４層はにぶい黄褐色砂質土で

ある。

遺物出土状況 遺構南側より土器が比較的まとまった状態で検出された。壺４は底部を西方向に向け横

転した状態で検出された。周辺には結晶片岩川原石が出土した。

出土遺物 １～５は弥生土器で、１～３は甕、４・５は直口壺である。

第３６１図 SK５０５５遺構平・断面図

第３６２図 SK５０５５出土遺物図

１ １０YR４／４ 褐色 砂質土
２ １０YR４／４ 褐色 砂質土
３ １０YR４／４ 褐色 砂質土
４ １０YR５／４ にぶい黄褐色 砂質土

―３４２―
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第３６３図 SK５０５７遺構平・断面図

１ １０YR４／２ 灰黄褐色 砂質土
（炭化物を少量含む）

２ １０YR４／２ 灰黄褐色 砂質土
（炭化物を少量含む）

３ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土
（炭化物を少量含む）

４ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土
５ １０YR４／２ 灰黄褐色 砂質土

―３４３―
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第３６４図 SK５０５７遺物出土状況図

第３６５図 SK５０５７出土遺物図
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時期 弥生時代後期である。

６７号土坑（SK５０６７）（第３６６・３６７図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３、δ Ⅰ S－６グリッド

規模と形状 長径０．７�、短径０．５�、深度０．５５�を測る土坑である。遺構の形状は、平面が楕円形であ

り、断面が逆台形である。

土層 遺構覆土は、オリ－ブ褐色砂質土である。

出土遺物 S１・２はサヌカイト製剥片である。

時期 弥生時代と推定される。

６９号土坑（SK５０６９）（第３６８～３７０図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ δ Ⅰ S－５グリッド

規模と形状 長径０．９１�、短径０．５４�、深度０．１５�を測る土坑である。遺構の形状は、平面が不定形で

あり、断面が浅い逆台形であるが、遺構中央の土層が盛り上がっており、本来、遺構の上端は、報告す

る断面の上端よりも高かったと考えられる。

土層 遺構覆土は、褐色砂質土と黄褐色砂質土である。

出土遺物 １は弥生土器壺である。

時期 弥生時代後期である。

第３６７図 SK５０６７出土遺物図

第３６６図 SK５０６７遺構平・断面図

１ ２．５Y４／４ オリーブ褐色 砂質土

―３４５―
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第３６８図 SK５０６９遺構平・断面図

第３６９図 SK５０６９遺物出土状況図

第３７０図 SK５０６９出土遺物図

１ １０YR４／４ 褐色 砂質土
（２．５Y７／３ 浅黄色 砂質土をブロック状に含む）

２ １０YR５／６ 黄褐色 砂質土

―３４６―



７０号土坑（SK５０７０）（第３７１～３７３図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ δ Ⅰ R－３グリッド

規模と形状 残存長軸０．８�、短軸０．５６�、深度０．１７�を測る土坑である。平面形態は不整楕円形を呈

する。

土層 遺構覆土は、暗褐色砂質である。

出土遺物 １は弥生土器高杯である。

時期 弥生時代後期である。

７２号土坑（SK５０７２）（第３７８～３８０図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ δ Ⅰ R－７グリッド

規模と形状 長径１．２５�、短径０．６９�、深度０．１０�を測る土器溜りである。遺構の形状は、遺構の東側

が確認されてないが、平面は、東西に長い楕円形であろう。断面は、逆台形である。

土層 遺構覆土は２層に分層でき、１層はにぶい黄褐色砂質土、２層は褐色砂質土である。

出土遺物 １は弥生土器壺である。

時期 弥生時代と推定される。

７３号土坑（SK５０７３）（第３７４・３７５図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３、δ Ⅰ R・S－７グリッド

規模と形状 長径０．８５�、短径０．７０�、深度０．１０�を測る土坑である。遺構の形状は、平面が不整楕円

形であり、断面が浅い逆台形である。

土層 遺構覆土は、オリーブ褐色砂質土である。

出土遺物 S１は結晶片岩製磨石である。

時期 弥生時代と推定される。

第３７２図 SK５０７０遺物出土状況図

第３７１図 SK５０７０遺構平・断面図
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１ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
（炭化物を少量含む）

第３７３図 SK５０７０出土遺物図
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７８号土坑（SK５０７８）（第３７６・３７７図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ δ Ⅰ R・S－７グリッド

規模と形状 長径１．５４�、短径０．７４�、深度０．１８�を測る土坑である。遺構の形状は、北東～南西方向

に長い不整楕円形であり、断面は逆台形である。北東部分が側溝で切られている。

土層 遺構覆土は２層に分層することができ、１層は黄褐色砂質土、２層はオリ－ブ褐色砂質土である。

出土遺物 S１は結晶片岩製敲石である。２ヶ所磨かれた痕跡がある。

時期 弥生時代と推定される。

第３７４図 SK５０７３遺構平・断面図

第３７５図 SK５０７３出土遺物図
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１ ２．５Y４／４ オリーブ褐色 砂質土
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第３７６図 SK５０７８遺構平・断面図

第３７７図 SK５０７８出土遺物図

１ ２．５Y５／４ 黄褐色 砂質土
２ ２．５Y４／４ オリーブ褐色 砂質土
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８０号土坑（SK５０８０）（第３８１～３８２図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ δ Ⅰ S－７グリッド

規模と形状 長径０．６７�、短径０．４９�、深度０．３１�を測る土坑である。遺構の形状は、平面が楕円形で

あり、断面は逆台形である。

土層 遺構覆土は、暗褐色砂質土と褐色砂質土である。

出土遺物 S１はサヌカイト製剥片である。

時期 弥生時代と推定される。

８５号土坑（SK５０８５）（第３８３～３８５図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ δ Ⅰ Q・R－７・８グリッド

規模と形状 長径１．０８�、短径０．８９�、深度０．１７�を測る土坑である。遺構の形状は、南側の形状が確

認できなかったが、隅丸方形であろうか。断面は逆台形である。

土層 遺構覆土は褐色砂質土である。

遺物出土状況 結晶片岩川原石と共に壺１が出土した。

第３８０図 SK５０７２出土遺物図 第３８２図 SK５０８０出土遺物図

１ １０YR５／４ にぶい黄褐色
２ １０YR４／４ 褐色

第３７８図 SK５０７２遺構平・断面図

１ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
２ １０YR４／４ 褐色 砂質土
（炭化物を少量含む）

第３８１図 SK５０８０遺構平・断面図

第３７９図 SK５０７２遺物出土状況図
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出土遺物 １・２は弥生土器で、１は広口壺、２は甕である。

時期 弥生時代後期である。

８６号土坑（SK５０８６）（第３８６図）

位置 ９６－１・２区。Loc.B３ δⅠ P・Q－７・８グリッド

規模と形状 長軸０．５７�、短軸０．４２�、深度０．２�を測る土坑である。平面形態は不整楕円形を呈する。

土層 遺構覆土は、にぶい黄褐色砂質土と褐色砂質土である。

時期 図化可能な遺物はなかったものの、遺構面の対応関係からみて弥生時代と推定される。

８９号土坑（SK５０８９）（第３８７～３８９図）

位置 ９６－１・２区。Loc.B３ δⅠ Q－７グリッド

規模と形状 長径０．８２�、短径０．７９�、深度０．２２�を測る土坑である。遺構の形状は、遺構の南東側が

検出されていないが、平面は不整円形であろうか。断面は逆台形である。

土層 遺構覆土は、褐色砂質土である。

出土遺物 １は弥生土器壺である。

時期 弥生時代後期である。

９１号土坑（SK５０９１）（第３９０～３９２図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ δⅠ Q－７・８グリッド

規模と形状 長径１．０８�、短径０．５６�、深度０．１８�を測る土坑である。遺構の形状は、遺構の南側が検

出されていないが、平面は南北に長い不定形である。断面は、逆台形であろうか。

土層 遺構覆土は４層に分層することができ、１・３層は褐色砂質土、２層は褐色砂礫層、４層はにぶ

い黄褐色砂質土ある。

出土遺物 １は弥生土器壺である。

時期 弥生時代後期である。

９２号土坑（SK５０９２）（第３９３・３９４図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ δ Ⅰ Q－７グリッド

規模と形状 長径１．６５�、短径１．１５�、深度０．２８�を測る土坑である。遺構の形状は、平面が楕円形で

あり、断面が逆台形である。

土層 遺構覆土は褐色砂質土である。

出土遺物 S１はサヌカイト剥片である。

時期 遺構面の対応関係からみて弥生時代と推定される。
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第３８６図 SK５０８６遺構平・断面図

第３８４図 SK５０８５遺物出土状況図

１ １０YR４／４ 褐色

第３８３図 SK５０８５遺構平・断面図

第３８５図 SK５０８５出土遺物図

１ １０YR５／４ にぶい黄褐色 砂質土
（２．５Y６／３ にぶい黄色をブロック状に含む）

２ １０YR４／４ 褐色 砂質土
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第３９２図 SK５０９１出土遺物図

第３８８図 SK５０８９遺物出土状況図

１ １０YR４／４ 褐色

第３８７図 SK５０８９遺構平・断面図 第３８９図 SK５０８９出土遺物図

第３９１図 SK５０９１遺物出土状況図

１ １０YR４／４ 褐色 砂質土
２ １０YR４／４ 褐色 砂礫質
（炭化物少量含む）

３ １０YR４／４ 褐色
４ １０YR５／４ にぶい黄褐色

第３９０図 SK５０９１遺構平・断面図

―３５３―



0 1m

0 5cm

S1

A

　
A ́

B 　B́

Y
=9
0,
53
4

X=
116,882

1 2

A
　
A ́

1

2

B 　B́

L=11.700m

L=
11
.7
00
m

９４号土坑（SK５０９４）（第３９５～３９７図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ δ Ⅰ P・Q－６・７グリッド

規模と形状 長径２．２４�、短径２．１６�、深度０．３２�を測る土坑である。遺構の形状は、平面が不整円形

であり、断面は逆台形である。

土層 遺構内覆土は、褐色砂質土、にぶい黄褐色砂質土である。

遺物出土状況 多量の結晶片岩川原石と共に土器片が検出された。

出土遺物 １～３は弥生土器で、１は甕、２・３は壺である。

時期 弥生時代後期である。

９９号土坑（SK５０９９）（第３９８・３９９図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３、δ Ⅰ O・P－７グリッド

規模と形状 長径１．１９�、短径０．７５�、深度０．０８�を測る土坑である。遺構の形状は、平面が逆 L状

の不定形で、断面は逆台形を呈する。

土層 遺構覆土は、黄褐色砂質土である。

出土遺物 １は弥生土器壺である。

時期 弥生時代後期である。

第３９４図 SK５０９２出土遺物図

第３９３図 SK５０９２遺構平・断面図

１ １０YR４／６ 褐色 砂質土（炭化物を少量含む。全体に５Y５／３ 灰オリーブ色をまだらに含む）
２ １０YR４／４ 褐色 砂質土（炭化物を少量含む。全体に５Y５／３ 灰オリーブ色をまだらに含む）
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１ １０YR４／６ 褐色 砂質土
２ １０YR４／４ 褐色 砂質土（炭化物を少量含む）
３ １０YR５／４ にぶい黄褐色 砂質土
４ １０YR４／４ 褐色 砂質土
５ １０YR４／６ 褐色 砂質土
６ １０YR５／４ にぶい黄褐色 砂質土

７ １０YR４／４ 褐色 砂質土
８ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土
９ １０YR４／４ 褐色 砂質土
１０ １０YR４／４ 褐色 砂質土（炭化物を少量含む）
１１ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土
１２ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土（炭化物を少量含む）

第３９５図 SK５０９４遺構平・断面図
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第３９６図 SK５０９４遺物出土状況図 第３９７図 SK５０９４出土遺物図

第３９８図 SK５０９９遺構平・断面図

第３９９図 SK５０９９出土遺物図

１ ２．５Y５／３ 黄褐色 砂質土
２ ２．５Y５／３ 黄褐色 砂質土

―３５６―



A

　A ́

B 　B́

A
2 1

1
2

2

L=11.600m

　A ́

B 　B́

L=11.600m

0 1m

Y=
90
,52
9

X=116,874

3

１００号土坑（SK５１００）（第４００～４０３図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ δ Ⅰ O－６グリッド

規模と形状 長径３．３２�、短径２．１４�、深度０．１８�を測る大形の土坑である。遺構の形状は、南北方向

に長い不整楕円形であり、断面は逆台形である。

土層 遺構覆土は３層に分層でき、１・２層は暗褐色砂質土、３層は褐色砂質土である。

遺物出土状況 多量の結晶片岩川原石と共に土器が出土した。北側の礫群と共に壺１が検出された。

出土遺物 １～７は弥生土器で、１は広口壺、２は甕、３～６は高杯、７は手捏ね土器の鉢である。S１

は砂岩製磨石である。S２はサヌカイト製剥片である。

時期 弥生時代後期である。

第４００図 SK５１００遺構平・断面図

１ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
（５Y５／１ 灰色 砂質土をブロック状に含む）

２ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
３ １０YR４／４ 褐色 砂質土
（５Y６／１ 灰色 砂質土をブロック状に含む）
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１０１号土坑（SK５１０１）（第４０４～４０７図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ δ Ⅰ M－５、K・L－６グリッド

規模と形状 残存長軸３．２５�、残存短軸１．６７�、深度０．１８�を測る大形の土坑である。平面形態は、南

西側が調査区外へと展開するために不明であるが、隅丸方形と推定される。小型の竪穴住居の可能性も

想定される。

土層 遺構覆土は暗褐色砂質土である。

遺物出土状況 遺構中央部より鉢４が比較的集中して検出された。小型破片は飛び散った状態である。

台石 S２上面から甕１が出土した。

出土遺物 １～４は弥生土器で、１～３は甕、４は大形の鉢である。S１は閃緑岩製敲石、S２は結晶

片岩製台石である。

時期 弥生時代後期である。

１０２号土坑（SK５１０２）

位置 ９７－１区。Loc. B３ δ Ⅰ P－１５グリッド

規模と形状 長径１．６１�、短径１．００�、深度０．２８�を測る土坑である。遺構の形状は、平面が隅丸長方

形であろうか。断面は逆台形である。遺構中央部東側は、EPによってきられている。

土層 遺構覆土は１１層に分層でき、１・２・１０・１１層は灰色砂質土、３・６層は暗褐色砂質土、４・５

層は灰オリーブ色砂質土、７層はにぶい黄褐色砂質土、８・９層は褐色砂質土である。

遺物出土状況 遺構中央部より、甕１が口縁部を北西方向に向けて横転した状態で検出された。完形の

状態で土坑内に納められたと推定される。甕１底部に接して高杯２が出土した。周辺からは結晶片岩川

原石が出土している。

第４０３図 SK５１００出土遺物図�
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第４０４図 SK５１０１遺構平・断面図

第４０５図 SK５１０１遺物出土状況図

１ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
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第４０６図 SK５１０１出土遺物図�
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第４０９図 SK５１０２遺物出土状況図 第４１０図 SK５１０２出土遺物図

１ ５Y６／１ 灰色 砂質土
（１０YR４／４ 褐色 砂質土をブロック状に含む）

２ ５Y６／１ 灰色 砂質土
（１０YR３／４ 暗褐色 砂質土をブロック状に含む）

３ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
（５Y５／１ 灰色 砂質土を少量含む）

４ ５Y５／２ 灰オリーブ色 砂質土
５ ５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土
（１０YR４／４ 褐色 砂質土をブロック状に含む）

６ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
（５Y６／１ 灰色 砂質土をブロック状に含む）

７ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土
（２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土をブロック状に含む）

８ １０YR４／４ 褐色 砂質土
（２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土をブロック状に含む）

９ １０YR４／４ 褐色 砂質土
（２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土をブロック状に含む）

１０ ５Y６／１ 灰色 砂質土
（１０YR４／４ 褐色 砂質土をブロック状に含む）

１１ ７．５Y６／１ 灰色 砂質土
（１０YR４／４ 褐色 砂質土をブロック状に含む）

第４０８図 SK５１０２遺構平・断面図
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出土遺物 １～３は弥生土器で、１は甕、２は高杯、３は鉢である。

時期 弥生時代後期である。

１０４号土坑（SK５１０４）（第４１１～４１３図）

位置 ９７－１区。Loc. B３ δ Ⅰ N・O－１７グリッド

規模と形状 長径１．５０�、短径１．１３�、深度０．１９�を測る土坑である。遺構の形状は、平面が不整楕円

形であり、断面は逆台形である。

土層 遺構覆土は４層に分層でき、１層は褐色砂質土、２層は暗褐色砂質土、３層はにぶい黄褐色砂質

土、４層は褐色砂質土である。

出土遺物 １は弥生土器の壺である。

時期 弥生時代後期である。

１０５号土坑（SK５１０５）（第４１４～４１６図）

位置 ９７－１区。Loc. B－３、δ Ⅰ N－１７グリッド

規模と形状 長径２．４２�、短径１．６７�、深度０．１８�を測る土坑である。遺構面の形状は、平面が不整隅

丸方形で、断面は逆台形である。

土層 遺構覆土は３層に分層でき、１層は灰色砂質土、２層は黄灰色砂質土、３層は灰黄色砂質土であ

る。

遺物出土状況 遺構ほぼ中央から壺１が出土している。口縁部を北に向けて横倒しの状態で検出され

た。完形の状態で土坑内に納められたと推定される。

出土遺物 １は弥生土器の広口壺である。

時期 弥生時代後期である。

１０７号土坑（SK５１０７）（第４１７～４１９図）

位置 ９７－１区。Loc. B３ δ Ⅰ M－１５・１６グリッド

規模と形状 長径１．２５�、短径０．８４�、深度０．１４�を測る土坑である。遺構の形状は、平面が楕円形で

あり、断面は逆台形である。

土層 遺構覆土は３層に分層でき、１層はオリーブ褐色砂質土、２層は褐色砂質土、３層はにぶい黄褐

色砂質土である。

遺物出土状況 遺構南側の３層中より壺１が横転した状態で出土した。頸部より上位の部位は出土して

いない。

出土遺物 １は弥生土器の壺である。

時期 弥生時代後期である。

１１０号土坑（SK５１１０）（第４２０～４２２図）

位置 ９７－１区。Loc. B３ δ Ⅰ M－１７グリッド

規模と形状 長径２．５８�、短径２．２０�、深度０．１８�を測る土坑である。遺構の形状は、平面が全体的に

不定形であり、断面は逆台形である。
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第４１１図 SK５１０４遺構平・断面図

第４１２図 SK５１０４遺物出土状況図 第４１３図 SK５１０４出土遺物図

１ １０YR４／４ 褐色 砂質土
（７．５Y６／１ 灰色 砂質土をブロック状に含む）

２ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
（５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土をブロック状に含む。炭化物を少量含む）

３ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土
（５Y６／１ 灰色 砂質土をブロック状に含む）

４ １０YR４／４ 褐色 砂質土
（１０Y６／１ 灰色 砂質土をブロック状に含む）
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第４１４図 SK５１０５遺構平・断面図

第４１５図 SK５１０５遺物出土状況図 第４１６図 SK５１０５出土遺物図

１ ５Y６／１ 灰色 砂質土
２ ２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土
３ ２．５Y７／２ 灰黄 砂質土
（炭化物を少量含む）
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第４１７図 SK５１０７遺構平・断面図 第４１８図 SK５１０７遺物出土状況図

第４１９図 SK５１０７出土遺物図

１ ５Y６／３ オリーブ黄色 砂質土
２ １０YR４／４ 褐色 砂質土
３ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土
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第４２０図 SK５１１０遺構平・断面図

１ １０YR５／２ 灰黄色 砂質土（１０YR４／４ 褐色 砂質土をブロック状に含む。炭化物を少量含む）
２ １０YR４／４ 褐色 砂質土（１０YR５／２ 灰黄色 砂質土をブロック状に含む）
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土層 遺構覆土は２層に分層でき、１層は灰黄色砂質土、２層は褐色砂質土である。

遺物出土状況 遺構中央部から西側部分にかけて土器が集中して出土した。壺１は口縁端部を床面に接

して、胴部が周辺に散らばっていることから、倒立した状態で土坑内に納められたと推定される。

出土遺物 １は弥生土器広口壺である。S１は結晶片岩製石庖丁である。

時期 弥生時代後期である。

第４２２図 SK５１１０出土遺物図
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柱穴

９２号柱穴（SP５０９２）（第４２３・４２４図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ δ Ⅰ S－４グリッド

規模と形状 長径０．３９�、短径０．３５�、深度０．０８�を測る柱穴である。遺構の形状は、平面が円形で、

断面は逆台形である。

土層 遺構覆土は２層に分層でき、１層は褐色砂質土、２層は黄褐色砂質土である。

出土遺物 １は弥生土器高杯である。

時期 弥生時代後期である。

１０４号柱穴（SP５１０４）（第４２５～４２７図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ δ Ⅰ O－６グリッド

規模と形状 長径０．４４�、短径０．４０�、深度０．２１�を測る柱穴である。遺構の形状は、西側が検出され

なかったため不明であるが、平面は不整円形であろうか。断面は、船底形である。遺構底面から壺１が

正位で出土した。

土層 遺構覆土はにぶい黄色砂質土である。

出土遺物 １は弥生土器壺である。体部下部～底部にかけて焼成後の穿孔がある。

時期 弥生時代後期である。

１０６号柱穴（SP５１０６）（第４２８～４３０図）

位置 ９７－１区。Loc. B３ δ Ⅰ R－１５グリッド

規模と形状 長径０．５４�、短径０．３５�、深度０．３８�を測る柱穴である。遺構の形状は、平面の西側が一

部他の遺構できられているが、隅丸方形であろうか。断面は、逆台形を呈する。柱抜き取り跡部は、約

０．２８�、深度０．４９�を測る。

土層 遺構覆土は８層に分層される。柱抜き取り跡部は灰色砂質土、にぶい黄褐色砂質土、暗褐色砂質

土である。埋土は、灰オリーブ色砂質土、褐色砂質土、灰黄色砂質土である。

遺物出土状況 埋土上面から鉢１が出土した。

出土遺物 １は弥生土器鉢である。

時期 弥生時代後期である。

１０７号柱穴（SP５１０７）（第４３１～４３３図）

位置 ９７－１区。Loc. B３ δ Ⅰ M－１７グリッド

規模と形状 長径０．５８�、短径０．５４�、深度０．１８�を測る土坑である。遺構の形状は、平面が不整円形

で、断面が逆台形を呈する。

土層 遺構覆土は３層に分層され、１層は灰オリーブ色砂質土、２層は褐色砂質土、３層は黄灰色砂質

土である。

遺物出土状況 遺構内中央部の１層中より壺１が出土した。壺１は底部を上に向けて口縁部を南西方向

側の床面に向けて倒立された検出された。

出土遺物 １は弥生土器壺である。
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第４２７図 SP５１０４出土遺物図

第４２４図 SP５０９２出土遺物図

１ １０YR４／４ 褐色 砂質土
２ １０YR５／６ 黄褐色 砂質土

第４２３図 SP５０９２遺構平・断面図

第４２６図 SP５１０４遺物出土状況図

１ ２．５Y６／３ にぶい黄色 砂質土

第４２５図 SP５１０４遺構平・断面図
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時期 弥生時代後期である。

墳丘墓

１号墳丘墓（SM５００１）（第４３４～４５５図）

位置 ９６－１区。Loc. B－３ δ１ S－３・４グリッド

規模と形状 推定直径１８�、残存墳丘高０．５�を測る墳丘墓である。墳丘は、後世の水田開発によりほ

とんど削平された状態で、墳丘盛土は遺存していない。突出部列石の検出と竪穴式石槨 ET１の検出に

より墳丘墓として確認された。写真では墳丘内に川原石が大量に検出されているが、これらの川原石は

墳丘を構成する石ではなく、地山を形成する鮎喰川の自然堤防内に含まれるものである。よって墳丘は、

第４３１図 SP５１０７遺構平・断面図

１ ７．５Y６／１ 灰色 砂質土
（１０YR３／４ 暗褐色 砂質土をブロック状に含む）

２ ５Y６／１ 灰色 砂質土
（１０YR４／４ 褐色 砂質土をブロック状に含む。炭
化物を少量含む）

３ ５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土
（１０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土をブロック状に
含む）

４ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土
５ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
（２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土をブロック状に含む。
炭化物を少量含む）

６ ２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土
（１０YR４／４ 褐色 砂質土をブロック状に含む）

７ １０YR３／３ 暗褐色 砂質土
８ １０YR４／４ 褐色 砂質土
（７．５Y６／１ 灰色 砂質土をブロック状に含む）

第４２９図 SP５１０６遺物出土状況図

第４２８図 SP５１０６遺構平・断面図
第４３０図 SP５１０６出土遺物図

第４３２図 SP５１０７遺物出土状況図

１ ５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土
２ １０YR４／４ 褐色 砂質土
（５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土をブロック状に含む）

３ ２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土

第４３３図 SP５１０７出土遺物図
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石積墳丘ではなく盛土墳丘となる。墳丘盛土は、にぶい黄褐色砂礫層や黄灰色砂層等であることから、

遺構構築面形成土が墳丘盛土として利用されている。

墳丘平面形態も同様に遺存状態が不良であり、墳丘裾は北～東側部分しか遺存していない。推定直径

１８�を測る不整円形を呈する。墳丘裾部からは２０～３０㎝大の川原石が検出されたが、面を揃えたり積み

上げた状態ではない。

矩形を呈する突出部が北側と東側の２箇所に伴う。北側突出部は台形を呈し、裾（外）側幅４�、基

部（内）側５．２�、奥行き２．５�を測る。突出部裾には川原石の列石が伴う。列石は２０～３０㎝大の川原石

を小口積みにして２～３段積み上げている。突出部西墳丘側隅には１辺１．５�の L字形を呈する石列が

伴う。角部は緩い弧を描く。石列は小口を揃えて並べられており、一部は２段に積まれている箇所があ

るが、基本は一段積みである。東側突出部は長方形を呈し、裾（外）側幅５．２�、奥行き２．３�を測る。

北側突出部同様に、裾部には２０～３０㎝大の川原石を小口積みにした列石が伴う。北側隅の突出部対角線

上には、川原石長軸を揃えて階段状に積み上げられている。外側列石と合わせて階段状を呈する。突出

部南墳丘側隅には１辺１．５�の L字形を呈する石列が伴う。角部は緩い弧を描く。石列は小口を揃えて

並べられており、基本は一段積みである。

遺物出土状況 遺物は主に墳丘南～西側より比較的集中して出土している。しかし、何れも破片であり、

墳丘上に置かれた状態を示すような遺物出土状況ではない。墳丘築造時に盛土として搬入された客土内

に含まれる遺物群に加えて、墳丘墓に関連する遺物群や、墳丘埋没後に撹乱された遺物群が混在する。

高杯１９・壺２３・甕２７・鉢３１は約１�の範囲より集中しており、墳丘墓に関連する遺物群と想定される。

鹿線刻画が刻まれた壺２２は、３．５�離れた個体片が接合されたものである。

出土遺物 弥生土器１～６は甕である。甕３・５の底部には焼成後の穿孔が施されている。弥生土器７

は器台口縁部である。口唇部及び垂下口唇部には棒状工具による刻目が施されている。垂下部にはヘラ

ガキによる円形文の後に３条のヘラガキ沈線が施されている。弥生土器８～１２は壺である。弥生土器１３・

１４・３１・３２は大型鉢である。弥生土器１６～１９、３０は高杯である。弥生土器２０・２１は不明土製品であるが、

２０は土製支脚の可能性がある。２１は裾広がりの器形で、隅丸方形のスカシ孔が伴う。弥生土器２２～２４は

壺である。壺２３にの肩部には線刻による２頭の鹿が描かれている。なお、掲載実測図では外面からの敲

打による穿孔が表現されているが、調査時の欠損である。弥生土器２５～２９は甕である。甕２８には敲打に

よる穿孔が施されており、土器棺として転用されていた可能性がある。

１号竪穴式石槨（SM５００１ET１）（第４３９～４４２図）

規模と形状 １号竪穴式石槨の墓壙は、不整長方形を呈する。検出規模は、長軸３．８�、短軸１．４�、

深度０．４６�を測る。遺構の形状は、平面が東西方向に長い不整長方形であり、断面は逆台形を呈する。

石槨の在残状況は半分のみで、北側長側壁のみの検出である。蓋石や南側長側壁、東西小口側壁に該

当する石材は検出されていない。北側長側壁の検出規模は、残存長３�、残存高０．４�を測る。使用石

材には結晶片岩川原石や結晶片岩割石が混在する。川原石は小口積で、割石は平積みと小口積みを併用

して側壁を形成している。側壁最下段と木棺との間には小型の川原石や割石を充填している。粘土は伴

わない。墓壙基底部は、南北・東西方向共に緩い弧を描いており、木棺が伴うと仮定するならば舟底状

を呈すると推定される。

木棺推定規模は、全長２�、幅０．５�を測る。西側には直径３０㎝の範囲で朱が検出された。
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７ １０YR４／４ 褐色 砂
８ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂礫
９ ２．５Y４／３ オリーブ褐色 砂
１０ ２．５Y５／３ 黄褐色 砂質土
１１ ２．５Y５／１ 黄灰色 砂礫
１２ ２．５Y６／１ 黄灰色 砂
１３ ２．５Y４／３ オリーブ褐色 砂
１４ １０YR４／４ 褐色 砂質土
１５ １０YR５／４ にぶい黄褐色 砂質土
１６ １０YR４／４ 褐色 砂質土
１７ １０YR５／４ にぶい黄褐色 砂質土
１８ １０YR４／４ 褐色 砂質土
１９ １０YR４／４ 褐色 砂礫
２０ １０YR５／４ にぶい黄褐色 砂質土
２１ １０YR４／４ 褐色 砂質土
２２ １０YR４／４ 褐色 砂質土

２３ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
２４ １０YR４／４ 褐色 砂質土
２５ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
２６ １０YR４／４ 褐色 砂質土
２７ １０YR４／４ 褐色 砂質土
２８ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
２９ １０YR４／４ 褐色 砂質土
３０ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
３１ １０YR４／４ 褐色 砂質土
３２ １０YR５／４ にぶい黄褐色 砂質土
３３ １０YR３／３ 暗褐色 砂質土
３４ １０YR５／４ にぶい黄褐色 砂質土
３５ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
３６ １０YR４／４ 褐色 砂質土
３７ １０YR５／４ にぶい黄褐色 砂質土
３８ １０YR４／４ 褐色 砂質土
３９ １０YR４／４ 褐色 砂質土
４０ １０YR３／４ 暗褐色 砂
４１ １０YR４／４ 褐色 砂質土
４２ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土
４３ １０YR４／４ 褐色 砂質土
４４ １０YR５／３ にぶい黄褐色 砂礫

第４３５図 SM５００１遺構断面図
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第４３６図 SM５００１列石平・断面図�
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第４３８図 SM５００１遺物出土地点図
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１ １０YR５／４ にぶい黄褐色 砂質土
２ １０YR４／４ 褐色 砂質土
３ １０YR４／４ 褐色 砂質土
４ １０YR５／３ にぶい黄褐色 砂質土
５ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土
６ １０YR５／４ にぶい黄褐色 砂質土
７ １０YR４／４ 褐色 砂質土
８ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
９ １０YR５／４ にぶい黄褐色 砂質土
１０ １０YR４／４ 褐色 砂質土
１１ １０YR４／４ 褐色 砂
１２ １０YR５／３ にぶい黄褐色 砂質土
１３ １０YR４／４ 褐色 砂質土
１４ １０YR４／６ 褐色 砂質土
１５ １０YR３／４ 暗褐色 砂
１６ １０YR５／４ にぶい黄褐色 砂
１７ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土
１８ １０YR４／４ 褐色 砂質土

第４４０図 SM５００１ET１遺構平・断面図
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土層 石槨内堆積土層は、１８層に分層できる。何れも石槨構築に伴う埋土である。東側小口外側にはに

ぶい黄褐色砂質土層や褐色砂質土層が充填されている。南側長側壁基底部には暗褐色砂層、にぶい黄褐

色砂質土層が充填されている。北側長側壁基底部には褐色砂質土層が充填されている。木棺基底部には

にぶい黄褐色砂質土層、褐色砂質土層等が充填されている。粘土層は伴わない。

出土遺物 出土遺物は、７点の弥生土器図化することができた。壺１は北側長側壁石材除去後の墓壙床

面直上から検出された。石槨構築直前に据え置かれたものと推定される。２・３は壺底部である。４は

甕底部である。５・６は高杯、７はミニチュア土器（甕）である。石器 S１はサヌカイト剥片である。

２号土壙墓（SM５００１ET２）（第４４３・４４４図）

規模と形状 ２号土壙墓は、長径１．２２�、短径０．６０�、深度０．２２�を測る土壙である。平面形状は不整

楕円形を、断面形は逆台形を呈する。墓壙上面には結晶片岩川原石が４個並んだ状態で置かれている。

標石としての機能があると推定される。

土層 墓壙埋土は３層に分層できる。１層は灰黄褐色砂質土層、２層は暗褐色砂質土層、３層はにぶい

黄褐色砂質土層である。

出土遺物 出土遺物は、３点の弥生土器が図化することができた。１・２は甕、３は鉢である。

３号集石墓（SM５００１ET３）（第４４５・４４６図）

規模と形状 ３号集石墓は、長軸２．５�、短軸１１．２�、深度０．４８�を測る土壙である。平面形状は不整

第４４３図 SM５００１ET２遺構平・断面図

第４４４図 SM５００１ET２出土遺物図

１ １０YR５／２ 灰黄褐色 砂質土
２ １０YR４／４ 暗褐色 砂質土
３ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土
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第４４５図 SM５００１ET３遺構平・断面図

第４４６図 SM５００１ET３出土遺物図�

１ １０YR４／４ 褐色 砂質土
２ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土
３ １０YR４／４ 褐色 砂質土
４ １０YR３／３ 暗褐色 砂質土
５ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土
６ １０YR３／４ 褐色 砂質土
７ １０YR４／４ 褐色 砂質土
８ １０YR５／４ にぶい黄褐色 砂質土
９ １０YR３／４ 暗褐色 砂
１０ １０YR４／６ 褐色 砂質土
１１ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
１２ １０YR４／４ 褐色 砂質土
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第４５２図 SM５００１周辺グリッド出土遺物図�
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長方形を、断面形は階段状を呈する。下段墓

壙は長軸１．１５m、短軸０．８mを測る。下段墓

壙形状に合わせて、墓壙上層からは直径２０㎝

大の川原石が集積されている。集石は裾が明

瞭ではなく列石や標石は伴わない。土層の観

察状況から木棺が伴ったと推定される。

土層 墓壙埋土は、上段墓壙埋土と下段墓壙

埋土の２層に大きく分層することができる。

下段墓壙埋土の内、７・８・９層は棺内流れ

込み土層である。１０～１２層は棺裏込埋土と位

置付けることが出来る。上段墓壙埋土は集石

下層の２・４層である。

出土遺物 出土遺物は３点図化することが出

来た。１～３は弥生土器壺である。

土器棺墓・土壙墓・集石墓

１号土器棺墓（ST５００１）（第４５６～４５８図）

位置 ９６－１区。Loc. B３ ε Ⅰ A－３グリッ

ド

規模と形状 長径０．６５�、短径０．６４�、深度

０．１９�を測る墓壙である。遺構の形状は、平

面が円形であり、断面は逆台形である。

土器棺には甕を使用している。甕の下部に

は１０㎝大の川原石が５個充填されている。ま

た、遺構上端部や甕の上部にも川原石が置か

れた状態で検出された。

土層 埋土は黄褐色砂質土である。

出土遺物 １・２は弥生土器甕である。

時期 弥生時代後期である。

２号土器棺（ST５００２）（第４５９～４６１図）

位置 ９６－１区。Loc. B３ δ Ⅰ T－３グリッ

ド

規模と形状 長径０．９０�、短径０．６４�、深度

０．３０�を測る土器棺墓である。主軸は、N－

１９°－Eを測り、東西方向を指向する。墓壙

の平面形態は、不整楕円形であり、断面が船

底形を呈する。

第４５６図 ST５００１遺構平・断面図

第４５７図 ST５００１遺物出土状況図

第４５８図 ST５００１出土遺物図

１ １０YR５／６ 黄褐色 砂質土
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第４６０図 ST５００２土器棺検出状況図

第４５９図 ST５００２墓壙平・断面図

第４６１図 ST５００２出土遺物図

１ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
（２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土をブロック状に含む）

２ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
３ １０YR４／４ 褐色 砂質土
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土器棺の棺身には壺を、棺蓋には鉢を転用している。土器棺がは東側に口縁部を向けて約°傾いた状

態で埋葬されて散る。棺身（２）は、口縁部から頸部が欠損し、胴下半部に穿孔が施されている。それ

を覆うように棺蓋（１）の鉢底部を上に向け蓋として被せている。

土層 遺構覆土は３層に分層出来る。土器棺を直接支える埋土（１層）は暗褐色砂質土である。墓壙埋

土は、暗褐色砂質土と褐色砂質土である。墓壙埋土を充填した後に、再度土器棺を埋納するために掘削

し、１層を充填しながら土器棺を安置したと考えられる堆積である。

出土遺物 棺蓋１は鉢である。棺身２は壺である。頸部より上部を打ち欠き、胴下半部に内側からの敲

打による穿孔が伴う。外面底部の欠損は焼成破裂痕である。

時期 弥生時代後期である。

３号土壙墓（ST５００３）（第４６２図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ δ Ⅰ R－４グリッド

規模と形状 長軸１．６８�、短軸０．９４�、深度０．３�を測る土坑である。主軸方位は N－８１°－Wを測り、

東西方向を指向する。墓壙平面形態は隅丸長方形を呈し、長軸断面形態は船底形、短軸断面形態は垂直

に近い逆台形を呈する。

土器棺は伴わず、木棺痕跡等も未確認である。平面形態や規模から墓壙として報告する。

土層 墓壙と仮定した場合、床埋土は２層（黄褐色砂質土）である。小口側埋土は１・２・３・４層と

なる。覆土は１層（褐色砂質土）である。

出土遺物 遺物は出土していない。

時期 遺構面の対応関係からみて弥生時代後期とみられる。

１ １０YR４／４ 褐色 砂質土
２ ２．５Y５／６ 黄褐色 砂質土
３ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
４ １０YR４／４ 褐色 砂質土
５ １０YR４／６ 褐色 砂質土

第４６２図 ST５００３墓壙平・断面図
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４号土壙墓（ST５００４）（第４６３・４６４図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B－３、δ Ⅰ S－４・５グリッド

規模と形状 長径２．２４�、短径０．９６�、深度０．３０�を測る墓壙である。主軸は、N－７９°－Eを測り、

１ １０YR５／４ にぶい黄褐色 砂質土
（炭化物を少量含む）

２ １０YR６／４ にぶい黄橙色 砂質土
３ １０YR５／４ にぶい黄褐色 砂質土
（炭化物を少量含む）

４ １０YR４／４ 褐色 砂質土
５ １０YR５／６ 黄褐色 砂質土
６ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土
（炭化物を少量含む）

７ １０YR４／４ 褐色 砂質土
８ １０YR４／６ 褐色 砂質土
９ １０YR４／４ 褐色 砂質土
１０ １０YR６／６ 明黄褐色 砂質土
（炭化物を少量含む）

１１ １０YR６／４ にぶい黄橙色 砂質土
１２ １０YR７／４ にぶい黄橙色 砂質土

１３ １０YR４／６ 褐色 砂質土
（炭化物を少量含む）

１４ １０YR４／６ 褐色 砂質土
１５ １０YR４／６ 褐色 砂質土
１６ １０YR４／４ 褐色 砂質土
１７ １０YR４／４ 褐色 砂質土

第４６３図 ST５００４墓壙平・断面図

第４６４図 ST５００４出土遺物図
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東西方向を指向する。遺構平面形態は不整形な隅丸長方形を呈し、長軸断面形態は隅丸逆台形を、短軸

断面形態は垂直に近い隅丸逆台形を呈する。

土器棺は伴わず、木棺痕跡等も未確認である。平面形態や規模から墓壙として報告する。

土層 墓壙と仮定した場合、床埋土は１６・１７層（褐色砂質土）となる。小口側埋土は１４・７・５層（褐

色砂質土、黄褐色砂質土）となる。覆土は６・９・１０層（にぶい黄褐色砂質土、褐色砂質土、明黄褐色

砂質土）等である。

出土遺物 S１は結晶片岩製石包丁である。使用痕が観察される。

時期 弥生時代後期である。

５号土壙墓（ST５００５）（第４６５～４６７図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ δ Ⅰ S－４グリッド

規模と形状 検出長軸３．２２�、短軸１．３４�、深度０．２１�を測る土坑である。主軸は、N－１０°－Wを測

り、南北方向を指向する。平面形態は不整形な方形を、短軸断面形態は方形を呈する。

土器棺は伴わず、木棺痕跡等も未確認である。平面形態や規模から墓壙として報告する。

土層 遺構覆土は１９層に分層される。墓壙と仮定した場合、床埋土は２３層（にぶい黄褐色砂質土）や１７

層（褐色砂質土）である。小口側埋土は１８～２２層（にぶい黄褐色砂質土、褐色砂質土、暗褐色砂質土）

である。長側側埋土は５～８層（黄灰色砂質土、褐色砂質土、にぶい黄褐色砂質土）である。覆土もし

くは木棺上部の埋土は１～４層（暗灰黄色砂質土、黄褐色砂質土、褐色砂質土、にぶい黄褐色砂質土）

である。

遺物出土状況 １層上面より土器類と川原石が検出された。南側推定小口部直上には、結晶片岩川原石

が面を揃えて１列に置かれた状態で検出された。その北側（木棺側）より壺３が検出された。石列から

北約７５㎝付近に該当する。土器は同地点で潰れたような状態である。壺２のそばには約３０㎝大の結晶片

岩川原石が置かれている。

出土遺物 １～４は弥生土器で、１～３は壺、４は短頸壺である。４の胴部に敲打による穿孔が施され

ている。石器 S１は御荷部石製太形蛤刃石斧である。

時期 弥生時代後期である。

６号土器棺墓（ST５００６）（第４６８～４７１図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ δ Ⅰ S－３グリッド

規模と形状 長径１．６２�、短径１．６０�、深度０．５３�を測る土器棺墓である。平面形態は不整形、断面形

態は階段状を呈する２段墓壙である。中央部に土器棺を埋設するための小穴 EP１を掘削している。

EP１の規模は、直径０．６８�、深度約０．４２�である。遺構平面形態は不整円形を、断面形態は逆台形

を呈する。

土器棺は口縁部を東側に向けて、ほぼ水平に近い転倒位の状態で埋設されている。土器棺の下部には

１０㎝大の川原石が充填されている。土器棺を安定刺すための棺台としての機能が想定される。棺身は壺

１である。頸部付近から上部は打ち欠いている。棺蓋は鉢２である。棺蓋を支えるために EP１壁との

間に川原石を１個置いている。土器棺を EP１内に埋設し埋土を充填した後に、棺蓋直上に壺３を正位

置で置かれた状態で検出された。
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１ ２．５Y５／２ 暗灰黄色 砂質土（炭化物を少量含む）
２ ２．５Y５／３ 黄褐色 砂質土（炭化物をやや多く含む）
３ １０YR４／４ 褐色 砂質土（炭化物を少量含む）
４ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土（炭化物を少量含む）
５ ２．５Y５／１ 黄灰色 砂質土
６ １０YR４／４ 褐色 砂質土
（２．５Y５／１ 黄灰色 砂質土をブロック状に含む）

７ １０YR４／４ 黄褐色 砂質土（炭化物を少量含む）
８ １０YR５／４ にぶい黄褐色 砂質土（炭化物を少量含む）
９ ７．５Y３／３ 暗褐色 砂質土

１０ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土
１１ ２．５Y５／１ 黄灰色 砂質土
１２ ２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土
（１０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土をブロック状に含む）

１３ １０YR４／４ 褐色 砂質土
（２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土をブロック状に含む）

１４ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
１５ １０YR４／４ 褐色 砂質土
（２．５Y５／１ 黄灰色 砂質土をブロック状に含む）

１６ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土（炭化物を少量含む）
１７ １０YR４／４ 褐色 砂質土
１８ １０YR５／４ にぶい黄褐色 砂質土（炭化物を少量含む）
１９ １０YR４／４ 褐色 砂質土
２０ １０YR５／４ にぶい黄褐色 砂質土（炭化物を少量含む）
２１ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土（炭化物を少量含む）
２２ １０YR４／４ 褐色 砂質土（炭化物を少量含む）
２３ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土

第４６５図 ST５００５墓壙平・断面図
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墓壙上段部の掘削深度は浅く約２０㎝を測る。EP１の東側と南側には川原石が直線状に置かれている。

東側には EP１から約２５㎝離れた地点に２５㎝大の川原石が置かれている。一方、EP１南側には約１５㎝離

れた地点に１０㎝弱に石が置かれている。

土層 EP１内の土器棺埋土は７層（褐色砂質土）である。墓壙上段部の埋土は１～６層（灰黄褐色砂

質土、褐色砂質土、暗褐色砂質土、にぶい黄褐色砂質土）である。

出土遺物 棺蓋に該当する１は弥生土器鉢、棺身に該当する２は弥生土器壺である。弥生土器３は壺で

ある。同上半部から上方は打ち欠きにより欠損している。弥生土器４は甕である。S１は結晶片岩製敲

石である。

時期 弥生時代後期である。

第４６６図 ST５００５遺物出土状況図
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第４６７図 ST５００５出土遺物図
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第４６８図 ST５００６墓壙平・断面図

第４６９図 ST５００６土器棺検出状況図

１ １０YR４／２ 灰黄褐色 砂質土
２ １０YR４／４ 褐色 砂質土
（２．５Y６／２ 灰黄 砂質土をブロック状に含む）

３ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
（炭化物を少量含む。２．５Y６／１
黄灰 砂質土をブロック状に含む）

４ １０YR４／２ 灰黄褐色 砂質土
５ １０YR４／２ 灰黄褐色 砂質土
６ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土
７ １０YR４／４ 褐色 砂質土（炭化物を少量含む）
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第４７０図 ST５００６出土遺物図�
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７号土器棺墓（ST５００７）（第４７２～４７４図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ δ Ⅰ S－３グリッド

規模と形状 長軸０．７０�、短軸０．５７�、深度０．２１�の土器棺墓である。平面形態はやや楕円形を、断面

形態は逆台形を呈する。

土器棺は棺身である壺と棺蓋である壺で構成されている。棺身は口縁部を東に向けて、棺身下半部が

水平になるように埋設されている。棺身である壺２は、肩部～反対側最大径までを打ち欠いている。棺

身口が大きいことから、棺蓋には壺１が使用されている。壺１は胴上半部を使用している。

墓壙壁面と土器棺の間には川原石が数個充填されている。土器棺の向きや傾きを固定するための棺台

としての機能が想定される。

土層 遺構埋土は２層の分層される。土器棺床埋土は２層（褐色砂質土）である。更に１層（にぶい黄

褐色砂質土）を墓壙内に充填している。土器棺内には１・２層が流れ込んで堆積して３・４層を形成し

ている。

出土遺物 棺蓋に該当する１は弥生土器壺である。全体を打ち欠き、胴上半部のみを蓋として転用して

いる。棺身に該当する弥生土器２は壺である。図面では完形の状態で復元して報告しているが、肩部～

頸部～口縁部～頸部～肩部～胴上半部の殆どを打ち欠くことにより棺身として転用している。胴下半部

に敲打による穿孔が施されている。

時期 弥生時代後期である。

８号土器棺墓（ST５００８）（第４７５～４７７図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ δ Ⅰ R－３グリッド

規模と形状 長軸０．６０�、短軸０．５４�、深度０．１７�を測る土器棺墓である。平面形態は不整円形を、断

第４７１図 ST５００６出土遺物図�

―４０４―



面形態は逆台形を呈する。

土器棺は壺で構成される。棺身には壺２を使用している。棺身は口縁部を北東方向にむ向けて、胴下

半部がほぼ水平になる状態で埋設されている。棺蓋には壺１を使用している。底部のみを転用している。

土器棺下側には、約１０㎝大の川原石が置かれている。棺身が立ち上がる地点に沿って置かれているこ

とから、棺台としての機能が想定される。

土層 遺構埋土は基本的には１層である。土器棺床埋土は４層（暗褐色砂質土）である。この４層を充

填しながら棺台としての川原石も配置したと推定される。土器棺内流れ込み土は１～３層（にぶい黄褐

色砂質土、褐色砂質土、暗褐色砂質土）である。

出土遺物 棺蓋に該当する１は弥生土器壺である。底部を打ち欠きにより取り外している。棺身に該当

する２は弥生土器壺である。頸部から上方を打ち欠きいている。胴下半部に内側からの敲打による穿孔

が施されている。

時期 弥生時代後期である。

９号土器棺墓（ST５００９）（第４７８～４８０図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ δ Ⅰ S－２グリッド

規模と形状 長径０．６８�、短径０．６５�、深度０．５４�を測る土器棺墓である。墓壙の平面形態は円形を、

断面形態は逆台形を呈する。墓壙形状は、遺構の北東側上端が側溝によって一部削られているが、平面

はほぼ円形であり、断面は逆台形を呈する。

土器棺は壺と鉢から構成されている。棺身は口縁部を東に向けて、約°傾けた状態で埋設されている。

棺身は頸部から上方を打ち欠いている。棺蓋は鉢を転用している。

土器棺の周辺から川原石が検出されているが、墓壙壁面に突き刺さっており、地山（自然堤防形成土）

の礫である。

墓壙南側の肩部より製塩土器３が出土している。墓壙埋土に伴う土器と推定される。

土層 土器棺埋土は３層で、暗褐色砂質土である。土器棺内に１・２層（暗褐色砂質土）が流れ込んで

いる。

出土遺物 棺蓋に該当する１は弥生土器鉢である。棺身に該当する２は弥生土器壺である。頸部から上

方を打ち欠いている。胴下半部に外側からの敲打による穿孔が施されている。３は製塩土器である。讃

岐からの搬入品である。

時期 弥生時代後期である。

１０号土器棺（ST５０１０）（第４８１～４８３図）

位置 ９７年立会調査。Loc. B３ δ Ⅰ S－３グリッド

規模と形状 長径０．７７�、短径０．７３�、深度０．４６�を測る土器棺墓である。墓壙平面形態は円形を、断

面形態は逆台形を呈する。

土器棺は壺で構成されている。棺身は口縁部を西に向けて約°傾けて棺身下半部が水平になる状態で

埋設されている。棺蓋は、壺の体部から底部を転用し、底部を上方に向けた状態で被せている。また、

棺身肩部まで蓋がかかっており、棺身埋設後に蓋を被せたのではなく、棺蓋を施した状態で埋設したと

推定される。
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第４７２図 ST５００７墓壙平・断面図

第４７３図 ST５００７土器棺検出状況図

１ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土
２ １０YR４／４ 褐色 砂質土
３ １０YR５／４ にぶい黄褐色 砂質土
４ １０YR４／４ 褐色 砂質土
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第４７５図 ST５００８墓壙平・断面図

第４７６図 ST５００８土器棺検出状況図 第４７７図 ST５００８出土遺物図

１ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土
２ １０YR４／４ 褐色 砂質土
３ １０YR３／３ 暗褐色 砂質土
４ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
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第４７８図 ST５００９墓壙平・断面図

第４７９図 ST５００９土器棺検出状況図

第４８０図 ST５００９出土遺物図

１ ２．５Y５／４ 黄褐色 砂質土
２ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
（炭化物を少量含む）

３ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
（炭化物を少量含む）
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墓壙東側肩部に結晶片岩割石が１個置

かれている。

土層 埋土は１層で褐色砂質土である。

出土遺物 棺蓋に該当する１は弥生土器

壺である。体部下半のみを転用してい

る。棺身に該当する２は弥生土器壺であ

る。頸部から上方を打ち欠いている。胴

上半部には外からの敲打による穿孔が、

胴部最大径部には外側からの敲打による

穿孔が、胴下半部には内側からの敲打に

穿孔が施されている。３は弥生土器鉢で

ある。

時期 弥生時代後期である。

１１号土器棺墓（ST５０１１）（第４８４～４８６図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ δⅠ Q－６

グリッド

規模と形状 長径０．７７�、短径０．７０�、

深度０．２３�を測る土器棺墓である。墓壙

平面形態は不整円形を、断面形態は緩い

船底形を呈する。土器棺の上半部が欠損

した状態で検出されており、本来の墓壙

は削平を受けている。

土器棺は壺から構成されている、棺蓋

は削平により不明である。棺身は口縁部

を北に向けて、胴部がほぼ水平になる状

態で埋設されている。

土層 土器棺埋土は１～３層で、褐色砂

質土、にぶい黄褐色砂質土、黄褐色砂質

土である。

出土遺物 棺身に該当する弥生土器１は

壺である。肩部から口縁部に欠けては打

ち欠いている。

時期 弥生時代後期である。

第４８１図 ST５０１０墓壙平・断面図

第４８２図 ST５０１０土器棺検出状況図
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１ １０YR４／４ 褐色 砂質土
２ １０YR６／３ にぶい黄橙色 シルト
３ １０YR５／６ 黄褐色 砂質土
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第４８６図 ST５０１１出土遺物図
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１２号土器棺墓（ST５０１２）（第４８７～４８９図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ δ Ⅰ O－６

グリッド

規模と形状 長径０．９９�、短径０．８４�、深

度０．５１�を測る土器棺墓である。墓壙平面

形態は不整楕円形を、断面形態は垂直に近

い逆台形を呈する。

土器棺は壺で構成されている。棺身は壺

を転用しており、口縁部を南東に向けて、

頸部と底部が水平になる具合まで傾けた状

態で埋設されている。棺蓋は壺を転用して

おり、胴最大径から反対側頸部を打ち欠く

ことにより蓋としている。

土層 土器棺床埋土は４層（褐色砂質土）

である。土器棺内には１・２層（灰黄褐色

砂質土、にぶい黄褐色砂質土）が流れ込ん

でいる。

出土遺物 棺蓋に該当する１は弥生土器

壺、棺身に該当する２は弥生土器壺であ

る。広口壺の口辺部を打ち欠いている。弥

生土器３は鉢で、棺蓋として転用してい

る。４は弥生土器高杯である。

時期 弥生時代後期である。

１３号土器棺墓（ST５０１３）（第４９０～４９２図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ δ Ⅰ O－６

グリッド

規模と形状 長径０．５２�、短径０．４８�、最

大深度０．２３�を測る土器棺墓である。墓壙

平面形態は楕円形を、断面形態は垂直に近

い逆台形を呈する。

土器棺は壺で構成されている。棺身のみ

で棺蓋は伴わない。棺身は口縁部を北東に

向けて、胴下半部がほぼ水平になるぐらい

傾けて埋設されている。

土層 埋土は１層で褐色砂質土である。

出土遺物 棺身に該当する弥生土器１は壺

である。胴下半部に外側からの敲打による

第４８７図 ST５０１２墓壙平・断面図

第４８８図 ST５０１２土器棺検出状況図

１ １０YR４／２ 灰黄褐色 砂質土
２ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土
３ １０YR４／４ 褐色 砂質土
４ １０YR４／４ 褐色 砂質土（炭化物を少量含む）

―４１４―
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穿孔が施されている。下川津 B類土器であ

り、高松平野からの搬入品である。

時期 弥生時代後期である。

１４号土器棺墓（ST５０１４）（第４９３～４９５図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ δ Ⅰ O－６グ

リッド

規模と形状 最大検出長０．９１�、幅０．８２�、

最大深度０．１４�を測る土器棺墓である。墓壙

平面形態は不整円形を、断面形態は船底形を

呈する。

土器棺は壺で構成されている。棺身のみで

棺蓋は伴わない。棺身は壺を転用しており、

口縁部を西方向に向けて、口縁部より底部を

やや持ち上げた状態で埋設している。棺身の

口縁部側には小型川原石が置かれている。

土層 埋土は１層で褐色砂質土である。

出土遺物 １は弥生土器壺である。壺２と同

一個体の可能性が高い。棺身に該当する弥生

土器２は壺である。胴部最大径に外側からの

敲打による穿孔が施されている。また、肩部

にも外側から穿孔を施そうとして未完の痕跡

が確認される。

時期 弥生時代後期である。

１５号土壙墓（ST５０１５）（第４９６・４９７図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ δ Ⅰ S－２・３

グリッド

規模と形状 長軸１．９５�、短軸１．１４�、深度

０．３７�を測る土壙墓である。墓壙平面形態は

隅丸長方形を、超軸方向断面形態は船底形

を、短軸方向断面形態は船底形を呈する。主

軸は、N－８７°－Wを測り、東西方向を指向

する。土器棺は伴わず、木棺痕跡等も未確認

である。平面形態や規模から墓壙として報告

する。

墓壙上端から約２０～３０㎝程度内側に石組み

が伴う。石組み直下が墓壙下端に位置する。

第４９０図 ST５０１３墓壙平・断面図

第４９１図 ST５０１３土器棺検出状況図

第４９２図 ST５０１３出土遺物図

１ １０YR４／４ 褐色 砂質土

―４１６―
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１ １０YR４／４ 褐色 砂質土（１０YR６／１ 褐灰色 砂質土をブロック状に含む）

第４９３図 ST５０１４墓壙平・断面図

第４９４図 ST５０１４土器棺検出状況図
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第４９６図 ST５０１５墓壙平・断面図

第４９７図 ST５０１５石組み検出状況図

１ １０YR５／３ にぶい黄褐色 砂質土
２ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土

―４１８―



北側の石組みは、結晶片岩割石を２層の中程より立てている。一方、南側石組みは、３０㎝程度の結晶片

岩割石を４個並べている。一部積み重なるが、壁面状の石積みは伴わない。この石組みの内側に木棺が

埋設されたと推定される。木棺規模は長さ１．２５�、幅０．３８�と推定され、小型の木棺となる。これらの

石組みは石槨状の石積みではなく、木棺の支えとして置かれたものと推定される。

土層 床埋土は２層（暗褐色砂質土）である。石組み裏込埋土は、１層でにぶい黄褐色砂質土である。

出土遺物 墓壙内から図化可能遺物は出土していない。

時期 遺構面の対応関係からみて弥生時代後期と推定される。

集石遺構

１号集石（SU５００１）（第４９８図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ δ Ⅰ R・S－３・４グリッド

規模と形状 長軸０．７１�、短軸０．４３�を測る集石遺構である。集石下部に土坑は伴わなず、集石単独遺

構である。１０～２５㎝程度の川原石を利用している。最下部の集石範囲は０．６×０．３�の範囲であり、徐々

に小型の石を追加することにより、最終的には０．７×０．４�規模の集石を形成している。集石内からは土

器は出土していない。

機能は不明である。

時期 遺構面の対応関係からみて弥生時代と推定される。

２号集石墓（SU５００２）（第４９９～５０２図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ δ Ⅰ S－３・４グリッド

規模と形状 長径１．５７�、短径０．９１�、深度０．２７�を測る土坑の上面に集石が伴う遺構である。土器棺

は伴わず、木棺痕跡等も未確認であるが、集石の状況や集石下の土坑から集石墓として報告する。主軸

は、N－８３°－Eを測り、東西方向を指向する。

土坑平面形態は不整形な隅丸長方形を、断面形態は船底形を呈する。土坑中位～上面にかけて川原石

が検出される。下層では約１０～２５㎝大の川原石を多く充填している。

土層 埋土は１層で、黄褐色砂質土である。

出土遺物 S１～４は敲石で、１は砂岩製、S２は御荷鉾石製、S３は斑糲岩製、S４は結晶片岩製である。

時期 弥生時代後期である。

３号集石（SU５００３）（第５０３～５０５図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ δ Ⅰ S－５グリッド

規模と形状 長径１．７３�、短径１．４９�、深度０．１４�を測る土坑である。遺構の形状は、平面が不整円形

であり、断面が浅い逆台形である。

土坑内には１０～２０㎝大の結晶片岩川原石が、１．２×０．７�の範囲に渡って集められている。石積み等の

構築物は認められない。集石の間から土器片が出土している。

土層 遺構覆土は５層に分層でき、１・５層は暗褐色砂質土、２・４層は褐色砂質土、３層はにぶい黄

褐色砂質土である。

出土遺物 １～３は弥生土器で、１は壺、２は把手付水差し形土器、３は甕である。S１は砂質片岩製

―４１９―
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第４９８図 SU５００１集石平・立面図

第４９９図 SU５００２遺構平・断面図

―４２０―



Y
=9
0,
51
5

X=116,892

Y
=9
0,
51
5

X=116,892

1枚目

2枚目

Y
=9
0,
51
5

X=116,892

　
A ́

A

B 　B́

3枚目

A

L=
11
.9
00
m

　
A ́

B

L=11.900m

　B́

1

1

0 1m

第５００図 SU５００２集石平・立面図

１ １０YR５／６ 黄褐色 砂質土
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第５０３図 SU５００３遺構平・断面図

１ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
２ １０YR４／６ 褐色 砂質土
（２．５Y６／４ にぶい黄色 砂質土を
ブロック状に含む）

３ １０YR５／４ にぶい黄褐色 砂質土
４ １０YR４／４ 褐色 砂質土
５ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
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敲石である。

時期 弥生時代中期である。

４号集石（SU５００４）（第５０６～５０７図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ δ Ⅰ R－４・５・６グリッド

規模と形状 長軸３．０９�、短軸２．０２�、深度０．３２�を測る集石遺構である。平面形態は不整楕円形を呈

し、断面形態は逆台形を呈する土坑に集石が行われている。

集石は２層中より行われており、２０㎝大の結晶片岩川原石や割石が土坑内に充填されている。集石に

規則性は認められない。集石に交じって土器片が出土している。

土層 遺構覆土は６層に分層され、１・４・５層はにぶい黄褐色、２・３層は褐色砂質土、６層は暗褐

色砂質土である。

出土遺物 １～９は弥生土器で、１は壺で、頸部に粘土帯を貼り付けており、土佐系のものか。２・５

は直口壺、３・６は広口壺、４は壺である。７は甕、８は高杯、９は鉢である。

時期 弥生時代後期である。

５号集石（SU５００５）（第５０９～５１１図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ δ Ⅰ Q・R－７グリッド

規模と形状 長径１．４９�、短径１．２２�、深度０．１７�を測る土坑である。平面形態は不整形で、断面形態

は逆台形を呈する。

北側付近に数個の集石と壺が伴った状態で検出された。壺１は正位の状態で、底部周辺に２０㎝小の川

原石が敷かれていた。一方、壺２は破砕された状態で３０㎝大の川原石と共に検出された。

土層 遺構覆土は３層に分層でき、１・２層は褐色砂質土、３層は暗褐色砂質土である。

出土遺物 １・２は弥生土器広口壺である。

時期 弥生時代後期である。

性格不明遺構

１号性格不明遺構（SX５００１）（第５１２・５１３図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ ε Ⅰ A－１グリッド

規模と形状 長径２．８６�、短径２．６４�、深度０．２４�を測る性格不明遺構である。土層の断面より複数の

遺構が重なっている可能性があるが、明確に分けられないため、１つの遺構として報告する。平面形態

は、L字状を呈するが、幅が一定ではなく不定形である。断面は逆台形である。

土層 遺構覆土は８層に分層でき、１・２・４・６層は褐色シルト質土、３層は黄褐色シルト質土、５

層はにぶい黄褐色シルト質土、７層は黄褐色シルト質土、８層は黄褐色砂質土である。

出土遺物 １・２は弥生土器、１が広口壺、２は壺である。S１はサヌカイト製楔形石器である。

時期 弥生時代中期である。
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第５０６図 SU５００４遺構平・断面図

１ １０YR５／４ にぶい黄褐色 砂質土
２ １０YR４／４ 褐色 砂質土
３ １０YR４／４ 褐色 砂質土
４ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土
（炭化物を少量含む）

５ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土
６ １０YR３／３ 暗褐色 砂質土
（炭化物を少量含む）
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第５０７図 SU５００４集石平面図

第５０８図 SU５００４出土遺物図
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第５０９図 SU５００５遺構平・断面図

第５１０図 SU５００５集石平面図 第５１１図 SU５００５出土遺物図

１ １０YR４／４ 褐色 砂質土
２ １０YR４／４ 褐色 砂質土
３ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
（５Y６／１ 灰色 砂質土をブロック状に含む。炭化物を少量含む）
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　Ć

X=116,903Y
=9
0,
50
3

A
5

5

4 1

1

2

28

6

7

7

4
1 3

4 52

　A ́

B 　B́

C 　Ć
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第５１２図 SX５００１遺構平・断面図

第５１３図 SX５００１出土遺物図

１ １０YR４／４ 褐色 シルト（炭化物を少量含む）
２ １０YR４／６ 褐色 シルト
３ １０YR５／６ 黄褐色 シルト
４ １０YR４／４ 褐色 シルト

５ １０YR５／４ にぶい黄褐色 シルト
６ １０YR４／４ 褐色 シルト（炭化物を少量含む）
７ ２．５Y５／６ 黄褐色 シルト（炭化物を少量含む）
８ ２．５Y５／３ 黄褐色 砂質土
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２号性格不明遺構（SX５００２）（第５１４～５１７図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ δ Ⅰ・εⅠ T・A－５・６グリッド

規模と形状 長径４．３�、短径３．８０�、深度０．０８�を測る性格不明遺構である。遺構の北東部分が側溝

によって切られているが、遺構の形状は、平面が不整形である。断面は浅い逆台形である。EP１～EP

５の規模は直径０．２５～０．５�、深度０．１～０．３�を測る。形状は、平面が不整円形、断面は浅い逆台形を

呈する。EK１と EK２の規模は、直径０．５～０．６５�、深度０．１５�を測る。

土層 遺構覆土は１２層に分層でき、１・２・６・９・１０・１１・１２層は褐色砂質土、３層は暗オリーブ色

砂質土、４層は灰オリーブ色砂質土、５層はにぶい黄橙色砂質土、７層は黄褐色砂質土、８層はにぶい

黄褐色砂質土である。

出土遺物 １～３は弥生土器で、１は高杯ないし鉢、２・３は甕ないし壺の底部である。４は甕または

壺の体部を転用した紡錘車。S１～４はサヌカイト剥片である。

３号性格不明遺構（SX５００３）（第５１４～５１６、５１８図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ δ Ⅰ・εⅠ T・A－５グリッド

規模と形状 長径３．８２�、短径１．３５�、深度０．０８�を測る不明遺構である。遺構の形状は、南北に長い

不整形を、断面は浅い逆台形を呈する。

土層 遺構覆土は９層に分層でき、１・２・４・６・９層は褐色砂質土、３・５・８層はにぶい黄褐色

第５１４図 SK５０３８、SX５００２、SX５００３遺構平面図
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SX５００２
１ １０YR４／４ 褐色 砂質土
２ １０YR４／４ 褐色 砂質土
３ ５YR４／４ 暗オリーブ色 砂質土
（炭化物小片を少量含む）

４ ５YR５／３ 灰オリーブ色 砂質土
５ １０YR６／３ にぶい黄橙色 砂質土
（炭化物小片を少量含む）

６ １０YR４／４ 褐色 砂質土
（炭化物小片を少量含む）

７ ２．５YR５／４ 黄褐色 砂質土
（炭化物を含む）

８ １０YR５／４ にぶい黄褐色 砂質土
（炭化物を少量含む）

９ １０YR４／６ 褐色 砂質土
１０ １０YR４／４ 褐色 砂質土
（炭化物小片を含む）

１１ １０YR４／４ 褐色 砂質土
（炭化物小片を少量含む）

１２ １０YR４／４ 褐色 砂質土
（炭化物小片を含む）

SX２００６
１ １０YR４／４ 褐色 砂質土
２ １０YR４／６ 褐色 砂質土
３ １０YR５／４ にぶい黄褐色 砂質土
４ １０YR４／４ 褐色 砂質土
５ １０YR５／４ にぶい黄褐色 砂質土
６ １０YR４／４ 褐色 砂質土（５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土をブロック状に含む。炭化物を少量含む）
７ １０YR５／６ 黄褐色 砂質土
８ １０YR５／４ にぶい黄褐色 砂質土
９ １０YR４／４ 褐色 砂質土
SX２００７
１ １０YR４／４ 褐色 砂質土（５Y６／２ 灰オリーブ色 砂質土をブロック状に含む。炭化物を少量含む）

第５１５図 SK５０３８、SX５００２、SX５００３遺構断面図
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第５１６図 SK５０３８、SX５００２、SX５００３遺物出土状況図

第５１７図 SX５００２出土遺物図

第５１８図 SX５００３出土遺物図
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砂質土、７層は黄褐色砂質土である。

出土遺物 １・２は弥生土器で、１・２ともに甕である。１は大形の器形で、体部上半が球形に近いも

の。

時期 弥生時代後期である。

４号性格不明遺構（SX５００４）（第５１９～５２１図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ δ Ⅰ S・T－２・３グリッド

規模と形状 長径５．８１�、短径４．２０�、深度０．１７�を測る性格不明遺構である。遺構の形状は、平面が

全体的に不整形であり、断面は浅い逆台形を呈する。

第５１９図 SX５００４遺構平・断面図

１ １０YR３／３ 暗褐色 砂質土
２ ２．５Y３／３ 暗オリーブ褐色 砂礫層
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土層 遺構覆土は２層に分層でき、１

層は暗褐色砂質土、２層は暗オリーブ

褐色砂礫層である。

出土遺物 １～８は弥生土器で、１は

壺、２・３・４は甕である。弥生土器

５～７は鉢である。弥生土器８は高杯

脚端部である。壺１、甕４、鉢６・７

の口縁部に凹線文がみられる。

時期 弥生時代中期末である。

５号性格不明遺構（SX５００５）（第５２２～

５２７図）

位置 ９６－１・２区。Loc. B３ δ Ⅰ

S－４・５グリッド

規模と形状 長径４．１０�、短径３．２２�、

深度０．２１�を測る性格不明遺構であ

る。遺構の形状は、多くの遺構に切ら

れており、平面形は不整形で、断面は

浅い逆台形を呈する。

遺構の中央西側の地点で、南北に約

０．５�、東西約０．７５�、深度０．２�の範

囲で炭化物が検出されている。EK１

は、長軸２．０５�、短軸０．５～１．２５�、

深度０．１５�を測り、平面が南北方向に

長い不整形を呈する。EK２は、長軸

２．７５�、短軸１．２�、深度０．２５�を測

り、平面が東西方向に長い不整楕円形を呈する。EK３は、長軸１．１�、短軸０．５５�、深度０．２�を測り、

平面が東西方向に長い不整楕円形を呈する。

竪穴住居の可能性もある。

土層 遺構覆土は２２層に分層でき、１・２、５～７、９～１３、１５、１７～２０、２２層は褐色砂質土、３・８・

１４・１６・２１層はにぶい黄褐色砂質土、４層は黄褐色砂質土である。

遺物出土状況 炭化物の南東側の地点に比較的遺物がまとまって検出された。土器類や石器・川原石が

混ざった状態で検出されている。鉢１４は石に押しつぶされた状態であるが、破片は散らばっていない。

一方、甕５は小片となって約１．２�の範囲に散らばっている。

この遺構が竪穴住居であるならば、廃絶に伴い埋没過程において土器や川原石を投棄したものと推定

される。

出土遺物 １～１９は弥生土器で、１は広口壺、２は細頸壺、３は直口壺もしくは細頸壺、４は壺、５～

１３は甕である。１４は脚台付鉢、１５は高杯、１６・１７・１８は鉢である。１９は紡錘車である。S１は砂質片岩

第５２０図 SX５００４遺物出土状況図
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１ １０YR４／６ 褐色 砂質土
（炭化物を少量含む）

２ １０YR４／６ 褐色 砂質土
（１０YR５／４ にぶい黄褐色 砂質土を
ブロック状に含む）

３ １０YR５／４ にぶい黄褐色 砂質土
（炭化物を少量含む）

４ １０YR５／６ 黄褐色 砂質土
５ １０YR４／４ 褐色 砂質土
６ １０YR４／４ 褐色 砂質土
７ １０YR４／４ 褐色 砂質土
（炭化物のシミ多量に含む）

８ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土

９ １０YR４／４ 褐色 砂質土
（炭化物のシミ多量に含む）

１０ １０YR４／４ 褐色 砂質土
（炭化物を少量含む）

１１ １０YR４／４ 褐色 砂質土
１２ １０YR４／４ 褐色 砂質土
１３ １０YR４／４ 褐色 砂質土
１４ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土
１５ １０YR４／４ 褐色 砂質土
１６ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土

１７ １０YR４／４ 褐色 砂質土
（炭化物を含む）

１８ １０YR４／４ 褐色 砂質土
１９ １０YR４／４ 褐色 砂質土
（炭化物のシミ含む）

２０ １０YR４／４ 褐色 砂質土
（炭化物のシミ多量に含む）

２１ １０YR４／３ にぶい黄褐色 砂質土
（炭化物のシミ少量含む）

２２ １０YR４／４ 褐色 砂質土
（炭化物を少量含む）

第５２２図 SX５００５遺構平・断面図
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製磨製扁平片刃石斧、S２は結晶片岩製磨石、S３は結晶片岩製台石、S４は紅簾片岩製剥片である。

時期 弥生時代中期である。

７号性格不明遺構（SX５００７）（第５２８～５３０図）

位置 ９７－１区。Loc. B３ δ Ⅰ O－１５グリッド

規模と形状 長径４．２０�、短径２．６５�、深度０．１８�を測る性格不明遺構である。遺構の形状は、平面が

不整楕円形であり、断面は逆台形である。

１０～２０㎝大の川原石と共に土器片が出土している。

土層 遺構覆土は９層に分層され、１・５層は灰色砂質土、２層は黄灰色砂質土、３層は褐色砂質土、

４・６～８層は灰黄色砂質土、９層は暗褐色砂質土である。

出土遺物 １は弥生土器壺である。

時期 弥生時代後期である。

８号性格不明遺構（SX５００８）（第５３１～５３２図）

位置 ９７－１区。Loc. B３ δ Ⅰ N・O－１６・１７グリッド

規模と形状 長径６．４８�、短径３．４５�、深度０．１２�を測る性格不明遺構である。遺構の形状は、平面が

南北方向に長くが不定形であり、断面は逆台形である。

土層 遺構覆土は５層に分層され、１・５層は褐色砂質土、２層は灰黄褐色砂質土、３層は暗褐色砂質

土、４層はにぶい黄褐色砂質土である。

出土遺物 S１は石鏃である。

時期 弥生時代後期である。

第５包含層出土遺物（第５３３図）

１～２４は弥生土器である。１～８、１６・１７、４８～６９は甕で口縁端部に凹線文をもつものともたないも

のがある。１７の甕体部片にはヘラガキによる絵画が施されている。細片であり全体の文様構成は不明で

あるが、円弧が連続する様子から弧帯文の一部の可能性がある。

９・１０・１８・１９～２１・２５～４７は壺で、９は広口壺、１０・２６は細頸壺、１９～２１・２６は筒状の頸部から口

縁部が大きく開く広口長頸壺である。３１はいったん大きく開いた口縁の上にさらに口縁部が付加される

二重口縁の形態をもつもの。１１・１２・７２・７３は鉢である。１３・７６～９０である。７８は口縁部外面に鍔がめ

ぐる、いわゆる水平口縁の高杯。１４はミニチュアの手捏ね土器、１５・９５は蓋である。９０は器台、９１～９４

は紡錘車である。９４は穿孔が貫通しない未製品。９６は甕の体部とみられるもので、竹管による刺突文が

施される。

S１～３１は石器である。S１・S８・S９・S１０は石庖丁およびその未製品で、S１・S８は結晶片岩製、

S９は砂質片岩製である。S１０は結晶片岩製の未製品で、S９も未製品の可能性がある。S２は蛇紋岩製

勾玉の未製品である。S３～７、S１１～１５はサヌカイト製の石器で、S３～７は打製石鏃である。S１１は

削器、S１２は楔形石器、S１３は石錐、S１４・S１５スクレイパー、S１６は泥質片岩製敲石、S１７は砂岩製砥石、

S１８～３１はサヌカイト製剥片である。
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１ ５Y６／１ 灰色 砂質土
（１０YR５／６ 黄褐色 砂質土をブロック状に含む）

２ ２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土
（１０YR４／４ 褐色 砂質土をブロック状に含む。
炭化物を少量含む）

３ １０YR４／４ 褐色 砂質土
（２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土を少量含む）

４ ２．５Y６／２ 灰黄色 砂質土
（１０YR４／４ 褐色 砂質土をブロック状に含む）

５ ５Y６／１ 灰色 砂質土
（１０YR５／３ にぶい黄褐色 砂質土をブロック状に含む。
炭化物を少量含む）

６ ２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土
（２．５Y５／４ 黄褐色 砂質土を少量含む）

７ ２．５Y５／１ 黄灰色 砂質土
８ ２．５Y６／１ 黄灰色 砂質土
（１０YR４／４ 褐色 砂質土をブロック状に含む）

９ １０YR３／４ 暗褐色 砂質土
（５Y６／１ 灰色 砂質土をブロック状に含む。
炭化物を少量含む）
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� ま と め



１ 国府と延命遺跡
延命遺跡は徳島市国府町延命に所在するが、延命の名は西側に隣接する四国霊場八十八箇所１４番札所

常楽寺の正式名称「延命院常楽寺」に由来する。また、町名「国府」が示すとおり、阿波国府関係の地

であることも想定される。ここでは、国府との関係を中心に古代の延命遺跡について整理する。

１－１ 国府と条里水田

まず、阿波国府の所在地については、１００年以上にわたる研究の末に現在の到達点がある。それは、

歴史地理的な観点が主導した段階と発掘調査の成果をもとにした段階とに大きく分かれる。研究史の詳

しくは藤川の整理に拠る（注１）が、１９８０年代およびそれ以前は地名や条里地割に着目しており、倉庫

の鍵を司る「印鑰」の別称を持つ大御和神社周辺を取り囲む６町ないし８町の国府域を復元していたの

に対して、発掘調査が本格化した１９９０年代以降は四国霊場八十八カ所観音寺周辺の微高地にその位置を

求める見解が強い。観音寺遺跡における発掘調査では、政庁などの中心官衙施設の遺構は未発見である

が、微高地縁辺を流れる旧河道の調査により、国府の政務に関わる多数の木簡・墨書土器などの文字資

料をはじめとして、出土遺物に関しては地方官衙第一級の成果を得ることになったのである。これによ

り国府の位置比定に関する問題については解決をみた。

また、観音寺遺跡をはじめとする環状道路（国道１９２号線以北：西環状線、以南：南環状道路）関係

の調査は国府町を南北に大きく縦断するもので、北から池尻桜間・敷地・観音寺・矢野・延命の各遺跡

がその対象となった。これにより、ほぼ全域より奈良時代あるいは平安時代の成果が検出され、国府の

多様な姿が明らかになりつつある。

観音寺遺跡以北の敷地遺跡および池尻桜間遺跡において、微高地では掘立柱建物などが築かれ、「コ」

の字形の整然とした建物配置をもつ国司館とみられる区域が２カ所で確認されている。一方、低地は当

初墓域として利用され、水田域へと土地利用が転換する。これらの水田遺構は、大規模なものでは幅１０

�以上の大畦畔を伴い、現在にもこの地域で広く現存する正方位より若干西に傾いた方位（N－１０°－

W）に基づいて配置された水田区画が行われているのが特徴である。問題はこれらがいつ施工されたか、

ということになろう。天平宝宇２年（７５８年）の正倉院宝物「阿波国新島庄絵図」では、現在の吉野川

に相当する「大川」が南北に流れ、その両岸にマス目の形の畠などが描かれている。これにより８世紀

中頃には条里制は一定の完成度にあった事を示すとの意見もあるが、これまでの調査ではそのことを裏

付けは十分とは言えない。この絵図の評価としては、作図された年代における地割の完成形態を表現し

ているのではなく計画図的な側面も持っているとした方が実態には合っており、条里地割は８世紀から

９世紀中頃にかけて段階的に施工されたとみる意見が優勢だ。敷地遺跡の低地部分での水田化以前の土

壙墓は多くが副葬品を伴わず年代を決定しづらいが、一部に７世紀後半代のものが含まれ、条里に基づ

く水田化の上限年代の一つを示している。

２ 延命遺跡の水田遺構の評価
２－１ 調査地周辺の水田耕作地の展開

延命遺跡調査地の南半のほとんどの範囲で水田遺構（畦畔・水路など）が検出されている。水田耕作
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の開発時期は、大まかにみると、北へ行くほど古く、南へ進むほど新しい。ちなみに最も南端の調査地

点では、中世後期（１５世紀代）に水田化が開始している。南側の地点では、水田遺構の下層に鮎喰川の

自然堤防の痕跡が確認されており、こうした自然環境の克服が開発の過程にあった、という流れになる。

水田遺構のうち開始年代を水田土壌の最下層には、一部６世紀後半代の遺物を含むものの、８世紀に

その中心がある（注２）。８世紀における急速に水田域が増大については、観音寺遺跡の旧河道内の花

粉分析によりイネ科の花粉の増減により想定されている（注３）。南側の鮎喰川に近い一帯を除くと、

この段階が水田開発の一つの大きな画期であり、当時の行政区画で殖栗郷に比定される一帯であり、こ

の郷の成り立ちとしても重要である。ただし、延命遺跡でみられる水田区画は直上の現地表面に残る条

里とは方位が一致しない。下層の水田遺構ほどその区画の規模は数十㎡と小さい。古い段階では地形の

傾斜を解消できなかったものが、上層の新しい段階でより広い区画を得ることができた。

水田土壌の合間に割り込むように洪水砂が堆積している地点がある。９８－３・４・５・６・１０・１１・

１２区である。砂は鮎喰川により供給されたもので、砂の堆積範囲は南北約１３０�で、多いところで７０㎝

以上の堆積がみられた（第８図⑨４層・５層・６層 第１０図⑱３層・４層・５層など）。砂層は水田面

を良好にパックしていた。根の風化によりできた空間に砂が流れ込んだことにより畦畔や水口の位置や

同時存在の稲株の位置を明らかにし（図版３）、あるいは牛の蹄の痕跡（図版７ 左上）の認識を可能

にした。これらの砂の供給源である鮎喰川の地形図をみると、一宮方面から東北東に向かい眉山の西端

をかすめることにより、流れを北北東に転じていることが分かる。鮎喰川と眉山との接点部分は「馬の

鼻」とも呼ばれ、この部分で鮎喰川の水勢を引き受ける位置である。水量が増大すると、川幅で収まら

ない分量が「馬の鼻」で折れ曲がり、北北西方向にある延命遺跡方面へと流れる。洪水砂の堆積が確認

された調査区は、その段階での低地ということになる。現在の堤防が構築される以前（第５５０図旧堤防

位置の段階）にも、そうした水害に遭っていたことは、調査地近隣でも多く聞かれた。砂層は鮎喰川に

よりもたらされたものであるが、地点により多くの遺物を包含していた。出土量の濃淡からみれば、前

出の調査区でも東側（９８－３・４・５・６区）にまとまりがあった。鮎喰川の流れに従って南東方向か

ら流されてきたものと考えると、その方向に集落の位置を考えることもできるが、遺物の密度はそうし

た一元的な流れでは理解できないようだ。水分を大量に含んだ土砂の一定期間の滞留が遺物混入の原因

の一つとみられる。遺物の年代からみれば９世紀が主体であるが、いくつもの年代が混在している。断

面観察によれば、洪水砂は一度だけのものではなく、複数のきっかけにより到来したことが分かる。

さて、洪水による土砂の堆積は、前項の調査区では、標高１１．５～１２．０�前後の水田面を被覆している

が、これらの調査区に接しながら洪水砂の被覆を受けていない地点がある。９８－７区と９９－２区である

（第８図⑩・第１０図⑲）。この２地点では、下層では標高１０�台の奈良時代頃の水田遺構が検出されて

おり、普通なら砂に覆われているはずのところ、水田土壌の連続堆積がみられるのみである。この地点

ではなぜ洪水砂の被覆がなかったのか。次項では、水田遺構の形成過程も含めて、隣接する現存の用水

からヒントを得たい。

２－２ 調査地周辺の水田耕作地の展開

この項では鮎喰川扇状地の水田への灌漑水路を研究した平井・藤田の成果（注４）を参考にする。鮎

喰川扇状地の南端の取水口（月の輪集水池）から分岐した用水（四ヶ村用水・大溝俣・名西俣など）に

より水田耕作を行ってきた。絵図や現況の聞き取りにより、近世段階には現在みられるような水路運用
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が行われている状況がわかる（注５）。これらの研究は絵図あるいは文書にみる水に関わる争議に基づ

いている。そのため、近世（中世末を含む）以降の状況については詳しい。

発掘区域と用水との位置関係で言えば、長田俣は９８－５・１２区と９８－６区・９９－１区との間に、四ヶ

村用水は９８－６区・９９－３区と９８－７区・９９－２区との間にあたる。長田俣は調査地の近隣の水田を灌

漑しているが、四ヶ村用水は非常に広範囲を灌漑対象とする。

発掘において、洪水砂の被覆のない水田は、四ヶ村用水の東側に接する位置に当たる。現有の道路や

水路の部分は調査対象外のため、それらの直下の様子については推測するほかないが、古代の段階には

すでに四ヶ村用水の原形（「原・四ヶ村用水」）が成立していたと考えてみてはどうか。この用水は洪水

砂に被覆されても、その都度、水路の内部は浚渫により機能が維持されたことになる。多くの労力をか

けてまで水路機能に努めたのは、原・四ヶ村用水が現存の四ヶ村用水と変わらぬ程の広い範囲を灌漑す

る基幹的な役割を持っていたからであろう。

厚い洪水砂に被覆された地点も、その後、水田として復旧しているが、それは砂を除去しないでその

上面に耕作土を持ち込んでのことである。これにより水田耕作面のレベルは上がる事になり、機械力に

頼らない往事のことを想像すると、水掛かりを根本的に改める大規模な土木工事を伴うことを意味す

る。逆に相応の労働力の確保ができて始めて復旧工事を行うことができた、という想定も成り立つ。こ

れらは、出土遺物が少ないため論証は困難であるが、層位関係の整合から中世前半期の事象とみている。

中世後半期は、水田可耕地の拡充と水田の区画あたり面積の増大という特徴がみられる。調査区内で

も南西寄りの鮎喰川方向に水田範囲が拡がり、細かい地形の起伏を解消している。この段階になれば、

ほぼ近世あるいは現況と変わらない水掛かりが完成していたと考えている。やや北に位置する舌洗用水

での争論を記した近世初頭の文書（注６）は、用水の上流区域と下流区域での立場の違いが争乱という

形に後世に伝えられたのだが、運用について争点にしていた経緯からみてインフラの整備が一定のレベ

ルに達していたことを想起させる。当然、より上流側に位置する延命遺跡周辺での水掛かりの安定が基

盤にあったことは疑いない。

３ 水田遺跡調査の課題
類似した層の連続堆積が特徴となる水田遺跡は、主に水平な水田土壌の堆積を単調な作業の繰り返し

を伴うのみで、面的な調査の意義さえ疑問視される場合がある。しかし、効果的なのは断面図の抽出で

ある柱状図ではなく断面図そのもので観察を蓄積させることである。延命遺跡においては、関連する絵

図や文献が残され、それらの先行研究が合ったからこそ、それらとの相互参照を経ることで成果を導き

出せたと考えている。

より細かい水掛かりのための水路、畦畔の構造といった付帯遺構の問題について十分検討できなかっ

た。残る課題として提示しておく。

（注１）藤川智之 ２００２ 「考古学からみた阿波国府研究の現状」『観音寺遺跡Ⅰ（観音寺遺跡木簡篇）』徳島県埋蔵文化財センター

調査報告書第４０集 （財）徳島県埋蔵文化財センターほか

（注２）これまでの報告では、延命遺跡検出の水田遺構を弥生時代の小区画水田としていたが、今回の出土品の整理を通じて、８

世紀を中心とする年代のものとして訂正する。

（財）徳島県埋蔵文化財センター １９９８ 『徳島県埋蔵文化財センター年報 Vol．９ １９９７年度』
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（注３）古環境研究所 ２０１０ 「徳島県、観音寺遺跡における花粉分析」『観音寺遺跡Ⅲ（遺構・遺物篇）』徳島県埋蔵文化財セン

ター調査報告書第７７集 （財）徳島県埋蔵文化財センターほか

（注４）平井松午・藤田裕嗣 １９９４「吉野川支流の鮎喰川扇状地における土地開発と灌漑システムの成立」『徳島大学総合科学部

人間社会文化研究』第２巻

（注５）現在では、水の安定供給のためにそれぞれがポンプによる汲み上げを行うようになっている。しかしながら、「観音寺村

給池配置絵図」（坂東家文書）などに描かれた水路と現況とはほぼ同様のものとみてよい。

徳島県教育委員会 １９９５ 『鮎喰川水系の用水 「阿波の用水」調査報告書』

（注６）『国府町史資料』（国府尋常高等小学校編 １９１７）所収の坂東家文書「下羅井定書」「御意之覚」による。
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以西用水の幹線水路
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第５５０図 鮎喰川デルタ全体と延命遺跡
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